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平成３０年第１回上毛町議会定例会会議録 

（２日目） 

招集の場所  上毛町議会議場 

開閉会日時及び宠言 

平成３０年３月８日 午前１０時００分 

─────────────────────────────── 

○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員 

出席議員（１２名） 

 １番 岩花寛之  ２番 田中唯登志  ３番 廣﨑誠治  ４番 荒牧弘敏 

 ５番 高畑広視  ６番 宮崎昌宗  ７番 峯 新一  ８番 三田敏和 

 ９番 大山 晃 １０番 茂呂孝志 １１番 宮本理一郎 １２番 安元慶彦 

欠席議員（０名） 

─────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名 

 町長 坪根秀介・ 副町長 川口 彰・ 教育長 道免 隆・ 会計管理者 古原典幸 

 総務課長 岡崎 浩・ 企画情報課長 福田正晴・ 開発交流推進課長 永野英憲 

 税務課長 尾崎幸光・ 住民課長 垂水勇治・ 長寿福祉課長 佐矢野 靖 

 子ども未来課長 垂水英治・ 産業振興課長 円入忠義・ 建設課長 福本豊彦 

 教務課長 村上英之・ 総務係長 宮吉保男 

─────────────────────────────── 

○職務のため本会議に出席した者の職氏名 

 議会事務局長  宮秋伸一 

 議会事務局係長 岩井英樹 
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○議事日程 

平成３０年第１回定例会議事日程（２日目） 

平成３０年３月８日 午前１０時００分 開議 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 一般質問 
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○ 会 議 の 経 過 （２日目） 

                           開議 午前１０時００分 

○議長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願

いいたします。 

 一礼して着席願います。礼。 

 会議に先立ち、議員及び執行部の皆さんに議長よりお願いします。発言は必ず議長

の許可を得てから発言してください。また、不穏当発言、不規則発言に御注意いただ

き、有意義な会議でありますように皆様の御協力をお願いいたします。 

 それでは始めます。 

 ただいまの出席議員は議員全員です。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

─────────────────────────────── 

○議長（安元慶彦君）日程第１、諸般の報告を行います。 

 本日の会議では一般質問を行います。 

 一般質問の通告者は、お手元の日程表に掲載のとおり８名です。 

 質問順は申し合わせにより、通告書提出順に発言を許可することといたします。 

 本日の会議には、地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員として、別紙名簿の

各氏が出席いたしております。 

─────────────────────────────── 

○議長（安元慶彦君）日程第２、一般質問を行います。 

 質問者の質問時間は答弁を含み６０分以内ですので、通告された時間内に終わるよ

う要点を簡潔明瞭に行い、また答弁につきましても、効率的な議事運営への御協力を

お願いいたします。時間の経過は議場内に表示されますので、消費時間を確認し、厳

守してください。 

 それでは１番、岩花議員、登壇ください。 

 岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）皆さん、おはようございます。きょうは足元の悪い中、多くの皆

さんに来ていただきまして、ありがとうございます。１番議員の岩花です。一般質問

をさせていただきます。 
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 まず議員になって、この議会でちょうど丸３年になります。ことしが最後の１年と

いうか、今期の議員の最後になりますけれども、思い返しますと、この３年間、１年

目はちょうど地方創生がうたわれた年で、消滅可能性都市ということで、国会の中で

もこの地方にスポットが当たった年ではないかと思います。 

 それから本町で考えてみますと、何といっても東九州道の開通、それから２年目に

は大池公園の整備事業が本格化しまして、３年目はいよいよ東九州の自動車道が全線

開通、それから、町長、２期目の選挙というふうな形で行われてまいりました。 

 災害のほうを見ますと、九州の北部豪雤、それから熊本地震といった形で、日本ど

こにいても災害に遭うということで、こういった防災意識が非常に高まってきた３年

間だったんじゃないかというふうに思います。 

 私が議員になって３年になるわけですけれども、この上毛町の議会議員にならせて

いただく前は、会社が中津にあった関係であったり、両親もまだ元気で、地元の出ご

とであったりとかいうことは両親がしておりましたので、なかなか上毛町であったり

地元の西友枝とそんなにつながりがあるわけではありませんでした。ただ、こうやっ

て役職をいただいて、いろいろ話すこと、いろんな行事に出たり、またそこでいろん

な方とお話しすることで、本当に多くの気づきや学びがあったと思います。 

 関係が強くなればなるほど、すごく思いが強くなったのが、非常にもったいないな

という気持ちを非常に持っております。上毛町というのは、ちょうどいい田舎という

か、交通のアクセスもいいですし、中津市を中心とした定住自立圏も活発であります

し、そういったところで非常にもったいない。物の価値を十分に生かし切れていない

のがもったいないということですけれども、上毛町にしてみると、上毛町の魅力や資

産やそういったところを見直して、また新しい手法とかエッセンスを加えれば、もっ

ともっと上毛町がよくなっていくんじゃないかというふうに思っております。 

 今回、３点質問をさせていただきます。 

 一つ目が、町民の各世代における学習支援。 

 ２点目に、公共施設のマネジメント。 

 ３点目が、人口の動態についてです。 

 詳細は自席にて質問させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）それでは改めて、まず１点目、町民の各世代における学習支援と
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いうことで、現在、町のほうで取り組まれています世代別の学習支援、それから啓発

といったものにはどういったものがあるか、教えていただければと思います。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それでは、議員御質問の世代別、幼児・青尐年期、成人期、

高齢期の学習支援啓発についてですけども、私のほうからは、教務課が所管しており

ます社会教育分野について御答弁させていただきます。 

 まず、幼児・青尐年期については、生き抜く力を育むため、家庭、学校、地域が連

携し、ボランティア活動、体験活動への参加、世代間交流の促進など、無理なく社会

にかかわることができる機会の提供が必要な時期であると考えられます。 

 そこで本町では、家庭に本がある環境をつくること、親に読み聞かせのスキルを身

につけてもらうため、ブックスタート事業や読み聞かせ講座を開講しています。また、

体験活動として、科学教审や通学合宿、尐年海外体験学習などを实施しております。 

 世代間の交流の促進といたしましては、各学校において、家庭、学校、地域が連携

し、地域ぐるみで子供を育てるため、学校運営協議会、いわゆるコミュニティ・スク

ールを推進することにより、児童と地域住民との世代間交流が図れるなどの学習支

援・啓発を行っております。 

 次に、成人期ですけれども、社会人としての生活が安定していく時期であり、学習

活動や地域社会の取り組みに積極的にかかわり、仕事以外の人間関係を幅広く築くと

ともに、健康維持、増進のために積極的にスポーツや文化活動等に取り組む時期であ

ると考えられます。 

 そこで本町では、地域社会とのかかわりを持ってもらい、その後の人間関係を形成

してもらえるように、町の体育協会や文化協会において各種事業を展開することによ

り学習支援・啓発を行っております。 

 高齢期ですが、これまでの人生で培ってきた知識、経験をもとに、積極的にボラン

ティア活動などの社会貢献活動や地域活動に参画し、学びと实践を繰り返しつつ、自

己实現、生きがいの創出を図る時期であると考えられます。 

 そこで本町では、生涯学習講座において地域活動等に活用できる講座の開講や、町

内の小学校と高齢者の交流を目的に、町、子ども会育成連絡協議会の事業においてボ

ランティアスタッフとして活躍していただくなど、地域活動の現場で实践する機会を

提供しております。 
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 以上です。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）今、教務課長のほうから御答弁をいただきましてありがとうござ

います。 

 今回質問させていただいた意図というのが、幼児期、それから高齢期というのは、

意外と町のほうからの学習支援というのが非常に活発に行われているんじゃないかな

と思っているんですけれども、特に、義務教育が終わった高校生、それから、具体的

に言うと３０歳ぐらいまで、そういった方たちというのが、先ほど課長の答弁では、

学んだりとかいうところが社会生活の中で、仕事以外のところでも健康維持であった

りとか文化活動をというところをできるようにという話はありましたけれども、その

あたりというのが意外に薄いんじゃないかなと思ってるんです。特に上毛町は中学校

までで、高校がここからありませんので、どうしてもそのあたりが希薄になっている

という気がするんですけど、そういった認識というのはいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）議員が言われますのが成人期に当たるかと思いますけども、

先ほど答弁しましたように、うちの町では、体育協会、文化協会等の事業でそういっ

た、要はライフステージといいますか、成人期については事業を展開して、地域との

かかわりを持ってもらってるという考え方なんですけど、それと、あと、例えばの話

ですけど、町の体育協会のスポーツの大会等を開催する場合、地域にスポーツ推進員

という方がおられます。スポーツ推進員さんに地域の選手の取りまとめ等をやってい

ただいて、各大会等に参加してもらっています。そういった体育協会の大会等に地域

からチームをつくって参加することで、地域でのコミュニティーづくりといった部分

というのは可能になってくると思われます。特に、外部から入ってこられた、転入し

てこられた方などは、まだ地域についてなじみが薄いといった部分もありますので、

そういったスポーツの大会等に参加することによって地域に溶け込んでいく、交わっ

ていくというようなことも考えられると思います。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）体育協会さんのほうは、割と、子供さんがスポーツされていたり

とか、また、私たちもそうですが、学生時代にスポーツされてた方が、将来にわたっ

ても、例えばバレーであったり、テニスであったり、野球であったりというところで
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いろんなスポーツにかかわる機会というところがあろうかなというところはあるんで

すけれども、文化協会さんのほうで何か、成人期における取り組み、具体的に広報は

そうでしょうけれども、啓発であったりとか、そういったところはいかがでしょうか。

参加率まではないでしょうけれども、何かそういう事例があれば教えていただければ

と思うんですけど。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）文化協会ですけども、文化協会の主な事業としては、５月に

総会をいたします。その総会の後に芸能ステージというのがあります。それと、１１

月に町の文化祭を開催しております。 

 この文化協会ですけども、カラオケの部であったり、そういった加盟登録団体がご

ざいます。その会員数が、今、全部で５０３名ほどおられます。年代別に見ますと、

２０代、３０代で３割ぐらいの加盟をしていただいております。そこそこのそういっ

たサークルとか、そういった部分で活躍をしていただいているという状況です。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）ここで一度、学習支援というところで質問を出させていただいて

いるんですけども、いわゆる生涯学習ですね。そこの定義というのは、町として考え

るところはありますでしょうか。 

 ちなみに、教育基本法が２００６年、平成１８年に改正されてるんですけれども、

その中では、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよ

う、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習することがで

き、その成果を適切に生かすことのできる社会の实現が図られなければならない」と

定義されております。 

 それから、上毛町の総合戦略の中でも、いつでも、どこでも、そういった学びの機

会を得ることができるようにということで取り組まれてるんじゃないかと思うんです

けれども、そのあたりの御認識はいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）生涯学習の支援ということで、先ほど議員さんが言われたと

おりと思います。簡単に言えば、いつでも、どこでも、誰でも、自分で学習ができる

と、生涯を通じて学習ができるということで認識をしております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 
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○１番（岩花寛之君）それが、今されているところでいくと、体育協会、それから文化

協会さんの動きというところ。 

 あと、私が思うのが、学びっていろいろあると思うんですね。今、答弁、教育委員

会のほうでしていただいてるんですけれども、实際、学ぶというか、特に社会人にな

って学ぶというのは、スポーツもそうですし、文化もそうなんでしょうけれども、例

えば地域に入ることでさまざまな学びがあったりとか、また、今、うちの町では活発

ですけれども、地域づくりの協議会とか、そういったところの活動の支援というのも

そういった学びの支援になろうかと思うんですけれども、そのあたり、企画情報のほ

うの取り組みというのはいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）先ほど、若者の世代と、二十歳ぐらいから５０ぐらいの

世代のことだと思うんですが、最近では相互の支え合いやつながりがちょっと薄くな

ってきている時代でありまして、地域における人間関係もちょっと薄くなるような時

代でもありまして、孤立も指摘されています。逆に、震災がありまして、個々が自主

的に地域や社会に参画し、他者と協働しながら、互助、共助による活動、活力ある地

域づくりに貢献したいと思う方もたくさん出てきていると思います。 

 課題といたしましては、先ほど教務課のほうからもありましたが、学校、家庭、地

域社会を含めたところで、就学前後、また、青尐年から高齢まで多世代にわたって地

域全体の教育力、要するに生涯学習力を高めることが必要だと思います。 

 先ほど言いましたその世代の方につきましては、地域づくり協議会ということがご

ざいまして、うちのほうにはございますが、若者の社会的自立支援では、それを活用

するといったら、清掃ボランティアとか、いろんなボランティア活動を地域づくり協

議会を通じて行うとか、また、成人の社会参加につきましては、地域貢献とか協働の

働きかけを地域づくり協議会を通してすることによって、それが地域づくり団体を通

じて行える生涯学習の一つだと考えております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）質問の２の中で、関係機関ということで、大学であったりとか自

治会、それからＮＰＯ等との取り組み、連携というのはいかがでしょうかということ

で質問させていただいてるんですけれども、今、上毛町のほうで、そういった団体と

協働して各世代の学習支援であったり働きかけというのは、何かできているところが
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ありますでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）関係機関との連携でございますけれども、教育委員会、社会

教育のほうでは、まず、幼児・青尐年期につきましては、読み聞かせ講座で町内の読

書ボランティアの協力、それと、尐年海外体験学習事業や国際文化体験事業の实施に

当たっては、立命館アジア太平洋大学と協力、連携を図っております。また、コミュ

ニティ・スクールの推進に当たっては、福岡教育大学との連携を図っております。 

 次に成人期ですけども、公民館事業として实施しております生涯学習講座をＮＰＯ

と協同で实施、また、講座の講師を大学や県などから招聘するなど、そういった部分

で協力、連携を図りながらやっております。 

 高齢期につきましては、児童と高齢者のふれあい体験において、放課後児童クラブ

や高齢者のサロンと連携して实施をしております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）そういった関係もありますけれども、このたび、近隣となると大

学は尐ないですけれども、ニュース、テレビ等であるのは、各地域課題に対して、ど

こかの大学と町が一緒に取り組んでいく。大学もそうですし、結構高校生というとこ

ろもあるんじゃないかなと思うんですけど、そういうところはもう尐し強化できるよ

うな余地はないでしょうか。また強化していくような気持ちはございませんでしょう

か。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）高校生等と一緒に連携してできないかということでございま

すけれども、それは、例えば生涯学習の講座という部分で対象とか、あと内容等にも

よるんでしょうけども、そういった部分では、連携とか協力という部分は図っていけ

るとは思います。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）ありがとうございます。 

 次の３番のところで、コーディネーターとかリーダーの育成ができていますでしょ

うかということで質問を上げさせていただいたんですけれども、私も勉強不足かもし

れないんですが、なかなかそういうところが町の中でというか、町の人であるかなと
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いうと、なかなか思い当たるところがないんですけれども、そのあたり、町として認

識はいかがでしょう。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）コーディネーターとリーダーという部分ですけれども、今、

町内の４小学校に設置されております学校運営協議会、要はコミュニティ・スクール

ですけれども、その委員の皆さんには、家庭、学校、地域が連携や協力し、今、事業

を推進しております。その連絡、調整を行うコーディネーター的な役割も、その委員

さんのほうには担っていただいていると。要は連絡、調整ですね。 

 あと、児童生徒になりますけども、読書の楽しさや本のおもしろさを伝えるための

スキルを身につけてもらい、一層の読書活動の推進を図るということで、読書リーダ

ーの養成講座というものを開設しております。 

 ほかには、これまで自分が学んだ成果を生かして、次はみずからが教える立場にな

って、そうすることで学びをまた深めてもらうということで、生涯学習サポーター登

録制度というものがございます。本年度は生涯学習講座１０講座開設しておりますけ

れども、そのサポーター登録制度に登録をされている方に、５講座、講師として活躍

してもらったということもございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）その対象というか、その辺は、先ほどの読書リーダー、読書ボラ

ンティア、そういったところ、それからコミュニティ・スクールの連絡員さんという

ところなんですけれども、コミュニティ・スクール、具体的に動き出したのは昨年度

からと思いますが、コーディネーター、リーダーというか、そう肩肘張る必要はない

かと思うんですけれども、例えばＰＴＡ活動もそうかもしれないですし、子供会の活

動もそうかもしれないんですけれども、そういったところで、若いお父さん、お母さ

んがもっと活躍する場ができないかなと思うんですね。そういった人たちがこれから

また年をとっていって、その地域を支える方になってくるわけですから、その人たち

がやっぱり元気になっていただきたいなと、非常に学んでほしいなと思うんですね。

そういったところの学びの支援というところをもう尐し、町としてバックアップして

いただきたいなと思います。 

 具体的に、例えばというところなんですけれども、今、海外の派遣事業を小学生対
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象にされていますけれども、例えばそういったところに、高校生、大学生もそうです

し、社会人になってから、特にまた私が思うのが、小学生、中学生って、もちろん宝

物ではあるんですけれども、やはり上毛町から出ていく可能性もあるというところで、

实際二十歳を過ぎて上毛町に帰ってきたりとか、もともと出なかったりとかする子供

たちというか、２０代、３０代の子たち、そういった方たちが、もっと町と触れ合う

機会があればなと。その中で、海外の派遣事業にそういった方たちも連れていくとい

うか、昔、アメリカに行ったりとか、江戸時代とかに各藩が海外にやったりとかしま

すよね。そんなイメージで、勉強してこいよというふうな形で海外に連れていったり、

日本でもいいんですけれども、そういった機会を町のほうでできるといいんじゃない

かなと。 

 僕もそうですけれども、仕事がありますので、なかなか調整が難しいかと思うんで

すけれども、そうやって外に出ることで、今の上毛町との比較ができて、いろんな考

えるところ、また、思うところができてくるんじゃないかなと。そのあたりで、町長、

昔から、「上毛町の何が宝ですか」というと、「人」というふうにありますけれども、

その人というのをもっと磨くために、帰ってきてる２０代とか３０代とか、まだ結婚

する前の若者たちにももっと学びの機会というのを与えていただけないかなと思うん

ですけれども、そういったところはいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）今議員の御指摘のそういった部分につきましては、３０年度

の予算編成の前に町長から御指示がございまして、各課で検討した経緯がございます。

ただ、なかなか事業化に際して、要するに成果をどういうふうに求めていくのかとい

う、さまざまな部分の課題がある。失敗してもいい、行っておいでと、じゃあ出せる

のかという部分等を、やはり整理の時間がもうちょっと必要なので、その辺は検討課

題ということで３０年度予算にはなっておりませんが、そういった部分は町長から御

指示をいただいて、各課検討するように指示を出しております。 

 ただ、３０年度できなかったのが、３１年度すぐできるかどうかは、課題の整理と

いうものもございますので、そういった部分で、今後の検討課題という認識はいたし

ております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）ありがとうございます。必要というか、取り組んでいこうと思っ
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ていただけているという認識で思わせていただきたいと思います。ありがとうござい

ます。 

 一つ、西友枝の例を言うんですけれども、今、地区に自治会がありまして、西友枝

は１区から４区まであって、区会というのをつくっています。その区会で、今、次世

代の若手の区民と執行部との交流会をしています。これ、３年ぐらいちょうどなって

から始めてしているんですけれども、中で、今、西友枝には子供の小学部と、高齢部

というか高齢者あるんですけれども、中の青年部という名前で、昔、大平村とか新吉

富村に青年団というのがあったんですかね。僕はちょっと余り認識がないんですけれ

ど、結婚する前ですかね。そういったところは町では余り関知されていないかもしれ

ないですが、地域の中に青年団とかあったかと思うんです。そういったのがなくなっ

ているというところで、せっかくですから、地域の中で若手が集まっていろいろしよ

うよということで、次年度、青年部というか、壮年部ぐらいになるかもしれませんけ

ど、つくろうというふうな話、動きがあります。 

 そういったところ、ほかの地域でもできると、上毛町、結構若い人がいるんじゃな

いかなと思いますので、その方たちにもっと学習の場をつくってあげて、これからの

４０代、５０代、また、人生１００年時代になろうかというところですので、そうい

った若いうちの経験というのが高齢になってから、そこでまた達成されることじゃな

いかなと思いますので、ぜひ力を入れていただければなと思います。 

 次の質問に行きたいと思います。 

 公共施設のマネジメントということで、先日、月曜日に、全協という形で説明だけ

はありましたけれども、その中で質問の時間がありませんでしたので、ここでさせて

いただきたいと思います。 

 本計画のポイント、何を目指してつくったのかというところもあるかと思います。

そちらをまずお示しいただければと思います。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）それでは、議員御質問の公共施設総合管理計画の本町におけ

るポイントでございます。 

 その前に、公共施設総合管理計画のベースでございますが、地方公共団体の厳しい

財政状況が続く中、今後、人口減尐により、公共施設等の利用需要が変化していくこ

とが当然予測されます。そういったことを踏まえまして、公共施設全体の状況を把握
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し、長期的な視点を持って、更新、統廃合、長寿命化などを計画的に行うことにより、

財政負担を軽減、また平準化するという目的のもと、公共施設の最適な配置を实現す

ることが必要となりますという部分の指針があり、平成２６年４月の総務大臣通知に

より、２９年３月までに計画策定を行うよう要請されたものでございます。 

 大きな目的はその部分で、本町の計画のポイントでございますが、まず１点目とし

て、合併による類似施設が当町の場合、尐のうございます。２点目として、老朽化に

より支障を来たしている施設が尐ないという部分がございますので、予防保全型の維

持管理というものを基本として、施設の長寿命化を図る。わかりやすく言うと、今あ

る施設を大事に長く使うということを基本として策定いたしたものでございます。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）昭和につくられた物件も数多くありますし、将来的なコストがか

なり金額のかかるところもあります。そういったところ、要は、無計画につくるんじ

ゃなくて、長期的なビジョンに立って平準化していこうというところかと思います。

その辺から、今、上毛町、非常に基金も多くあろうかと思うんですけれども、それと

照らし合わせてみても、将来予測としては十分やっていけるという判断を今回の計画

では持たれましたでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、今回の計画に具体的な更新、それから代行修繕の時期、

費用など、詳細が盛り込んでいるわけではございませんが、平均的な価格等は織り込

んだ上で、ピークが来る部分等を考えたときには十分対応できる規模であるというふ

うには想定をいたしております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）今予測されるところで、私も見せていただいたんですけれども、

どうしても各項目ごとになっておりまして、全体でのというところがなかったんじゃ

ないかなと思ってるんですけれども。一番ピークになるのは、今、予測の中では平成

３７年ぐらいと、あとは４０年から５０年ぐらいの間に、結構な大規模修繕であった

り、建てかえの時期が来るんじゃないかと思うんですけど、そのあたりはいかがでし

ょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）先般、担当の宮吉のほうが御説明したと思うんですけど、全
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体が出てるのが２４ページで、公共施設の将来更新費というもので、今後、平均で５.

７億円程度かかってまいりますという部分で、直近ですと、４２年あたりが非常に高

いグラフになっておるものがあったと思います。ただ、これはあくまである一定推計

条件による推計値という部分で御理解をいただきたいと思っております。 

 それから、今回の計画の中でも課題としてしっかり上がっておる部分につきまして

は、農業者トレーニングセンターと健康増進施設の部分。それから、げんきの杜の浴

場の扱い方、それから懐旧館、こういったところについては、しっかりと対応を考え

ていくという形で御説明をいたしておるところでございます。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）ちょっと細かい質問になるかもしれないんですけど、この中で、

まず上毛町としてはトンネルというのはないんでしょうかというのが一つと、あと、

新吉富の保育所、大平の保育所はあるんですけれども、新吉富の保育所に関しては修

繕とか維持管理の費用がかからないのかどうか。 

 それと、あとは、もうこの中に麦酒館の取り扱いというのはなかったかと思うんで

すけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）町道のほうに入って、町道のある部分は道路のほうで取り扱

う。それから、新吉富保育所につきましては、既に扇城学園のほうに移譲をいたして

おりますので、町で考える部分ではない。大平保育所はまだ公立でございますので、

当然入ってくると。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）麦酒館は。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）麦酒館が町の所有物になったのは、この計画の策定年限以後

でございますので、まだ入っておりません。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）あと、ちょっとこれの設定の中で、結構、利用者１人当たりのコ

スト比較ということでされてるところが何カ所かあるんですけれども、中で、結局、

そのものが有効かどうかというところを図るのに、利用者とのコストというよりも、

町民１人当たりの平米単価というか、そういったところのほうがわかりやすかったの
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かなというところがあったりしまして、コスト算出をする目的というのは、要は、そ

れが町民にとって有益かどうかを図ろうという目的じゃないかと思うんですけれども、

その中でいくと、そういった指標ができたというのは、一つ、いいかと思います。 

 その中で、やはり課題が残っている、今後検討するとした案件、そういったところ

は、先ほど話があったように、トレーニングセンター、それから健康増進施設といっ

たところが一番大きいかとは思うんですけれども、そういった施設の今後の計画とい

うのをどういう形で策定していくのかというところを、もし方針がありましたら、教

えていただければと。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）まず、体育施設の２館の部分につきましては、利用状況から

考えて、さまざまな方法があると思うんですね。２館そのまま更新するのがいいのか、

大きく一つにまとめるか。そういった部分につきましては、３０年度、担当課、教育

委員会のほうで、まず内部検討をしっかり行うようにという指示を出しているところ

でございますし、げんきの杜の浴場についても、ありようについてはさまざまな課題

を内部で共有いたして、今後の方向性については早々に固めていこうという部分では、

同じように予算編成時に担当課、教務課のほうに指示を出しておりますので、３０年

度中にさまざまな検討を加えてまいりたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）そうですね。今回、トレーニングセンター等、この中にもありま

すけれども、やはりアンケートの中でも残していただきたいというところは多いかと

思いますが、どうしても耐震のところがまだまだ不足しているところもあるというと

ころで、それをどうしていくかというのは本当に真剣に考えていかないといけないと

ころかと思います。 

 その中で、本当に住民の方、それから利用者の方が納得ができるような形で今後の

更新計画というのを立てていただければ、これはもう要望になりますけれども、もち

ろん町としてもそう考えるかと思うんですが、ぜひ利用者さんの、利用者さんがよく

するというよりも、町民の人がもっと何ていうんですかね、利用がふえていくのがい

いですし、町内もそうですし、町外の方からも指示されるような施設になっていただ

ければと思いますので、ぜひそういったところを今後とも検討していただければと思

いますけれども、そのあたりは町長としてはどうでしょうか。この計画ができて、所
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感というか、思うところというのはございますでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）議員の御指摘の部分につきましては、３番の人口動態にも関係し

てくるんじゃないかと思いますし、今後の町のあり方、２０４０年、人口１万人を目

指してどのような町をつくって、どのような規模の箱物を整備していくのかというこ

とも含めて、十分関係課と協議をしながら進めてまいりたいと考えています。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）それでは、次の人口動態のほうに入っていきたいと思います。 

 人口ビジョンの中で書かれてあったのが、福岡県側の行橋とか吉富とか豊前とかは

具体的な数字が入っていたんですけれども、大分県側というのがその他というところ

で一くくりになっていまして、非常に大きい数になってたんですね。 

 やはりこの中で考えると、定住自立圏であります中津市への流出というのが多いん

じゃないかなというところで質問をさせていただいたところだったんです。その中で、

周辺自治体との転出入の状況というところをお願いしていたので、まずそちらのほう

からお伺いできたらと思います。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）それでは、周辺自治体ということですので、中津市と京築管

内の自治体で、平成２７年１月から平成２９年１２月末までの３カ年間の転出入の人

数について答弁させていただきます。 

 上毛町から中津市への転出が１９６人、中津市からの転入が１９９人、吉富町への

転出が５１人、吉富町からの転入が７３人、豊前市への転出が９１人、豊前市からの

転入が１０７人、築上町への転出が２９人、築上町からの転入が１９人、行橋への転

出が２６人、行橋からの転入が３３人、みやこ町への転出が８人、みやこ町からの転

入はゼロとなっております。苅田町への転出が７人、苅田町からの転入が９人です。

ちなみに、その他の自治体への転出は３８７人、上毛町への転入は３９３人となって

おります。全体では、上毛町からよそに転出した人は７９５人、他の自治体から上毛

町に転入した人は８３３人となっておりまして、転入のほうが３８人多い状況となっ

ております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）この数字を見てどう思われましたか。僕、实はびっくりしたんで
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すよ。要は、上毛町としては社会増なんですよね。ふえてるんですよ。ですから、こ

の直近３年間の人口を見ると、ちょっとずつというか、具体的にやっぱり減ってるん

ですけれども、尐なくてもやっぱり社会増であるというところは非常にすごいことな

んじゃないかなと思うんです。 

 というのが、先般行かせていただいた神山町は、いろんな取り組みされて社会増に

なっていると。それこそ本当に地方創生の旗手みたいな形で取り上げられてるんです

けれども、これもすごいんですよね。社会増なんですよ、３年間見ても。これって本

当にすごいことだと思うんですが、その辺、認識ありましたでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）もちろん住民課から毎月報告は受けておりますし、その理由とい

うのは、やはり国道１０号線がうちの町に通った、これが一番大きい理由だと思って

おります。しかしながら、豊前市、中津市と比べますと、３０年ぐらい前になります

けども、上毛町だけ盛土をして上げてしまったので、本来ならば民民でもっともっと

人口がふえたんだろうと思いますけれども、その辺が、時の行政のかかわり方がちょ

っと甘かったのかと、今反省しているところでございます。あれが平面交差してれば、

中津にジャスコができて、豊前に工業団地ができたように、うちももっともっとふえ

たんだろうと思います。伸びしろはまだまだあると思っておりますので、その辺をし

っかり今考えて、整備を進めているところでございます。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）特に、この人口ビジョンに関しては企画情報課が担当課と思うん

ですけれども、そのあたり、取り組みでどのあたりがよくあってるんでしょうか。私

としては、彩葉の分譲地のところが一番大きいんじゃないかなと思うんですね。 

 各小学校校区の人口動態もあわせて教えていただいていいでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）それでは、旧小学校単位別に、平成２７年１２月末現在の人

口と平成２９年１２月末現在の人口、増減の順で答弁させていただきます。 

 南吉富地区が２,３２４人、２,３９２人で、６８人の増。西吉富地区が１,８３８人、

１,７９０人で、４８人の減、西友枝地区が４６３人、４２５人で、３８人の減、友枝

地区が１,０１６人、１,０１１人で、５人の減、東上地区が２９５人、２６６人で、

２９人の減、唐原地区が１,６２６人、１,５６８人で、５８人の減、原井地区が３０
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０人、２８５人で、１５人の減となっております。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）この数字を見ていただけるとわかるとおり、南吉地区というのは

プラス６８なんですね。これは自然減も社会増減も合わせた数字ですよね。もう、べ

たに流した分かと思いますので、それからすると、南吉地区となると、自然減から社

会増減を足してもプラスになっているというところ。その中で、一番マイナスが大き

いのは唐原地区じゃないかなと思いますので、今回発表あったところをぜひ参考にし

ていただいて、これからの施策というところも御検討いただければなと思うんですけ

ど、そのあたりの御認識はいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）今、岩花議員がおっしゃったとおり、南地区の人口増に

つきましては、もちろん彩葉の関係で転入者、あそこだけで大体１３０名の方が地区

外から入ってきておられます。唐原地区につきましては人口減という情報がございま

すので、この中に移住、定住の施策はもちろん、新しい宅地造成を含めたところで地

方創生の計画にのっとって、いろいろな事業を展開していかなければ、じり貧で、人

口は、この地区別で見てわかるとおり減っていくと思いますので、この地方創生の計

画を順次進めていきたいとは思ってます。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）結局、その社会増と社会減すると、トータル７,８６２人から７,

７３７人ということで、１２５が減になってるんですね。先ほど社会増になっている

というところがありましたので、その社会増が３８人プラスになっているというとこ

ろですので、両方足した１６３人というのが自然減になっておろうかと思うんですね。

人口ビジョンの中で１万人目指すというところなんでしょうけど、それもあくまでも

目指すというところで、１万人になることが目的ではないですよね。１万人じゃなく

ても、じゃなくてもと言うとちょっと語弊がありますけれども、幸せな公共福祉とい

うところが、町民の皆さんが満足できるような公共福祉を維持するためにはどれぐら

いの人数がいるかというところ、それ以上の人数を確保しなければいけないというと

ころが重要なんじゃないかなと思うんですね。 

 その中で、やはり先ほどもありましたけど、自然減が多いというところがあれです

し、今後もまだ自然減のところは、ながら世代がこの２０年ぐらいというところで自



-19- 

然減が大きくなってこようかと思いますので、どうしても多くなってくるのはあるか

と思います。ただ、上毛町としては、今、社会増というところは持っていますので、

やはりもっとここのところを。要は社会増をふやすか、もしくは子供をたくさんふや

していくかというところかと思うんですけれども、その中で、どこに一番力を入れて

いこうと思われていますでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）なかなかピンポイントでここというのは申し上げにくいんですけ

れども、子供の世代、大きく分ければ働く世代、高齢者世代とありますが、やはり働

く世代がふえてくるというのが重要になってくると思いますし、経済を回していかな

きゃいけませんので、やっぱり働き場、雇用なくして定住なしというのは基本にある

と考えています。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）その辺が、きょう一番最初に提案した学習支援のところとも関係

してくるんですけれども、働く世代が多くならないことには人口増というのは、これ

以上にやっぱりふやしていく。本当、今、プラスになっていてすごいんですけれども、

これ以上ふやしていかないといけないというところがありますので、そこに、もっと

もっと力を入れていかないといけないんじゃないかなというのがまず一つ。 

 その後、なぜ地区別のところを聞いたかというと、南吉富は確かによかったという

のは、それはただ単に彩葉のところが聞きたかったわけじゃなくて、これは人数にす

ると結構薄まるんですけれども、もともとの人数からどれぐらい減ったかというパー

セントですると、一番大きいところで、西友枝は６％ぐらい、平均すると、済みませ

ん、５％ぐらい、多分下がってるんですよ。唐原もそれでもやはり大きくて、恐らく

２％ぐらいになるんじゃないかなと思うんですね。 

 人数でいくと、唐原がマイナス５８ということで、ちょっとクローズアップされる

ところもあるんですけれども、やはり西友枝、それから東上、この中でちょっと出て

ない、小学校単位で聞いたからしようがないんですけれども、尻高地区、いわゆる中

山間地というところは人数の減りが大きいわけですよね。どうしても社会増というと

ころが、自然増も尐なくなってるというところで。そもそものパイも尐ないのに、ま

たさらに減っているという状況。そこをもう尐し取り組みができないかなというとこ

ろで、今回の質問を上げさせていただいています。 
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 じゃあ、分譲地を中山間地につくるかと。それはなかなかできないというところは

あろうかと思いますので、そのあたりで中山間地になると、Ｕターン・Ｉターンとい

うところをもっともっとふやしてほしいというところで２番目の質問を上げさせてい

ただいたんですけれども、そのあたりの取り組みというところが、今、恐らく町単一

の事業になっているかと思います。空き家バンクしかり、Ｕターン政策しかりですね。

そのあたりで、もう尐し地域を区別するわけではないんですけれども、やはりその違

うと思うんですよ。中山間地と、要は平野部というか。だから、平野部に関しては住

宅をつくるような施策をする、それから分譲地をつくるというところは必要だと思い

ます。中山間地に関しては、もっとＵターンをふやすような施策というのはできない

かなと思うんです。そのあたり、担当課としてはいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）山間部と中心部との人口の不均衡というのはもちろんあ

りまして、条件の不利な中山間地ほど人口が減っているのは事实でございます。もち

ろん高齢化も進行すると予測されておりますし、これらに伴い、日常生活に必要なサ

ービスを受けることが難しくなったり、市町村コミュニティーの衰退により、農業生

産や生活の面の相互扶助や農地等の地域資源の維持管理もちょっと難しくなるという

現状はもちろんあります。働き口の減尐など、地域の維持と存続への影響が、今、危

惧はされております。 

 総合戦略基本目標のように、時代に合った地域をつくる、安心な暮らしを守るとと

もに地域と地域を連携するということがございまして、人口減尐社会における生活圏

の形成の小さな拠点の形成や地域の支え合いを担う人材を確保しようということにな

っております。 

 現在、議員さんおられる西友枝体験交流センターゆいきららを小さな拠点と上毛町

では位置づけております。もう全体的に、今、地方創生で出ているのは、例えばそこ

に病院があったり、郵便局があったり、大きなくくりで、後、小さな拠点になってお

りますが、その小番ということで、今、西友枝地区にはそういう形で各種事業、例え

ば高齢者のサロンとか、田舎の居酒屋もそうですね、地域を盛り上げる、そういうこ

とを取り組むよう、やっていただいております。 

 今後、今言った他にいろいろあるんですが、小さな拠点づくりを各地につくってい

くことが一つのことだと思いますし、先ほども言われましたが、Ｉターン・Ｕターン
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については、上毛町にいろいろな制度がございますが、ちょっと尐ない部分もござい

ますので、Ｉターン・Ｕターンの支援についても、今、関係各課と協議をしておりま

して、もう数回の会議を進めております。だから、端的に補助をぽんぽんとするんじ

ゃなくて、一連に、来た人から、住んで、結婚して、子供が生まれてと一本の筋で、

補助制度といいますか、そういうのを考えていかなければいけないなということで、

今、協議しております。 

 例えば、これは絶対できるということではないですけど、今協議してるのが結婚祝

い金とか出産祝い金、上毛町定住促進の補助金、これは住宅を取得した場合の固定資

産税の補助金、それとか若年子育て世帯家賃補助ですね。それとか、結婚生活の支援

ということで、結婚生活、新婚に伴う費用とか、所得制限はあるんですが、その費用

の一部とか、Ｉターン・Ｕターン者に移住支援事業補助金と引っ越しの補助とか、移

住の若干の補助とか、端的に補助をするんじゃなくて、一体的な流れで検討している

ところでございます。 

 それも総合的に、先ほど言った小さな拠点とあわせて、町のほうに新しい方に転入

していただくような制度も検討はしております。端的にじゃなくて一体的に。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）３月の町長の所信にもあったとおり、人口をふやすことというの

は、本当に最重要課題ということを言っていただいていましたけれども、先ほど私の

ほうから言ったとおり、確かに上毛町は社会増にはなっていますけれども、まだまだ、

その社会増は小さいです。特に中山間地に関しては、これはもう待ったなしで大変な

状況じゃないかなと思います。この２０年で劇的に変わってくると思うんですよね。

だから、先ほど私が言いましたとおり、１万人になるということが目的ではないと思

います。その集落というか、その谷ほどやっぱりお金と労力がかかるところではある

んですけれども、そこをやっぱり維管であったり、道路、いろんな田畑もそうですし、

維持できるような体制というのを、やっぱり町としてもつくっていかないといけない

のかな。もう本当、言ったらあれですけれども、そこの住民だけでそこを維持してい

くというのが非常に困難になる時代がもうすぐそこまで来ているんじゃないかなと思

うんですよね。そこに関しての心意気というか、町長、いかがですか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 
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○町長（坪根秀介君）町内全域の均衡ある発展というのが本当に理想でございますし、

先ほど来、どの世代をふやしたいかということもありましたけれども、子供からお年

寄りまでが本当に気持ちよく、明るく、元気に過ごしていただけるような、そういう

町をつくってまいりたいとは思っております。 

 その中で、やはり先ほどから言っております１０号線、ここを旧１０号線とかずっ

と見ていくと、過去にはそこに家がびっしり立ち並ぶんですね。それが、今、上毛町

だけが昔の風景と余り変わってないんですね。それはもう、盛土の問題もあるでしょ

うし、盛土した後に、圃場整備とかで、盛土すればそうなってしまいますので、土地

がない、宅地を探してくれとよく言われるんですけども、圃場整備がかかっているで

あるとか、なかなか企業誘致にしても、山林も保安林がかかってるとか、そういった

ことで動かせる土地がないということも事实でございます。 

 いずれにしても、やはり１０号線中心に物事を考えていかなきゃならんと思ってお

りますし、また、高速道路ができましたので、中津の玄関になっております。あそこ

から中津に向けての道も整備しなければならんと思っておりますし、今、交流ゾーン、

あるいは役場の周りは定住ゾーンというふうに位置づけて、しっかりモデルをつくっ

て、そこに人をふやして、そこで回していくことで、西友枝も含め山間部のほうにも

人は集まってくるんだろうと思っております。順番があると思いますし、全く山手の

ほうを考えないということではありませんし、予算もあることですから、そういった

ところも含めて、徐々に進化をしてまいりたいと考えておりますので、もう尐しお時

間をいただければと思います。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員。 

○１番（岩花寛之君）待てませんと言ったらあれですか。待てませんて、ちょっと語弊

がありますけれども、確かに１０号線というところをよくするというのは、要は、全

てにお金をかけるのはできないというのはもちろんのことだと思います。 

 特に、私も思うんですけれども、やはりどこか一つ、モデルと言われましたけれど

も、要は突き抜けたところをつくって、そこから波及効果で町内全域にその効果が及

んでいくというところが必要じゃないかなと思うんですけれども、多分、ここ１０年、

１５年、２０年で、随分中山間地は変わってこようかと思いますので、そこはもう、

町長初め、各課の皆様、ぜひともしっかり御検討いただきたいなということで、これ

はもう要望になりますけれども、それだけをお伝えして、一般質問を終わりたいと思
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います。 

 以上です。ありがとうございました。 

○議長（安元慶彦君）岩花議員の質問が終わりました。 

 次に、宮本議員、登壇ください。 

 宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）皆さん、おはようございます。今回は２番ということで、岩

花議員の積極的な姿勢を称賛したいと思います。 

 さて、昨年の暮れから１月、２月、この季節においては、全国各地で火災が多数発

生し、とうとい人命が犠牲になっております。痛ましいマスコミ報道が連日続いてお

りますことは、皆様既に御承知のとおりでございます。 

 昨日、朝日新聞の掲載で、京築管内の昨年１年間の火災状況が発表がございました。

３９件で、前年より６件ふえております。内訳は、建物火災２０件、林野２件、車両

火災が３件、その他１４件。損失額は３,７５６万円、死者１名、負傷者４名、そうい

う情報でございます。 

 近年の火災は新建材、新素材を使った建物火災が多く、ひとたび火が発生すると、

延焼も早く、燃焼も激しいと言われております。時代とともに火災の内容が変化、激

化しており、これに対応した消防体制、消防機器設備の近代化、職員、団員の教育・

訓練も従来以上に充实が要求されているのが实情でございます。何よりも、志操堅固

で住民の生命と財産を守り抜くという使命感が必要なことではないでしょうか。 

 災害も、地震や台風、水害等、多種多様な被害が発生しておりますが、火災につい

ては全てが灰になり、それまでの御苦労や家族の思い出、貴重品、先祖の位牌や仏壇

まで灰になってしまうという事实でございます。尐なくとも、私どもはふるさとのこ

の地域においては、火災は壊滅させねばなりません。そのためには、火災に対する住

民意識の向上と消防団の組織としての消防力の強化、消防設備機材等の整備、点検等、

あるいは行政の指導、広報の徹底、そういうことで、消防、行政、住民が一致団結し

てこれを徹底することが必要であると思うのであります。 

 このような観点に立って、私は本日、防火水利設備、消防団の实態、あわせて教員

不足と学校現場の实態についてお伺い申し上げます。 

 詳しくは自席にてお伺い申し上げます。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 
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○１１番（宮本理一郎君）それでは、早速お伺い申し上げます。 

 先月の半ば、私の住む地域、唐原北区でございますが、民家火災がございました。

その際に、たまたまその集落に防火用水漕がなかったことで、初期消火がスムーズで

なかったなと、消防団員の声でございました。 

 そこでお伺い申し上げます。まず、本町消防における防火用水、防火水槽の設置基

準はどうなっておりますか。また、町内各地区集落に対して、漏れなく防火用水漕は

設置されているのかどうか、その实情についてお伺いします。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）御質問にお答えする前に、先般の火災の部分で申しますと、

まず第一に、広域消防の消防タンク車が行きます。その後、第５分団の車両が２台、

上部の川から給水をとって、その後、第１分団が唐原小学校のプールから水を上げて

るという部分の中で、消防水利としては、ある一定量あったというふうに我々は認識

しております。ただ、どうしても現場で毎回出ますのが、例えば、当町の場合は吉富

町と合同で駆けつける状態になります。吉富町の団員さんというのはあの辺の水利を

よく御存じでない場合、水がないとよくおっしゃる消防団員さんがおられるんですが、

地元に熟知してない方々がそういうお話をされた部分がどうしても広く伝播して、消

防水利が弱いという話になりかねない部分をまず御理解いただきたいと思います。 

 先般の場合は、非常にきちっとした水利についた状態で水が上がっていたというふ

うに認識をいたしておりますので、まずそこは１点、御確認をいただきたいと思いま

す。 

 防火用水ということでございますが、消防水利ということで全体を捉えさせていた

だきますと、消防水利として捉えられますのが、消火栓、私設消火栓、防火水槽、プ

ール、河川、それから、溝や池や井戸、下水道等も全て総称いたしまして消防水利と

申し上げます。それから、防火対象物から消防水利に至る距離がおおむね半径１４０

メートル以下となるように設けることというのが基準とされておるところでございま

す。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）とおっしゃいますと、じゃあ、いわゆる我々が言う防火用水

はなくても、近くに川があったり、農業用補助水利があったりという場合は、その地

域には防火用水利はあるという認定でございますか。 
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○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）はい。おっしゃる一般的な防火水槽と言われる部分は町内１

１０基、それから上水道の配置の部分につきましては消火栓が８４基設置済みでござ

います。それに、先ほど申し上げました自然水利等を合わせますと、集落をカバーす

るための消防水利としては確保できるという認識でおるところでございます。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）そうしますと、集落何戸ぐらいに対して、５０戸、１００戸、

集落の単位に対して設置義務があるとか、そういうものじゃないわけですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）先ほど、１のときに申し上げましたとおり、半径１４０メー

トル以内になるようにという形での設定でございますので、十分その辺は、自然水利

等も含めますと満たされていると考えております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）そうしますと、これは行政あるいは消防からの設置であって、

地域住民からの要望は入っていないということですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）そういうことではございませんで、例えば防火水槽あたりは、

地域の方からの要請で土地の確保をされた後に防火水槽をつくったりしています。た

だ近年、上水道の配備地区におきましては、やっぱり消火栓を先行してつけておりま

すので、上水道配置地区については、新たに防火水槽ということはございませんが、

当然、防火水槽あたりは、その当時の地元の要請に応じて設置をしたものと認識して

おります。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）今後、例えば東校跡地みたいに、分譲でまとまった集落がで

きるということがございましょう。東校跡地の場合は水道設備ですから消火栓もござ

いますが、今後、町内、いろんなところにそういった分譲とか住宅ができた場合は、

それは設置基準に照らしてやるということになりますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）そうですね。おっしゃるとおり、新たな分譲の宅地をつくら

れた場合、そのエリアにどういった水利があるかを検討した後に、もし必要であれば
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つくらなければいけないというふうになります。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）それじゃあ、現状についてお伺いします。既存の防火水槽、

防火設備というものがどういう状態になっているか。火災というのは非常に想定外に

起こるわけでございまして、利活用という点で、实態が老朽化してたとか、危険性が

あるとか、あるいはその後、その周辺に家屋が建ったとか、あるいは樹木が生い茂っ

たとかいうようなことで、いざ緊急時に使おうとしたときに、不便や使い勝手が悪い

というような既存の防火用水槽等はございませんか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）まず、平時における消防水利の維持ということでございます

と、特に防火水槽につきましては、地元の消防団の分団の訓練活動の一環として点検

をいたしております。また、定期的な維持管理としては、もう一つ、春、秋に火災予

防週間等もございますが、その間、消防署の東部分署による消防水利の点検も行って

おり、その点検結果を踏まえまして、適宜修繕等を行いますので、現在、若干修繕を

必要とする箇所はあると認識しておりますが、使用可能な状態であるということで御

認識をいただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）その防火用水の設備で、今、春、秋の火災予防週間に行って

いるということですが、それ以外に、ある程度、消防団あるいは分団として、その地

域の防火施設の維持管理のための調査とか対策は講じているんでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）はい。当然、先ほども申し上げました、地元のそれぞれの分

団活動の訓練の一環として、消防水利につきましては点検を行っておりますので、そ

の辺は春、秋のみでなく、分団ごとに月に１回程度は必ず訓練をやっておりますので、

そういった中で点検をしているという認識をしております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）私らも時々目にするんですが、防火用水の中にいろんなペッ

トボトルとかごみだとか落葉だとかが投入されていることがございます。そういった

場合、消防分団が定期的にそういったところを見回り監視というか、そういったもの

は維持管理という名のもとで、消防分団としてマニュアル化したものがあるんでござ
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いましょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）今、ペットボトルが散乱してというお話でございますが、当

町、防火水槽はほとんど有蓋、ふたがかかった状態でございますので、従前、若干、

無蓋、ふたのない防火水槽もございますが、ほとんどふたがかかっておりますので、

そういったことはないと思っております。 

 それから、当然、消防団の活動の中で防火水利の点検につきましては、分団長、副

分団長あたりの指揮のもと、しっかりと各団員に伝わっていると認識しております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）それじゃあ、次に、町内の消防団、分団についてお伺い申し

上げますが、現在、町内に何個分団が組織されて、団員の登録、総員数、または１個

分団の構成人数があろうかと思いますが、お示しください。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）消防団、分団は、現在、５分団でございます。２月末の時点

で団員数は１２８名となっておりますが、１２８名中、団長、副団長は本部団員とい

うことになりますので、本部員として、それから、第１分団が１６名、第２分団が１

６名、これ、第１分団が南吉富、第２分団が西吉富でございます。それから、第３分

団が２０名で、うち８名が土佐井、１２名が西友枝と。それから、第４分団が東下、

東上で２９名、東下で１３名、東上で１６名。第５分団が唐原エリア全部でございま

して４５名、うち下唐で１３名、上唐で１７名、原井で１５名という形になっており

ます。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）消防条例によりますと、消防団員の定数は１３５人と決めら

れております。恐らくこの１３５人という定数を決めた当時は、この数字の裏づけの

意味があったと思うんですね。５分団なら５分団で１３５名という、１分団２７名に

なりますか、その数字の裏づけがあったと思うんですが、現状、今おっしゃるように

１２８名となりますと、条例の数字とは違う。これは条例違反にはなりませんか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）条例違反ということではございません。ただ、いかんせん、

エリアによってはなかなか消防団員のなり手も尐ない地域もあると伺っております。
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おおむね確保できて、新たに団員になる方も毎年含まれておりますので、その辺は各

分団のほうにしっかりとお伝えしてまいりたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）これ、人数が各分団で欠員したり、足りなかった場合は、分

団長の責任で補充をするということでございましょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）団員につきましては、それぞれ消防団のほうから推薦を受け

て、団長のほうが任命をするようになっておりますが、どうしても各分団単位で地域

の实情を把握しておりますのは消防団の分団の方々ですので、そういった形で分団長

のほうから御推薦いただくようにいたしております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）その分団の人数が、いわゆる火災という特殊事情でございま

すから、やっぱり消火活動に最低人数の確保が必要だと思うんですが、現在、この１

３５人に対して１２８というのは、最低出動人数に達しているのかどうか。私が心配

するのは、ほとんどの方が日中は仕事についてるという实情、だから、そういった場

合、なかなか仕事場から現場に出動するというのに、非常に物理的な問題点もあろう

かと思いますが、現状、火災が起こった場合、最低出動人数は十分確保しているのか

どうか、その辺はどうですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）現状、この団員数で十分確保できているという認識でおりま

す。また、現在の消防の消火活動で申しますと、当然、職業消防、要するに、広域消

防がございますので、１１９番通報で、第一義的に広域消防がまず参ります。１１９

番通報の後に、確認出動という形で火災の現状の確認をいたします。これで応援要請

が必要であるという部分になりますと、防災無線のサイレン吹鳴を行って、各分団ご

とに分団員が消防車の車庫に駆けつけまして、火災現場に向かうという体制でござい

ます。 

 参考までに申し上げますと、最低の消火活動をやろうと思えば、４名、もし車につ

けば、ポンプ車から水を上げて消火活動を行うことはできます。どうしても車両に間

に合わない方々で、町内でお仕事されている自営業者の方々であったりという部分は、

そのままおられる現場から駆けつけるケースもございますので、十分、火災現場にお
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いては、消防団員の数は確保できているというふうに認識しております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）十分人数が確保できとる、消火には何ら差し支えはないとい

うことでございますから、一安心ではございますが、こういうデータはとっておりま

しょうか。１回の火災の場合、消防団員がどの程度の人数、出動してるか。それで、

これが全体の半分ぐらいしか出てないのか、七、八割は出ているのか、その辺のデー

タはございますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）ここ３年で申しますと、火災自体が全部で１０件です。夜間

ですと５３％程度、平均でですね。ただ、日中ですと、若干落ちて、３２％程度の出

動率になります。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）じゃあ、５３％、日中で３２％、この率から見ると、私は今

驚きましたけれども、これでも消防活動は十分だと、そういうことですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）先ほど申し上げましたとおり、現在の消防の消火活動という

のは、第一が広域消防がまず着任すると。広域消防の車両につきましてはタンク車で

ございますので、自前で水利をある一定量持って現場に着きます。その後に地元消防

団が駆けつけます。そういった部分で言うと、十分確保できているという認識でおり

ます。 

 また、消防団と言いますけれども、当然、消火活動のみでなく、防災活動ですね、

さまざまな災害のときの活動であったり、水防の活動、そういったものも含めての団

員数の確保というふうに御理解をいただきたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）次に、団長は、各消防団、分団の推薦で町長が任命するとい

う形でございましょうが、分団長、副分団長の決定はどういう経過でございますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）役付き消防団員の任命につきましては、消防団長が消防団員

の中から選考し、町長の承認を得て任命するということになっております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 
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○１１番（宮本理一郎君）団員になるための資格条件として、町内に住んでいる者、居

住する者、町内に勤務する者という資格条件がございます。これは完全に１００％厳

守されているんでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、そういう資格はそういうことでございますので、その

部分はしっかり守られていると思います。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）年齢が１８歳から６５歳まで、団員はね。団長、副団長は７

０歳というふうに規定がありますけれども、常識的に考えると、団長、副団長になれ

ば年齢が上でしょうし、勤務が団員よりも５歳長く勤務できるというところは、どう

いう原因でございますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）百数十名の団員を指揮していくに当たって、ある一定の経験

を有する部分が必要であろうということで年数を延ばしているということでございま

す。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）採用するときに、その方が資格があるかないかというような

判断、認定は、誰がどのような形でやってるんでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、各分団から御推薦をいただいた方で、町内在住であれ

ば住民票がありますので確認はできますし、しかも、地域の实情をよく御存じの分団

のほうから御推薦をいただいたということで、そういった中であればおっしゃるよう

なさまざまな資格を全てクリアしとるというふうに判断しております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）最も大事なところで、我々地域住民の財産・生命を火災から

守るということで、志操堅固で身体堅強な者という資格がありますけれども、志操堅

固であるというような判断はなかなか難しいと思いますが、これはどういうふうに判

断されていますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、消防団員になっていただけませんかというお話があっ
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たところで、あ、わかりました、私が消防団員になりましょうと受ける方というのは、

そういう崇高な使命感を持った方であるというふうに我々は認識しております。そし

て、そうであるというふうに信じております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）今、すばらしいことおっしゃいました。消防団員になろうと

いう気持ちで応募した方は、既にそういう崇高な使命を持ってやってきているという

ことでございます。課長がそういう判断でございますから、私もそれを信じたいと思

います。 

 次に、団長や副団長が現場に都合で来られなかったり、あるいはおくれたりという

場合の指揮命令系統はどうなっていますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）団長不在の場合の指揮命令系統ということでございますが、

その前に、消防団自体は非常勤でございまして、要するに、消防署の職員の勤務で、

なりわいとしてそれをやっておる者とは違って、非常勤であるという部分をまず認識

していただきたいと思いますが、団長不在の場合の指揮命令系統は、第１順位として

副団長、第２順位として分団長という形でなっております。現場到着後、指揮本部に

一応参集という形をとっております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）火災があった場合、第１報は、団長、副団長、あるいは団員

さんはどういうふうに連絡を受けるのか。つまり、町内のあの火災のサイレンを聞い

て初めて、あ、火事だ、出動しなきゃという判断をするのか、あるいは消防団の事務

所から団員に連絡網が行くのか。その辺はどうですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）一般団員はサイレン吹鳴で確認をするということになります

が、消防主任と団長につきましては、別に消防署のほうからダイレクトコールがかか

るようになっております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）消防団というのは使命が非常に崇高で厳しいということと同

時に、自分らも危険な場所に身をさらすというリスクがありますね。そういうことか

ら、団長、副団長が指揮命令をとるというのはわかるんでございますが、団長、副団
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長、団員が同時に行くんじゃなくて、勤務先から来るというような状態で、全員がそ

ろうに非常に時間差があると思うんですが、この場合、全員を束ねる団長とか副団長、

分団長というものが、現場に到着するのが団員よりおくれるということが許されるの

かどうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）先ほども申し上げました非常勤であるという部分は、まず１

点、御理解をいただきたいと思いますし、当然、それぞれ、どういった役職の方がど

ういった職務をお持ちという部分を全て網羅するつもりはございませんが、お仕事に

つかれておりながら消防団員をされている方につきましては、当然、日中はなかなか

出動が困難なケースがあったり、どうしても遠方に出かけておって、現場到着がおく

れるケースというのはございます。これはどなたも同じ条件でございます。ただ、そ

のために指揮命令系統の順位づけをして、現場に到着しておる、要するに、上位の役

付団員の中から現場の指揮命令系統を定めているという部分で、機能は十分果たせる

というふうに考えております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）おっしゃるように、団員一人一人はわかります。だけど、そ

の団員を束ねる団長や分団長、副団長という責任ある立場の方は、今おっしゃるよう

に、決してそれぞれがスーパーマンじゃないですから、１００％というわけにはいか

ないでしょうが、常に有事の際を想定した行動で自分の居場所、きょうはどこにいま

すとかいうようなスケジュール、行動表を、団の事務所とか行政が、今日は団長はど

こにいる、分団長はどこにいる、今の時間はどこにいるというような把握はしてない

ですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）先ほども申し上げましたとおり、まず非常勤であるという部

分で、そこまでの把握を現实的に行うのは、要するに、３６５日、２４時間行うのは、

まず不可能に近いというふうに認識しております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）おっしゃるように、非常勤だから、そういった柔軟的なとこ

ろで捉えているということでございますが、先ほど私が発表したように、火災という

ものは人命も危険にさらすし、一生かけて築いた建物や思い出や貴重な先祖の品まで
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なくすというような、灰にしてしまうというような状況も生まれるわけでございます

から、やっぱり私の感覚からすれば、団長あるいは分団長のその日の行動マニュアル

ぐらいは、強制じゃなくても、団長みずから今日はここに一日おりますというような

行動マニュアルを提出するぐらいのことはあってもいいんじゃないかと思うわけでご

ざいます。それは返事は結構でございます。 

 あと、よくお見受けするのは、現場に到着して制服を着てるとか、制服じゃなくて

私服で現場にいるとかいうような、こういう服務規程というか、制服なんかの着用と

いう、きちっとした規定はないんでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、制服と申しますか、訓練服というのは、それぞれにお

渡しをいたしておりますが、一般的に、火災出動の際、要するに、昼間、夜、時間を

問わずでございます。であれば、車両にどういうふうな配備をしてるか。ですから、

はっぴあたりを積んでおれば、現場到着した後にはっぴを着用するとか、ヘルメット

をかぶるとかいうこともございますが、じゃあ、仕事に出かけておって、仕事場から

直接お見えになった方の場合、そういうものをお持ちじゃないケースもございます。

そこら辺を四角四面にこれじゃないといけないというふうになりますと、今度、現場

に行く団員の重荷になると考えますので、まず、皆さんに集まっていただいて、消火

活動をやっていただくのが第一であると認識しております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）課長、おっしゃることはさっきと矛盾してますよ。消防団に

なりたいとおっしゃって来た方々には崇高な思想、堅固な気持ちを持った人が多いと。

だから受け入れるということでございました。ということになれば、住民の生命と財

産を守り、住民からそれだけの負託を受けている身ですね、団員さんというのは。そ

れは非常勤公務員であります。だけども、それだけ厳しい、重大な職務についてると

いうことを鑑みて、自覚を持った気持ちで消防という仕事に携わっていただきたい。

それだけ住民は期待をしてるというところがございます。その辺はどうですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）矛盾ではございません。あくまで御本人それぞれの意思の中

で、要するに、しっかりとした消防使命を持っておられる。だけど、現場到着を必ず、

要するに制服を着て来いよと言うのであれば、例えば土木作業に行かれてる方がその
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現場からそのまま火災現場に行かれた場合、職場の車両で行かれた場合、はっぴも何

も持ってないケースは当然あります。あっても、そこに駆けつけるという意思が大事

ではないですかね。それは僕は矛盾はしてないと認識しておるところですけど。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）それはもちろんわかります。だけども、私がさっきから言う

ように、それだけの強い使命感を持った消防団員なら、自分が行動する、いつ火災が

発生するかわからないというのであれば、車の助手席に服を用意しておけばいいこと

です。そのまま駆けつければ別にいいわけでね。だから、家にとりに帰れというんじ

ゃない。だから、そういう常日ごろの心がけが私は大事だと言いました。 

 次に参ります。 

 罹災者の処遇でございますが、火事を出した罹災者の方は、本当にはたから見てて

かわいそうで、哀れな感じがする。ついさっきまでここで生活していたのに、もう何

にもなくなったと。食べるものさえない、着るものさえないというような場合、居住

の関係、食品の関係、衣料品等の配慮についてはいかがですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）失火による罹災者につきましては、仮住居としての町営住宅

の貸し出し、それから、日本赤十字社の福岡県支部から救援物資の提供、これが毛布

や緊急セット、タオルセット、救急医薬品等になっております。それから、町、社会

福祉協議会からのお見舞金等を現在提供させてもらっています。食料とその他の支援

につきましては、場合によっては、災害時の備蓄食料等から活用したいと考えておる

ところでございます。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）できるだけの配慮をしてあげていただきたいと思います。そ

れと、やっぱり時代とともに家庭内の状況が変わっている。つまり、この間の場合は、

お宅がペットを飼っていたんですね。ですから、ペットも人に預けたり、もう処分し

たりということがなかなかできない。ペットも一緒に引っ越したいというようなこと

で、引っ越し先がペットを受けられない家屋であったというようなことがございます

と、なかなかかわいそうなところもあります。そうった時代背景とした配慮はござい

ますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 
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○総務課長（岡﨑 浩君）当然、失火による罹災者につきましては、災害の被害者であ

るという認識のもと、一時的なものでございますので、最大限の配慮をするよう、そ

ういった場合は担当課のほうと協議をいたしております。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）今の時代、特にこういった田舎は老人所帯が多くなっておる

わけでございます。ひとたび火災に見舞われますと、その直後から生活が非常に困る

ということになります。逆に言えば、行政がそれなりの温かい対応をしてあげますと、

罹災者にとっては非常に救われたと喜ばれもいたしますし、逆に対応が悪いと、クレ

ームにもなってくることになります。そういったことで、行政の細かな配慮をお願い

して、この質問を終わります。 

 次に、教育現場の实情について、教育長にお伺いします。 

 教員不足が近い将来、問題化すると言われてございます。現实に、もう学校現場で

不足しているわけですけれども、学校の先生の数、教員の定数については、毎年５月

１日現在で、国が児童数、生徒数を考慮して基本人数を決めるというふうになってお

りますね。これは何で国が決めるかというと、先生方の人権費を３分の１国が持って

るということが背景でございますが、全国の公立小中学校においては、それでも、と

ても人数が足りないという現状があるわけでございます。したがって、国が決めた教

員定数とは別に、県の教育委員会が全国約１万人の教員をプラスして配置していると。

これは７年前に比べると３割増加しているんですね。しかし、それでも、まだなお現

場では不足していると。こういう状況は、教育長、どういうふうに把握してますか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）ただいま議員御指摘のように、全国で教員が不足しているとい

う状況は承知しております。ただ、なぜこのように教員が不足しているのかというこ

とを考えたときに、大きく２点あろうかと思います。 

 一つは、第２次ベビーブーム当時に生まれた子供たちが就学するときに大量採用を

しています。その方々が今ちょうど退職期を迎えているということで、教員の不足が

生じているということがあろうかと思います。それからもう１点は、教員採用の状況

ですけれども、今現在、日本の景気が好転しているという中で、教員を目指す若者が

非常に尐なくなっているという現状がございます。そういったことがもろもろあって、

教員の不足というのが言われているんだろうと思います。 
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 それと一つは、定数配置、国の配置につきましては、議員のおっしゃったように、

標準法によりまして、配置基準があって決められるわけですけれども、一つ現場段階

で考えたときに、尐子化に伴う学校の統廃合等、あるいは小規模学級においては、学

級が存続できない可能性もあるというような中で、正規の教員の配置ができないとい

う状況も含めて、そういったのをトータルに考えたときに今の現状があるのかなとい

うふうに私は認識をしています。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）今、教育長がおっしゃったように、１９７０年代の第２次ベ

ビーブーム世代が就学したと。それに伴い、教員が大量に採用された。この時期の先

生方が今退職の時期を迎えてるということで、先生方もたくさん退職する。しかし、

一方では子供が全国的に尐なくなっている、全国的な尐子化。だから、子供が尐なく

なっている、先生の退職者が多いということで、ちょうどいいじゃないかというふう

に思うんですが、いやいや、そうじゃない、教員不足は非常に深刻だと。極端な話、

臨時免許で、臨時採用しなければいけないという状況まで出ているわけですが、教育

長、この臨時採用、臨時免許ということはどういうことですか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）本来、教員には教員免許証、それぞれ小学校、中学校、中学校

においては教科別の免許というのがございます。ただ、例えば中学校の免許しか持た

ない先生に小学校の先生になっていただくと、講師として来ていただくというような

ときには、臨時免許を出す。臨時免許は出すことについては、本来ないほうがいいと

考えています。ただ現状として、先ほど議員おっしゃったように、教員不足という中

で、そうせざるを得ない状況もございます。 

 あわせて、中学校においては教科別に教員が採用されますが、特に技能科の教科に

おいては持ち時間が非常に尐ないわけで、一人の教員を一つの学校に定数１として配

置をするのが非常に難しいと。そういう中で、技術科等については臨時の免許で対応

しているという現状があろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）これだけ学校の先生が足りなくなったという大きな原因を考
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えてみますと、皆様、既に御承知のとおり、現在の教育方針の以前に、いわゆるゆと

り教育というものを学校がやったわけですね。その際には土日を休んだり、授業数も

尐なかったりということで、先生方にもゆとりがあって、生徒にもゆとりがあった。

だけども、それが反動になって、勉強内容、教程のおくれということ等が出てきた関

係で、今度はきめ細かな指導をするという教育方針に文部省がくらがえしてきた。そ

のために、きめ細かな指導をせんがために、教員の働き過ぎが非常にそれぞれに負担

増を与えて、結果としてそれに耐えられず、先生不足の状況に陥ってるということで

すね。 

 つまり、具体的には授業の時間数がふえたということ、あるいは特別支援学級の配

置の導入がある程度徹底してきたということだと思うんですが、この特別支援学級も、

九州・沖縄８県で、この１０年で倍増したということでございます。 

 これについて、本町の現状、先生は不足か足りているのか、あと、特別支援学級の

個数をどのぐらいあるかをお教えください。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）まず、本町の教員配置の現状でございますが、先ほど申しまし

た国の標準校、並びに県の規定に基づく配置については、全て配置をされているとい

う状況にございます。要するに、欠員状況はないという状況です。また、いわゆる定

数を埋めるために、どうしても先ほどありました講師を埋めるということはございま

すが、それについては小学校で５、中学校で２名、講師が配置をされています。 

 それとあわせて、今はさまざま教育課題があるという中で、国のほうも「チーム学

校」、いわゆるチームとして学校を運営していくということを提唱しています。そこで、

いじめ、不登校等、さまざまな教育課題に対応するためにスクールカウンセラー、あ

るいはスクールソーシャルワーカーといった専門性の高いスキルを持った方に学校に

来ていただくと。そういうことで、本町では県の事業を活用して、上毛中を拠点に、

今、配置をしているところです。 

 あわせて、町の予算として、学力向上のために各小学に１名ずつの、非常勤ですが、

講師を配置しております。さらには、特別支援教育の支援員さん１０名、それから、

学校の巡回司書等も配置をしております。 

 そういったことから、現状としては、本町におきましては不足している状況はない

と考えております。 
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 それから、特別支援学級の状況でございますが、町内で今現在、小学校で６学級、

中学校で２学級の特別支援学級が設置をされています。 

 内訳を申しますと、友枝小学校で知的１、情緒１の計２学級、唐原小学校で知的１

学級、南吉富小学校で知的１学級、西吉富小学校で知的１、情緒１の２学級、上毛中

におきましては知的１、情緒１の計２学級という状況でございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）特別支援学級に関しては、これはそれぞれに、国の、あるい

は教育の手を差し伸べてあげるということは非常にいいことだと思うわけでございま

すが、この場合、やっぱり負担になっているのは、児童が一人でも先生が一人要ると

いうようなことで、非常に学校現場では負担になっているように思うんですね。そう

いう面で、うちの場合は、結構、６クラスあるわけですね。なかなか大変だと思うん

ですが、しかし、こういったところに、かゆいところに手の届く教育というのは、私

は見逃してはいけないと思うわけでございます。 

 次に、政府のほうがいわゆる働き方改革、ワーク・ライフ・バランスというものを

打ち出していますよね。これは、考え方が、いわゆる先生方に残業しなさんな、あん

まり働き過ぎをしなさんな、もっと休みをきちっととりなさいというような言い方な

んですが、政府はやっぱり教育現場というものを直視してないから、そういうふうに

シンプルな言い方をされるんだと思うんですけど、いやいや、子供相手だと、人を育

てる教育というものはそうはいかない、きちっと８時間労働のように、８時間きたら、

それで生徒とさよならだというわけにはいかないという部分が教育のよさだと私は思

うんですけど、教育現場はそういった意味で、政府の言うワーク・ライフ・バランス

とは逆行していると思うんですが、教育長はどういうふうに考えますか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）まさに今、議員がおっしゃるとおりだと思っています。やっぱ

り現状として、昨年の第３回のこの議会の中で三田議員さんからの質問にも答えまし

た。細かな实態調査等はしておりませんけれども、県が平成２６年度に实施をしまし

た勤務实態調査の結果でわかりました、１日当たり１.５から２時間ぐらいの超過勤

務をしているという状況に本町もあるという認識をしています。 

 ただ、その超過勤務がどういったことで起こるのかということを考えますと、やは
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りきめ細かな指導を行うために授業準備を行うと。前回も申し上げましたけれども、

子供が登校して下校をするまでの間は、教員は常にかかわっております。昼休みの休

憩時間でも、先生というふうに子供とのかかわりを持っていますし、いわゆる次の日

の授業準備ということになると、子供を放課した後ということになります。そういっ

たことになってきますと、当然ながら超過勤務の实態が生まれております。そういっ

たことは、やはり教員の子供に対する愛情、それから崇高な使命感ということで、自

発的な活動になっているわけですけれども、本当に教育長としても、町内の先生方に

は頭が下がる思いでいます。 

 あわせてワーク・ライフ・バランスということで、それはやっぱり仕事に充实感を

持って当たるということと、教師も一人の社会人として、地域の一員として、そうい

った活動に積極的に取り組む時間を持つべきだということだろうと思いますが、現状

として、特に中学校においては部活等があります。部活動等においては、いわゆる週

休日等についても行われますので、そのあたりの現状のバランスがとれているかと言

われれば、やっぱりとれていない状況がありますが、決してそれが是かと、全ていい

のかということになると、やはりそれは決して好ましい状況にはないというふうには

認識をしています。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）もう時間も尐なくなりましたから急ぎますけども、教育長、

全国の公立小学校の現場で、教員、先生の中には、いわゆる過労死ラインの方が非常

に多数見られるという調査が出ているわけです。過労死ライン、過労死に匹敵するぐ

らいの仕事をしている先生方が、小学校では３４％、中学校では５８％、半数以上の

先生方が、もう過労死に近い働き方をしてると。本町の場合はデータをとっています

か。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）先ほど申しましたように、本町で具体的な勤務時間の实態調査

というのは現在行っておりませんので、はっきりした数値は申し上げられませんが、

校長等からの聞き取りによりまして今わかっている範囲でお答えをさせていただきた

いと思います。 

 今、過労死ラインの基準については、８０、１００といろんな数字がありますが、
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例えば８０とすれば、週当たりの勤務が６０時間ということになります。先ほど申し

ましたように、現状として町内の勤務实態からして、１.５から２時間程度、毎日残業

しているという状況ですので、それを単純計算すれば、その過労死ラインには当たら

ないと思っていますが、小学校においてもやっぱりさまざまな状況ございます。いわ

ゆる問題行動等の対応とか、いろんなときに。 

 だから、ある期間、調査期間というのはある期間で行いますので、それをどこにす

るかということによって、そのラインを超える場合もあろうかと思いますし、今、先

ほど言いました大量退職に伴いまして、新規採用がふえています。新規採用、新しい

先生が入ってきたときには初任者研修と言って、初めて先生になった先生方に、やっ

ぱり授業スキルを上げてもらうとか、あるいは今後いろんな事務処理が円滑にできる

ようにするためのスキルアップのための研修を行いますが、それは先ほど言ったよう

に、いわゆる勤務時間の中だけでは全て行うことができません。例えば、授業をする

ときに指導案というもの、どういう指導をしますという１時間の指導の流れを書いて、

それを子供にするわけですが、その前に、放課後、模擬授業といって、初任者が学校

の先生方を子供に見立てて授業をするというようなことも行っております。そういっ

た初任者が入った場合には、どうしてもその時間は結構な長時間になっています。 

 あわせて、中学校においては部活動のこともありましたが、特に成績処理、高校入

試等、あるいは学年末等の成績処理の期間においては、やっぱり過労死ラインを超え

るような状況も出てきているかと思います。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）教育長、時間がないですからお願いします。シンプルにお答

えください。 

 学校の先生というのは、やっぱり教育者の立場として、児童・生徒数が減っても、

いわゆる教育の質を落としてはならないという心がけをしている先生が多い。だから

尐しでも、一人一人の生徒に手をかけたいというところから、どうしても働き過ぎ、

極端な話が過労死ラインに近づくということでございましょう。それは、やっぱり、

地区の教育委員会、教育長がある程度チェックをしていただくというのが肝要じゃな

いかと思うわけです。 

 最後に、部活動により先生が負担増になっているんじゃないかと今おっしゃってい
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ましたけど、それも、けさの朝日新聞に出ました。中学運動部が地域と一体化しませ

んかというような考え方ですね。国が打ち出してます。いわゆる中学校の運動部活動

の現状について、非常に非科学的で過度な長時間練習によって、学業との両立が困難

になってるケースがある。また、教員が忙しくて、主に若手を中心に、顧問になるこ

とを避ける傾向があるということで、こういった現状を把握して、文部省は、今後、

学校単位としての活動ではなくて、民間スポーツクラブやスポーツ尐年団、そういっ

たものと一体化して、将来的に効率的な部活動をやろうじゃないかという記事が出て

いました。そういうことで、現状、土、日、祭日と、先生も生徒も部活動で登校する

姿が当たり前のような風景になっております。部活動の現状を１分でお答えください。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）もう簡単に申します。現状は、非常に部活動の種類、種目によ

っても違いますけども、いわゆる、結構成績を残している部活動については、やはり

長時間に及ぶ練習等も行われているのが現状でございますが、あわせて、今言ったよ

うに、国の動き、スポーツ庁が部活動のあり方に指針も出しておりますけども、その

辺の動きも含めて、今後、部活のあり方については教育委員会としても検討してまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

○１１番（宮本理一郎君）ありがとうございました。先生は先生で……。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員、自由な発言はだめですよ。 

 宮本議員。 

○１１番（宮本理一郎君）先生が御家庭を持ってる方が多くて、先生がそういう部活で

出るのは、非常に奥様や家族が最近は疎んでるという状況もあります。運動してる生

徒も、自分が好きでやってないという方もいるそうです。 

 以上で終わります。 

○議長（安元慶彦君）宮本議員の質問が終わりました。 

 次に、大山議員、登壇ください。 

 １２時まで時間が若干ありますから、せっかく傍聴者の方が見えておりますので、

大山議員、１２時までの時間を使ってください。 

 大山議員。 

○９番（大山 晃君）大山です。私は午後１時と思っていたんですよ。今、議長から言
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われましたので、早速やらせていただきます。 

 最近、上毛町に太陽光パネルの設置が、法人の皆さんが非常に多く設置されており

ます。これは、私が思うのは、太陽光パネルが稼働しなくなったらどうするだろう、

後世にごみを残すんじゃなかろうかという懸念から、質問を二、三、自席でさせてい

ただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）現在、町内に太陽光パネルを法人等々が設置しておりますが、そ

れについて、業者と数とがわかればお願いしたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）議員御質問の町内に設置している場所、それから業者につい

てということでございます。その分について、税務課のほうでお答えさせていただき

ます。 

 償却資産の申告がなされておりまして、現在、法人等で太陽光を設置している場所

につきましては、大字中村が２カ所、百留が３カ所、垂水が２カ所、上唐原が３カ所、

東下が５カ所、下唐原が７カ所、土佐井が１カ所、宇野が２カ所、大ノ瀬が１カ所の

計２６カ所でございます。業者数につきましては、２６事業者となっております。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）今、２６カ所というお話をされましたが、これについては農業委

員会等々が処理されていると思いますが、それにかかわる災害等々が発生する場合が

あろうかと思うので、何か規則、規約等はつくっているのでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）太陽光発電設備を設置する場合は、国、経済産業省に申請書

を提出して認定を受けなければならないこととなっておりまして、設置自体について

町に届け出の必要はありません。しかし、設置する場所により、農振法、農地法の適

用を受ける農地や山林については、樹木等の伐採があれば産業振興課に、そして、土

砂を堆積して設置する場合には住民課に届け出が必要になってくる場合があります。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）ただいま２６カ所の件については、町に無許可でしているところ
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もあるということで理解していいですか。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）事業者の設置自体については町に届け出る必要はございませ

んので、そういうような届け出は受けていないということになります。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）そうしますと、先ほど税務課長がお話をされました２６業者とい

うことでございますが、町に対して税収はあるんでしょうか。それに対する税収。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）先ほども申し上げましたが、固定資産税の償却資産として税

を支払っていただいておるものでございます。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）税収は幾らかわからんでしょうかね。 

○議長（安元慶彦君）大山議員、質問中ですが、１２時になりましたので、一応ここで

午前中の部は切りたいと思います。 

 今の質問に対して、税務課長、答弁をまとめといてください。 

○税務課長（尾崎幸光君）はい。 

○議長（安元慶彦君）大山議員の質問は午後１時から、引き続いて行います。 

 暫時休憩します。再開は午後１時からです。 

                           休憩 午後 ０時００分 

                           再開 午後 １時００分 

○議長（安元慶彦君）休憩を解き、休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 最初に、大山議員の質問に対して税務課長の答弁を求めます。 

 税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）先ほど大山議員の御質問にございました２６事業者の税額と

いうことで、固定資産税の償却資産ということで御答弁させていただきます。 

 平成２９年度でございますが、約２,６００万円でございます。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）ありがとうございました。 

 それから、寿命について、メーカーが違うと思うんですが、大体のところでいいで

すが、何年ぐらいが寿命期間でしょうか。 
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○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）太陽光パネルの耐用年数は、商品や設置環境にも違いがあり

ますが、一般的には２０年から３０年程度と言われております。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）そうしたら、設置に伴い町に何らかの申請等々しないと、許可は

おりないということになっているんでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）設置につきましては、国、経済産業省に申請書を提出するこ

とになっており、設置自体につきましては、町に届け出る必要はございません。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）そういう義務づけがないということになれば、先々になって大変

困るようなことになるんじゃないかと思うんです。税金は入ってくるけど設置義務は

ないということになると思うんですが。 

 ここに、二、三の例があります。大分県の湯布院とか、静岡県の富士市、それから

長野県の佐久市あたりが、やはり自然保護、環境を守るための一定の対象区域内での

決め事といいますか、湯布院あたりは景観を損なうということ、富士市も富士山の景

観関係を挙げております。 

 ここも今からでもいいと思うんですが、まだ２６社しかないと思うんですが、この

まましておけば、２５年から３０年たった後、業者が片づけないでそのまま放置する

ということになりますと、町に迷惑がかかると思うんですね。それで、何かの方策が

必要じゃないかと思うんですが、考えはありませんか。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）由布市につきましては、自然環境と再生可能エネルギー発電

整備設置事業との調和に関する条例というのを制定しております。メガソーラー建設

に当たって、市への事前の届け出などを盛り込んだ条例で、罰則規定や強制力はなく、

計画の事前把握や協議にとどまっているということで聞いております。由布市につき

ましても、すぐれた景観を持つところにつきましては抑制区域を定めておりまして、

そこについてはできるだけ設置しないようにするというお願い条例みたいなもので、

实際に由布市に確認したところ、今のところ抑制区域内には太陽光パネルを設置した

箇所はないと聞いておりますが、それ以外では３件、事業者が設置してるということ
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で聞いております。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）よくわかりました。そうしますと、あとは発電機能を失ったとき

の後処理の件は、今、住民課長はおっしゃいませんでしたが、その処理は何かありま

すかね、経済産業省としても。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）現在は、事業者が設置したパネルにつきましては、産業廃棄

物として適正に処理しなければならないこととなっております。 

 国は将来の大量廃棄を見据えて、現在のパネルの廃棄処分の实態調査を行っており

ます。その結果については、昨年の９月に環境省と経済産業省に対して、使用済みパ

ネルの回収・適正処理・リサイクルシステムの構築について、法整備を含め検討する

必要があるとの勧告を行っているところでございます。 

 現在、テレビやエアコン等の家電４品目につきましては家電リサイクル法に基づい

て適正に処理されており、今後はそのような処理方法が国から具体的に示されるもの

と思っております。 

○議長（安元慶彦君）大山議員。 

○９番（大山 晃君）そうしますと、よくわかるんです。そうしますと、災害ですよね。

台風、風水害等々で破壊したときのその処理というものも、やっぱり今言われたそれ

に適用するんでしょうかね。 

○議長（安元慶彦君）住民課長。 

○住民課長（垂水勇治君）災害につきましても、事業者が設置したものということで、

現在のところは産業廃棄物として処理することとなっております。 

○９番（大山 晃君）ありがとうございました。終わります。 

○議長（安元慶彦君）大山議員の質問が終わりました。 

 次に、４番、田中議員、登壇ください。 

○２番（田中唯登志君）こんにちは。２番議員、田中でございます。お昼からの質問、

眠いとは思いますが、ひとつよろしくお願いします。 

 今回は、中津市内にある大分県の公立高校入学についてと、農業振興地域制度と農

地転用許可制度について質問させていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 
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○２番（田中唯登志君）以前、質問にもあったと思いますけど、私どもの近くというか、

住民というか、保護者の人から、一つは生活圏は中津にあるのに、どうして大分県に

進学できないかとか、ほかの地区から転居して、親は学校に行けると思っていたとか、

いろいろ聞くわけですよね。上毛町に住みたいけど、どうしても高校進学がネックに

なって、ちょっと足踏みというか、ちょっとちゅうちょしてしまうとか、そういう声

を聞きます。 

 それで、今現在、中津市内に大分県の高校が３校ございますけど、入学の人数等々

を教えていただければ助かります。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）それでは、議員御質問の、現在、中津市内の大分県立高等学校

３校へ、平成２９年度、本年の入学生の数ということでございますので、お答えをさ

せていただきます。 

 中津市内３校のうち、まず合計の人数ですけれども、合計で２９年の入学生は１３

名でございます。内訳は、中津南高が６名、北高が４名、東校が３名となっておりま

す。この数につきましては、大分県教育委員会が大分県立高等学校入学者選抜实施要

綱の第１０項の中に、その他として、県外隣接地域からの志願の規定というのがござ

いますが、その規定にのっとって入学を許可する人数を決めております。この許可す

る人数、いわゆる制限枞というふうにも言っておりますけども、これにつきましては、

本町とお隣の吉富町さんの合計された人数３２名を上毛中、吉富中の生徒数で案分し

た数ということになっております。この数３２名については、近年、平成２４年度か

ら現在まで変更はございません。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）中津市内の高校に本町から入学する枞に係る、これまでの経緯

がわかれば、簡単でもいいんですけど、教えてください。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）教育委員会の中に記録として残っている分ということでお答え

をさせていただきたいと思います。 

 昭和３５年度から昭和４０年度までは、先ほども言いました制限枞というものは、

両町で１００名でございました。ただ、その当時は、中津市内の寄留、住所を移して
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という、その寄留も認められておりましたので、その数は１００名よりも超えた人数

が両町から行っているというふうには思います。 

 その後、昭和４１年度から寄留が認められなくなりました。制限枞内のみの入学と

いうことになったわけですが、昭和４１年度が８０名、４２年度が６６名と、その数

はだんだん減ってきておりまして、先ほど申し上げましたように、平成２４年度に３

２名になって、現在まで変わっていないという状況にございます。 

 この数というのは、中津市内、昔であれば４校、今であれば３校の入学定員にある

割合を乗じて求められた数ではないかと推察をいたしているところです。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）厳しいというのは我々も認識はあるんですけど、どうしても住

民感情として、やっぱり行政に期待感を持っているわけですよね。そういう声を、僕

はこういう一般質問で住民の方に認識していただきたいなというのが一つあったわけ

ですよね。その入学枞に向けての町の取り組みというか、今後の取り組みですけど、

ちょっとお願いします。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）入学制限枞の拡大、あるいは拡大に関する取り組みでございま

すが、これはもう随分昔からこの活動を行われていたということでお聞きしておりま

すけれども、本町と吉富町さん合同で、県教育委員会のほうに制限枞の拡大等につい

て要望活動を行っているところでございます。 

 次年度、平成３０年度入試に当たっては、昨年の６月３０日に坪根町長を団長とし

て、両町の教育長、そして、両校の校長、ＰＴＡの会長、そして、その仲介の労をと

っていただいております中津市選出の大分県議会議員の議員の皆さんと一緒に、大分

県教育委員会を訪問いたしました。大分県教育委員会のほうからは工藤教育長、教育

次長、それから高校教育課の課長等、対応していただいたところでございます。 

 その際に県教委のほうから言われたのが、今、非常に生徒数は減っていると。ある

いは公立高校と私学、いわゆる私立高校とのバランス等々、非常に厳しいところもあ

るけれども、精いっぱい前向きの対応をしていきたいというような回答をいただいた

ところです。 

 以上です。 
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○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）かなりハードルが高い、現状維持が今の考えであるということ

がわかりますけど、来年度も同じ人数で移行するわけでしょうから、拡大に向けては、

もう尐し考えがあればお聞かせください。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）その制限枞の拡大ということは、ぜひ強く要望してまいりたい

とは思っております。ただ、先ほど言いましたさまざまな課題プラス、今度は大分県

のほうの、中津市内が中心になろうかと思いますが、大分県の場合は全県１区でござ

いますので、中津市外からも子供たちが入学してきているんですが、大分県の住民か

らすれば、何で大分県立の高校なのに福岡県から入学するのかと。そうすることで、

自分たちの子供が入る学校が狭まるじゃないかというような意見も教育委員会のほう

には寄せられているというふうに聞いております。 

 そのような状況の中、次年度分について現状維持をしていただいたということは、

一定の要望活動の成果があったのかなとは思いますが、さらなる拡大に向けて、今後

も要望活動等を行ってまいりたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）前も言ったように、上毛町に住むのかの一つの判材要件にはな

ると思うんですよね。厳しいのはわかりますけど、町長として、意気込みというか、

一つ。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）教育長が申し上げたとおりでございまして、５.３４という数値、

割合というのがもうずっと長い間続いてきてるということで、一方、中津のほうから

は福岡県から入れるなというような声も上がる中で、今のところは現状維持をするの

が精いっぱいなのかなと。お願いをしに行きますけども、それ以上はなかなか、それ

を超えるというのは厳しいだろうと思っております。そうはいっても、やっぱり人口

もふやさなければなりませんので、あるいは中高一貫校をうちで誘致するとか、別の

形で考えていかなければならんというふうに思っております。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）ありがとうございます。制限枞の緩和について、さらなる要望
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をよろしくお願いします。 

 続きまして、農地振興地域成立制度と農地転用許可制度。私も二十数年前、１回、

農振除外と地目変更をしたことがあるんですけども、これについてちょっと伺います。 

 一つは、農振除外とはどんな制度で、どのような手続が必要なのか、お願いします。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）それでは産業振興課のほうから、農振除外についてお答

えをいたします。 

 まず、農業振興地域の整備に関する法律に基づきまして、今後において総合的に農

業振興を図るべき地域を農業振興地域として指定をしておりまして、さらにその中で、

優良農地として守っていく必要がある農地を農業振興地域内の農用地、いわゆる農振

農用地と呼んでおりますが、そういうものを指定しております。青地と呼ばれるもの

でございます。その農振農用地は農業上の用途区分が定められておりまして、原則と

して、その用途以外の目的に使用することはできません。 

 農業以外の目的で使用する場合には、農地法による転用許可を受ける前に農用地利

用計画の変更、いわゆる農振除外という手続が必要となります。農用地区域は、農業

上の利用を確保するために定められた区域であることから、その区域内にある土地の

農業以外の目的、住宅等への転用は、農振法及び農地法によって厳しく制限をされて

おります。しかし、やむを得ず農業以外の目的へ転用する必要がある場合は、農振法

によって定められた要件を満たす場合に限って、農業振興地域整備計画を変更して、

その土地を農用地区域から除外することができます。これが農振除外と言われている

ものでございまして、それには、その農用地が農振農用地の除外５要件と言われるも

のを全て満たしておることが必要です。そして、農地転用、開発許可等、その他必要

な許認可の見込みがあるものに限られております。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）農用地転用除外の５要件というのは、どういうのがあるんです

か。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）農振農用地の除外の５要件といたしましては、次の全て

の要件を満たすことが必要となっておりまして、１つ目で、農用地区域外に代替でき



-50- 

る土地がないこと、代替の土地がないことということですね。２番目に、農用地の集

団化農作業の効率化等、農業上の効率的かつ総合的な利用に支障を及ぼすおそれがな

いこと。３点目、農用地区域内における担い手、認定農業者等になりますが、に対す

る農用地の利用の集積に支障を及ぼすおそれがないこと。４点目としまして、農用地

区域内の土地改良施設の機能に支障を及ぼすおそれがないこと。５点目としまして、

土地改良事業等を行った区域内の農地に該当する場合は、工事が完了した翌年から起

算して８年が経過していることとなっております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）なかなか難しいですね。農振除外を検索すると、こういう略図

が出てくるんですよね、インターネットで。ここによりますと、農用地区域、これは

もう転用禁止になっていますよね。青地というんですかね。これは、この５要件があ

っても、もう転用はできないということですかね。除外は。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）農用地区域内農地について、いわゆる青地でございます

が、転用については原則不許可となっております。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）ということは、除外ができなければ、そこはもう転用の申請も

できないということになりますよね。もし、この地域を農地転用したいというときは、

どういう策というか、何か策があるんですかね。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）先ほどの、除外の５要件を満たす場合に限って、青地か

ら白地に変更することができます。そういった場合は、先ほどの転用可能なところに

ついては白地に変更して、その後、農地転用という流れができる場合がございます。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）場合があるということは、可能性としてはそんなに高くないと

いうことですかね。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）農振の用地、青地については、いわゆる田んぼの真ん中

とかいったところについては、おそらく不許可になろうかと思いますが、住宅に近い
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端っこのほうといいますか、周辺部については、白地に計画変更される可能性がある

という、いわゆる限定的な分でございます。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）もしその農振除外ができるだろうということになれば、期間は

どれぐらいかかりますか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○教務課長（村上英之君）上毛町では年４回の締め切り日を設けておりまして、５月、

８月、１１月、２月の大体２０日をめどとしております。翌月の末ごろに、町の経営

生産対策推進会議というものがございまして、そこで協議をいたしまして、５,０００

平米以下のものでございますと、行橋農林事務所と事前協議が必要なんですが、町の

審議会後に、約４カ月後に農振除外という形がとれます。５,０００平米以上になりま

すと、県庁と事前協議が必要となりまして、案件によっては事前協議に数カ月から１

年程度かかるということでございまして、町の審議会にかかってからは、それから約

４カ月という形になります。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）かなり時間はかかるということですね。農振除外が終わって、

それから農地転用の申請になるということですよね。農地転用の制度も、ちょっと手

続等々、教えていただければ助かります。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）農地転用でございますが、農地を住宅地など農地以外の

ものに用途変更する行為のことでございまして、土地所有者みずからが農地を転用す

る場合は、農地法の第４条、賃借権や使用貸借権等の権利の設定を使用する者、また

は所有権の移転を受ける者が転用する場合は、農地法の第５条の規定に基づいて許可

を受けなければなりません。 

 先ほどありました農振の青地については、原則として許可はされませんが、農地転

用許可制度は、優良農地の確保と計画的な農地利用の推進を目的としております。農

地は農業上大切なものであり、一度農地以外のものになると元に戻すことが困難であ

ることから、将来に向かって優良な農地を確保できるよう、土地の合理的な利用を踏

まえ、適正な農地の適用が行われるよう、農地の農業上の利用と農業以外の土地利用
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との調整を図りつつ、優良農地を確保するため、農地転用許可制度というものが定め

られております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）農地転用許可制度の中に、許可が不要な場合がございますね。

例えば、国、県が、あるいは市町村がする土地収用法対象事業というのがあるんです

けど、それはどういう事業になるか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）許可不要といたしましては、国や県などが行う公共施設

を建てる場合と土地収用法で土地収用される場合等がございまして、そのほかに、市

町村が土地収用法の対象事業のために転用する場合等がございます。いわゆる、学校、

社会福祉施設、病院及び庁舎は除くとされております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）わかりました。 

 それで、平成２８年、２９年度で、農振除外、農地転用申請数はどれぐらいあるか、

わかりますか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）平成２８年度ですが、農振除外といたしましては４件で

１,７２９平米です。農地転用の４条では４件で１,９８４平米、農地転用の５条では

１１件で７,３３１平米でございます。平成２９年度では、これは３月５日現在です

が、農振除外で４件で１,４３４平米、農地転用の４条が２件で１,９２４平米、農地

転用の５条が１３件で６,３１９平米でございます。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）その中で、主な転用目的というのは何が当たりますか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）主な転用目的といたしましては、自宅の宅地転用が主で

ございます。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）私の知り合いで２世帯住宅を建てたいという人がおりまして、
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なかなか土地が見つからないと。農振除外も転用がなかなか難しいということで、そ

の人は中津のほうに土地を買ったんですよね。その人は子供のころからずっと唐原に

おった人なんですけど、そういうのを考えますと、その人はやっぱり苦渋の決断をし

たんじゃないかなと察するところなんですね。 

 先ほど、岩花議員からの質問の中で、僕は勉強不足で申しわけないんですけど、自

然減であって社会増になっているんですよね。転入が多いというのは僕はちょっとび

っくりしたところです。人口が減っているのに転入が多いというのは、情けない、勉

強不足で申しわけないんですけど、町長、農業というのは上毛町の基幹産業であって、

促進しなきゃいけないし、なおかつ、定住促進に向けての施策もとらなきゃいけない

ことがやっぱりあると思うんですよね。これからは、やっぱり町長の手腕というか力

量になってくると思いますので、そこのところ、ちょっと見解を。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）要望があって土地がないというのは、田舎におりながら非常に情

けない気もするわけでございますけども、岩花議員の質問にも答えさせていただきま

したように、やはり１０号線、あれがネックになっていると思うんですね。あれを上

を通したことによって、その脇、その周辺の土地もやはり農振をかけたというような

こともあると思いますし、あれがなければ、本当に人口がふえていたんじゃないかと

思うぐらいの整備がなされた。たらればを言ってもしようがないんですけれども、で

すから、今動かせる土地は極力動かしてまいりたいと、残された土地の中で考えてま

いりたいと思っておりますし、そういうモデルをつくれば、それから町全域に波及し

ていくと思っておりますので、今、その限られた土地をしっかり調査して、そこに企

業誘致であるとか、いろんな誘致をしてまいりたいと、宅地も含めて考えてまいりた

いと思っております。 

○議長（安元慶彦君）田中議員。 

○２番（田中唯登志君）よろしくお願いします。 

 これで終わります。 

○議長（安元慶彦君）田中議員の質問が終わりました。 

 次に、５番、廣﨑議員、登壇ください。 

○３番（廣﨑誠治君）皆さん、こんにちは。３番議員、廣﨑です。私は通告している４

点について、自席から質問を行いたいと思います。 
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○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）まず１番目ですね。本年第１回定例会初日に提案された補正予算

によりますと、ふるさと納税額は１１億８,０００万円、ふるさと応援基金は３億２,

０００万円となっています。２８年度末決算額２,０００万円に比べますと、大幅な増

となっており、取り組みに対し、敬意を表するものでございます。しかし、経費とさ

れる委託の割合が約７３％となっておりますことに対し、質問いたします。 

 ふるさと納税業務の委託ですが、委託先はどうなっておりますか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）委託先についてでございますが、さとふる、ふるさとチョイ

スの２社のサイトで寄附の応募を行っておるところでございます。 

 さとふるにつきましては、一括代行委託で、町が選定をいたしました協力事業者と

さとふるが返礼品の契約を行い、配送までの全てをさとふるが行っております。 

 ふるさとチョイスにつきましては、協力事業者及び配送事業者と町が委託契約を結

び、事業を行っておるところでございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）さとふるとふるさとチョイスということでございますが、それで

は、さとふるに協力している事業者、それからふるさとチョイスに協力している事業

者を教えてください。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）さとふるについては５事業者でございます。ふるさとチョイ

スにつきましては４業者でございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）ちなみに、名前はわかりますでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）さとふると契約をされている業者でございますが、しんよし

とみ街づくり有限会社道の駅しんよしとみ、有限会社エイト、こちらのほうは大平楽

でございます。それから、らんらんふぁーむ、ゆいきららでございます。 

 ふるさとチョイスに登録している事業者は、しんよしとみ街づくり有限会社、有限

会社エイト、築上鶏卵、ゆいきららでございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 
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○３番（廣﨑誠治君）ということは、委託料については、全てさとふるとふるさとチョ

イスに支払うという形になるんですか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）委託の部分でございますが、さとふるについては一括代行委

託をしておりまして、寄附額の１３％、それと、返礼代金及び配送料ということで寄

附額の５６％を支払っております。ふるさとチョイスでは、使用料で寄附額の２.２％、

それから、返礼品配送については町のほうで契約をしておりまして、委託契約を結び、

経費については、返礼品、郵送料合わせて、寄附額の約６０％となっております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）ちなみに、２９年度で金額はわかりますか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）金額については、まだ支出をしておりませんので全ての金額

というのはわかりませんが、３月議会で補正予算を組ませていただいておりまして、

金額といたしましては、費用として８億７,７１４万５,０００円でございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）ちなみに、さとふるとふるさとチョイスで分けて、幾らかわかり

ますか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）１月末の寄附額で申し上げますと、１１億１,０００万ほどと

なっておりまして、そのうち、さとふるのほうが約９５％、それから、ふるさとチョ

イスにのほうが４％というふうになっております。そのほかに、町のほうに直接寄附

をされる方がいらっしゃいますので、それが１％でございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）委託先はさとふるが一番多いということで、人気の商品について

は、Ａ４以上の黒毛和牛の１キロとかいうのが一番人気みたいですが、こういうお礼

品の決め方というのはどうしてるんですかね。さとふるにお任せなんですか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）委託先でございますが、その選定方法につきましては、役場

庁内におきまして、ふるさと納税推進会議というものを立ち上げております。この会

議は、副町長、総務課長、企画情報課長、産業課長、税務課長、それから、それぞれ
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の係長の１１名で構成をされている会議でございます。その会議の中で、さとふる及

びふるさとチョイスのサイトの選定、それから、返礼品の協力事業者の選定、返礼品

の選定を行っておるところでございます。その協力事業者と、先ほど言いましたよう

に、さとふるが契約をしているということでございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）これくらい、１１億８,０００万、３０年度で１５億円という形の

予算を組んでいますが、これだけ多くの品物を取り扱うとなると、かなりの手数料が

道の駅、エイト等に入ると思うんですが、決めた経緯ですけど、商工会とは対象に話

をしたんでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）商工会のほうには正式にはお話をしておりませんが、いろい

ろお話を聞くと、商工会というのはそういう利益をもたらす事業というのは余り引き

受けないというようなお話を聞いたので、そういうことは正式にはお話ししておりま

せん。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）上毛町の産品がお礼品として使われるのが一番ベストだと思いま

すが、ＪＡ等の上毛町産の豊築宝（ゆきほ）とかをお礼品として使ってくれとの要望

はなかったんですかね。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）ＪＡさんから直接町のほうに要望はございません。しかし、

１２月議会の中でのお話もありましたので、町のほうからＪＡさんに、こういう形で、

今、町のほうが返礼品を探しているということでお話をしに行きました。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それでは、町内業者で、この返礼品の取り扱いの中に入れてくれ

という形で選定会議の中に要望があれば、入れるという形でいいんですかね。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）協力事業者となっていただいて、返礼品に上げたいという御

希望があれば、会議の中で諮って、条件がそろえば出すことはできると考えておりま

す。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 
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○３番（廣﨑誠治君）この前、町内産の取り扱いはすごく尐ないという形の説明を受け

ましたが、金額的にしたら３,０００万円ぐらいという形でいいんですかね。町内産の

分は。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）町内で生産または加工されたものという位置づけでいきます

と、１月末現在で３,８５３万円となっております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）町内産の割合が尐ないとなると、直接、役場のほうが取り扱った

ほうがお金をふるさと応援基金に積み立てられると思うんですが、その辺はどうでし

ょうか。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）町のほうが直接行ったらどうかということでございますが、

現在もふるさとチョイスにおいては、町が直接協力事業者と委託契約を結んでおりま

す。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それでは、このふるさと納税で、役場での業務にかかわった人件

費、物件費等の金額がわかりましたら。 

○議長（安元慶彦君）税務課長。 

○税務課長（尾崎幸光君）業務にかかった人件費ということでございますが、現在、ふ

るさと活性係の係長の人件費、それから、１２月、１月の繁忙期には税務課職員、そ

れから、全課の職員にも御協力をいただいております。それで、金額としてはなかな

かつかみにくい部分があろうかと思いますので、金額のほうは、係長の人件費、それ

から税務課職員のお手伝いしていただいた人件費という形でお答えをさせていただき

ます。物件費につきましては、予算計上しておりますとおり、臨時職員の賃金、需用

費、通信運搬費などの郵便費、それから委託料で、合計８億７,７１４万５,０００円

となっております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）ということは、係長と役場の職員が全員で加勢したという場合は、

超過勤務等の費用があるかと思います。それがわからないのであれば、次回でもいい

ですから教えてください。 
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 圧倒的に肉が多いということを聞いておりますが、町外の返礼品でなく、上毛ブラ

ンドをつくって、上毛町の農家、商業生産者が潤うような取り組みを願いたいと思い

ますが、町長、どうでしょう。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）ふるさと納税、町内だけで上げていくというのは非常に厳しゅう

ございまして、全国の先進地を視察した中で、ここまで上がっている、その辺の職員

の努力は御理解いただきたいと思います。そういった全国の情報が入る中で、地域の

生産者の皆様もそういったことを分析していただきながら、これからの農業のあり方

を考えていただければと思っています。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それでは、次に参ります。 

 手づくり村の指定管理の終了の件についてお伺いいたします。 

 入居しているテナントは明け渡しを納得しているのかどうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）まだ入居しているテナントの件でございますので、テナ

ントに関する情報をちょっと報告したいと思います。 

 まず、手づくり村館の指定管理の状況でございますが、上毛町ＮＰＯ法人ピアハウ

スつばさ会と指定管理の基本協定により、管理期間を２５年４月１日から３０年３月

３１日、今月の末と決めて、協定書を締結しております。 

 管理運営の財源としてですが、平成２９年度の主な収入は、指定管理料ということ

で２７０万円、それと、ここにあります各テナントとの賃貸借契約による施設使用料

になりますが、月額１７９,９００円の年間１５９万８,８００円と、主事業の収入に

より運営している施設でございます。 

 この指定管理の中にある店舗のテナントについての明け渡しを納得しているかとい

う御質問でございますが、昨年末に指定管理者に対しまして、手づくり村館について

は指定管理制度による管理を終了し、平成３０年４月１日より町が直接管理する旨を

通知いたしました。通知といたしましても、文書を出すだけじゃなく、直接お話をし

ております。平成３０年３月３１日をもって当施設を町に明け渡していただくようお

願いしたところでございまして、また、指定管理期間の終了に伴い、指定管理者が当

該施設等を貸し付ける権限も消滅することになりますので、施設利用者に対しても、
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３０年３月３１日をもって施設を明け渡していただくよう、文書で通知するようお願

いしたところでございます。 

 納得しているかということでございますが、一応、明け渡すことについては納得し

ていただいていると思っています。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）以前、全員協議会の席でも質問いたしましたが、借地借家法の関

係をクリアできたかどうか。入居している中の人は、借地借家法の理解が、何か、弁

護士の間でできてないような、役場が言う弁護士さんとそちらが聞いた弁護士さんで

は解釈が違うみたいな言い方をしていたんですが、その辺はどうでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）一応、借地借家法の件につきましては、わかりやすく言

うと、町と指定管理者とテナントさんという形になっております。借地借家法につい

ては、町が指定管理者に当たる、会社なら会社と賃貸借契約をして、それが今の指定

管理者さんになるとすれば、その方がまた、転貸しした場合は借地借家法の対象とな

り、町のほうも関連してくるということになっておりますが、今回は、賃貸借契約は、

町としては先ほど申しましたが、指定管理の基本協定により、議会の議決をいただい

て指定管理者さんと契約を結んでおります。その指定管理者さんの業務の一環として、

賃貸借契約を今入っているテナントさんと契約を結んでおりますので、借地借家法の

対象にはならないということで理解はしております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）理解できていると思うという形になっておりますが、あそこの中

には地域づくり協議会の事務所等もございます。退去後のあっせん等についてはどう

考えてますか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）一応、地域づくり協議会につきましては、町と協業で上

毛町のコミュニティー計画等を推進する団体でございますので、移転先の提案はさせ

ていただいております。それ以外の店舗につきましては、個人の店舗ということで、

先ほども申しましたが、契約者同士の話になると思いますので、基本的には、町とし

ては移転先等のあっせんは、今のところ考えてはおりません。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 
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○３番（廣﨑誠治君）考えているその移転先ですが、ちなみに場所がわかりましたら。

言われますか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）今提案しているのは、（支館）の裏のほうにプレハブがご

ざいますが、そのプレハブを条件整備するということで、使用の対象としてお考え願

えませんかということで協議会のほうにはお願いしております。今の段階ですね。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）福岡ひびき信用金庫の跡地なんかはあっせんとかはしないんです

か。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）済みません、あっせんは考えておりませんし、民間の土

地でございますので、先ほど言いましたが、町と一緒に協業をする団体でございます

ので、例えば町の施設とかで利用していただければいいかなということで、町のほう

はそういう提案をさせていただいておるところでございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）中に入居している方が、新店舗が見つかるまでしばらく使わせて

くれないかといった場合、現地で営業をしばらく認める気はございますか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）あくまでも今のお話の中では、３月３１日までの退去を

お願いしております。それと、あと、具体的な相談がちょっとないもんですから、今、

しますとか、いろいろ正確にはお答えすることはちょっとできないということでござ

います。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）上毛町の人が入居してると思いますので、できるだけ便宜を図っ

てやっていただきたいと思います。 

 次に行きます。 

 それでは、町長交際費の公開についてを質問いたします。 

 他の自治体ではホームページで公開しておりますが、まず、県下及び近隣でホーム

ページで公開していない市町村の状況を調べているかどうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 
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○総務課長（岡﨑 浩君）近隣で申し上げますと、京築管内、当町以外、全て公開をい

たしております。そのうち、行橋、豊前、苅田につきましては、首長と議長の交際費

も公開しております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）昨年の６月に私が質問したときに、考える時期に来ていると答弁

したと思いますが、考える時期というのはどういうことだったのか。それと、公開す

るのに特に考えなければならないことがあるのか。また、いつまで考える時期なのか

をお尋ねします。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）昨年の６月の答弁でございますが、京築管内では、当町以外、

全て一定の基準で公開をしており、今後考えていく時期は来ていると考えてますと答

弁し、あわせまして、またその際は、他の自治体と同様、議会との共同歩調も御相談

の上、考えていきたいというふうにお答えをしております。 

 時期の明言はできませんが、議会側の事務局とも協議の上、公開をしていきたいと

考えております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）議会の分については、私も議長のほうに要望したいと思いますの

で、ぜひとも早くしていただきたいと思います。 

 それと、以前の質問で、相手先があるから氏名の公開は控えさせていただくとの答

弁であったと思いますが、税金等を使って支出していますので、秘密にすることは許

されないことだと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）他市町の公開にあわせても、例えばそういった部分、相手方

のプライバシー等に配慮が必要な場合は公開はいたしませんということを書かれてお

ります。当然、同様の考えと思っておりますし、今後、例えば企業誘致等を行ってい

く際に、もっと微妙な部分がございまして、相手方がわかるということは、その会社

の株価の動向であったり、それから金融機関の動向であったり、さまざまな部分まで

配慮しなきゃいけない部分等々ございます。ですから、当然、配慮が必要な場合は公

開を控えるのは当たり前のことだと認識しております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 
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○３番（廣﨑誠治君）相手先を含めて公開している自治体は結構ありますよね。公開を

控える理由がほかに、先ほどの理由以外にはないんですかね。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）全ての自治体が全ての相手先を事詳細に公開してるわけでは

ないと思っております。また、自治体によって交際費の基準が当然尐しずつ違ってお

りますので、その辺はしっかりと私どもも考えております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）議長交際費もございますが、町長の分を先駆けてやるという考え

はないですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）その辺、御相談しながらということで、当然、先行してやる

ことも考えられなくはないと思っております。ただ、時期の明言はこの場ではいたし

ませんので、その辺は御理解ください。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）そのときは、改めて支出基準も作成して公開したほうがいいと思

うんですが、その辺、どうでしょう。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）前回もお答えしましたが、内規として一定の基準を２０年７

月に設けております。その基準を近年、一部改めまして、会費等においては個人負担

を厳格化して、執行額も議員が現職でおられたときの半分近い部分の執行額に抑えて

やっております。ですから、あえて、改めて作成する必要はなく、もう今、ものはあ

りますということでお答えしておきます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それでは、今ある内規をそのままの基準とするという形でいいん

ですかね。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）内規まで公開するのかどうかの部分については、今後、検討

してまいります。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それでは、次に参ります。 
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 上毛町職員の給与实態について質問いたします。 

 国は同一労働同一賃金の推進を行おうとしていますが、役場は今どうなっています

か。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）おそらく議員の御質問は、嘱託職員、臨時職員の賃金のこと

をお尋ねであろうと思いますが、国の同一労働同一賃金につきましては、平成２８年

６月に閣議決定されました、日本１億総活躍プランでの非正規雇用の待遇改善に関す

る考え方でございまして、我々地方公務員につきましては、地方公務員法の改正によ

りまして、３２年度から運用開始を目標として、会計年度任用職員という制度が創設

されております。現在、町で雇用しております常勤的臨時職員、嘱託職員につきまし

ても、必要に応じて移行することになりますので、制度として、今、国がおっしゃら

れる同一労働同一賃金をそのまま我々公務に当て込むのではなく、制度が違う制度で

できているという部分を御理解いただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それはいつから行われるんですかね。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）現在、各セクションが雇用しております臨時職員、嘱託職員

の全体的な状況を調査いたしておりまして、本格的移行は平成３２年度でございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）職員の給料の实態なんですが、国家公務員と比較して、公務員の

賃金についてはラスパイレス指数というのがございますが、類似団体との比較でどう

なっておりますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）一般的な類団との比較という部分ではございませんが、２９

年度、上毛町ラスパイレス指数は９７.３でございます。近隣市町、京築で見ますと、

吉富町が９３.４という低い数字ですが、それに次いで２番目に低い数字となってお

ります。参考までに、県内の平均値は９８.１でございます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）吉富町が一番低いというのは承知しておりますが、上毛町はこの

近所では下から２番目という形だと思います。 
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 それでは、嘱託保健師、看護師、保育士、管理栄養士等、嘱託の職員、それから臨

時職員の賃金、調べておりましたらお知らせください。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）一般的な事務員の臨時で申しますと、当町と豊前市が同額の

６,２００円、吉富が７,０００円、築上町が７,６００円でございます。 

 それから、嘱託の保育士あたりでいきますと、吉富には嘱託の保育士制度がござい

ません。日給のみでございます。豊前市で月給１４万１,０００円、当町が１６万円、

築上町は１６万１,６００円から３年間上がっていくようなスタイルになっておりま

す。 

 それから、管理栄養士、保健師等は一概に比較ができないのが、勤務实態がかなり

変わっておりますので、週の勤務日等がなかなか平均的ではございませんが、他の水

準と比較して、そんなに遜色のある金額ではございません。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）今の調査では、臨時職員の給料が一番低いと思いますので、これ

の改定を行う気はあるか。まず、臨時職員の、いつから改定していないのかをお尋ね

します。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）一般的な臨時職員につきましては、合併時点から改定はいた

しておりませんが、清掃等は最低賃金の改定で、昨年、改定しております。それから、

嘱託の保育士につきましては、２７年度、近隣との動向を比較して改定をいたしてお

ります。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）私も一応、中津市、行橋、苅田、京都等を調べましたので、保育

士の嘱託の賃金は結構いいもんだと思います。ただ、臨時職員はちょっと安いと思い

ますので、上げる気はございますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）先ほど申し上げました、３２年に会計年度任用職員の制度導

入を控えております。会計年度任用職員になりますと、賞与等も支払われるようにな

る、ある程度の給与水準が確保されると考えております。 

 それらの検討時期に上げるというのは非常に厳しいものがあるので、それらの制度
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改定時にあわせて、しっかりとした賃金体系に見直していきたいと思ってます。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）その場合、扶養手当、通勤手当等も考慮されると思うんですが、

その辺も考慮されるということでよろしいんですかね。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、オープンになった国の制度等にしっかり乗ってやって

いきたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員。 

○３番（廣﨑誠治君）それでは、そういうふうにやっていただきたいと思います。 

 私の質問はこれで終わります。 

○議長（安元慶彦君）廣﨑議員の質問が終わりました。 

 次に６番、宮崎議員、登壇ください。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）６番、宮崎です。一般質問を行います。 

 今回、３点について質問いたします。 

 １点目、オリンピックのキャンプ誘致について。 

 ２点目、２期目４年間の目標や施策について。 

 ３点目、地域づくり協議会について質問いたします。 

 ２点目の２期目４年間の目標や施策についてでございますが、これは同じような質

問を１２月に行っておりますが、主な答弁が３月議会を期待していただきたいという

ような答弁でございましたので、３月になりましたので、改めて再質問しました。 

 まず、１番目のオリンピックキャンプ誘致についてですが、先日、ピョンチャンオ

リンピックが終了して、日本のメダルラッシュに沸き、大変盛り上がったわけでござ

いますが、この次のオリンピックは２０２０年東京、この日本で行われます。それに

向けて、さまざまな動き、オリンピックの競技場の建設とか、いろんなキャラクター

が先日決まりました。福岡出身の方のキャラクターが選ばれるというようなことで、

大変盛り上がってきております。そういった中で、各自治体等においても、海外チー

ムのキャンプ地の誘致に乗り出しております。 

 以前、この議会の中で、そういったキャンプ地の誘致を提案いたしましたが、現状

はいかがなものか質問いたします。 
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 あとは、順次自席にて行います。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）それでは１番目の、以前、２０２０年東京オリンピックに向けて、

海外チームのキャンプ地の誘致を提案しましたが、検討するというような答弁だった

と思いますが、今の現状はどうでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それでは、議員御質問の２０２０年東京オリンピックに向け

て、海外チームのキャンプ地を誘致を提案したが、今の現状はについて御答弁させて

いただきます。 

 オリンピック海外チームの誘致に当たっては、上毛町の施設をキャンプ候補地とし

て、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会に登録する必要がござい

ます。この場合、国際競技連盟の定める要件を満たす機能や仕様が備わっている練習

施設、競技用具、あと、組織委員会の推奨する宿泊施設やサービス、医療体制、警備

体制等を備えていることが条件となっております。宿泊施設やサービス、医療体制、

警備体制につきましては、近隣自治体の施設、関係機関と連携することによって条件

をクリアする可能性はあるとは思われますが、練習施設に関しては、国際大会の基準

を満たす施設は本町にはございません。 

 それで、以前はキャンプ地誘致について総合的に検討した結果、難しいかなという

ことで判断をいたしましたが、また新たに、単独での誘致も可能という情報も入りま

したので、今後は前向きに考えてみたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）そういった中で前向きに考えていただけるということで、現实に

県内とか、福岡県北部地域で誘致の協定等を結ばれてるところも出てきておりますの

で、その辺の動向はどのように把握しておりますか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）県内や大分県北部地域の動向ということですが、まず、県内

ですけれども、４市町がオセアニアの１５の国と地域の受け入れが決定しております。

その他、政令市である福岡市や北九州市、久留米市や田川市、飯塚市の五つの市が誘

致の意向を表明しております。一方、県外の大分県中津市ですけども、バドミントン
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競技でマレーシアのチームを誘致する意向を表明しております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）そういう施設面で大変難しいというふうなこともありましたが、

例えば、今、福岡県のほうも新年度の予算、来年度の予算に誘致に対する補助等を予

算に組んでおりますので、これを契機にと言ったらあれですけど、これに乗っかって、

やはり上毛町も何らかのそういった施設整備するいいチャンスじゃないかなと思いま

すね。そういうふうに町独自でつくれと言ってもなかなか難しいかもしれませんが、

せっかく国や県もそういった誘致を支援しましょうという動きで、そういった点で、

新たなスポーツ施設の整備にもつながると思いますので、その辺のお考えはいかがで

すか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）県のスポーツ振興課のほうに町のほうから働きかけをしておりま

して、来年度予算があるということでございますので、協力は可能だということで、

ただ、県は国を紹介するというところまではできませんと、町が直接働きかけを行っ

てくださいということで、その国または種目を誘致する理由はしっかりと固めておい

てほしいということでございますし、また、大会が終わった後のビジョンというもの

も見据えて、町の考えを固めてほしいということでございますので、報告だけ、今、

県と協議をしているところでございます。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）そういった中で、たしか北九州市はタイ王国だったと思います。

今、オリンピックというのは２００以上の国が参加して、３３競技、３３９種目とい

う、自分たちが知らないような種目の競技もあります。 

 そういった中で、例えば北九州都市圏連携何とかとかがあったと思います。そうい

った広域行政的なですね。北九州に来られたタイ王国のある競技の方に、「どうですか、

上毛町」でというような話もできるんじゃないかなと思います。そういった広域的な

協力体制の中で、一部分のこの競技だけは受け入れますよとかできるんじゃないかと

思います。 

 例えば、新しく種目になったＢＭＸとかクロスバイクとか、そういったものは施設

じゃなくて、アウトドアの山の中で使ったりとか、仮設のコースでも、要するにオフ
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ロード的なコースであるならば、設備にそれほどのお金がかからないんじゃないかと

思いますが、そういった各市町村との連携の中でというのはいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）連携をしてやったらどうかということですけども、そもそも

このキャンプ地の誘致の目的ですけども、事前キャンプを实施してもらうことが目的

ではございません。このキャンプをしてもらった、それをきっかけに、今後、相手国

と継続的に交流を深めてくださいということが最終の目的と考えております。 

 ですから、競技、種目がどうのこうのということよりも、これは私の考え方になる

んですけども、今、うちはタイのチュラロンコーンとの国際交流を通して、交流を活

発にやっていっております。ですから、このキャンプ地を誘致するに当たっても、種

目ということよりも、まず国ということで、タイのほうにこだわったほうがいいので

はないかなとは考えております。あと種目につきましては、その後からの分というふ

うになろうかと思います。 

 ただ、こっちがキャンプで来てくださいと言っても、先ほど町長が言われましたよ

うに、相手国が決まらないと、これも、話も全然前向きには進みませんので、まずは

相手国を探すというところからのスタートになろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）当然、キャンプありき、競技ありきじゃなくて、教育関係のほう

でも、よくグローバル、グローバルということを言っておりますし、町長におかれま

しても、やはり一流のものを見ていただきたいということをおっしゃっておりますの

で、なかなかハードルは高いかと思いますが、そういった教育的な観点から、スポー

ツの分野でも一流を見ていただけるといいヒントになるんじゃないかと思いますので、

ぜひ、まだ２年ほどありますので、検討していただければと思います。その辺はどう

でしょう、町長。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）私も議員御提案のとおりだろうと思っておりますし、担当課長が

お答えしましたように、今後の交流というものを進めていくのが一番の目的だという

ことでございますし、担当課も意気込みがあって、ことしもそういった交渉をしたい

ということを申しておりますので、進めてまいりたいというふうに考えています。 
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○議長（安元慶彦君）宮﨑議員。 

○６番（宮崎昌宗君）それでは、２０２０年を期待したいと思います。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 ２期目４年間の目標はということで、１２月にも町長に質問いたしましたが、当時、

答弁といたしましては、３月議会で当初予算案に盛り込むので期待していただきたい

というふうにありましたが、そういった中で、必ず实現したい計画や数値目標、当然、

全ての議案が必ず实現したい計画や数値目標だと思いますが、その中で、特にこれに

は力を入れたというのがあれば、よろしくお願いいたします。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）必ず实現したいという目標ということでは、総合戦略はもとより、

第２次総合計画が实現すべき規約と考えておりますし、数値目標につきましては、初

日の提案理由でも申し上げましたが、人口ビジョン１万人が全ての数値目標の基礎と

なると考えております。 

 雇用なくして定住なしの具体策につきましては、常々申し上げておりますように、

企業誘致、商業誘致をトップセールスで図っていきますと答弁しておりますし、その

考えに変わりはございません。本来は、先ほどから申し上げておりますように、民対

民で１０号線の整備が進んでいくべきであったと思いますが、１０号の道路インフラ

については、新吉、大平時代に行政が余り関与せずに盛土や側道をつくってしまった

ことで大きなチャンスを逃したというふうにも言えるだろうと思います。当町の大き

な発展を妨げていると言っても過言ではないと思ってます。今さら言っても、先ほど

言いましたように後の祭りでございますので、今後の地域開発において、定住ゾーン、

交流ゾーンとして、町の方針を鮮明に打ち出して、動きを加速させてまいりたいと考

えております。 

 財源なくして助成なしの具体策につきましては、ふるさと納税のさらなる拡充を考

えており、予算規模では１０億円といたしましておりますが、担当課にさらなる高み

を目指せとハッパをかけておるところでございます。また、基金の債権の運用につい

ても、運用幅の見直し等である程度の財源確保を図りながら、先進事例等の研究を行

って進めてまいりたいと思っております。 

 次に、教育なくして未来なしの具体策でございますが、まずは平成３２年度に導入

される英語化への対応の前倒しを行ってまいります。ＩＣＴ導入についても前倒しで
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予算増額をしております。今後もさまざまな学習支援やその他プログラムも逐次検討

してまいりますが、教育は成果が出るまで時間のかかる分野であり、じっくり検討の

機会を設けたいと思っております。国際交流事業につきましても、小学生の相互の交

流から年代や分野を拡大し、広く教育のみでなく、経済までの交流に広げていければ

と考えております。 

 最後に、農林水産新時代で申しますと、森林バンクの創設については、当町にマッ

チするのかどうか検証してまいりたいと思いますし、農業の新規就農については担当

課での検討を指示しているところでございます。 

 地方大学の振興で捉えますと、まずは大学誘致を視野に入れたアプローチを検討し

ております。 

 観光立国と言えば、大池公園の開発が観光資源の創出であり、まずはそこからスタ

ートすると考えているところでございます。 

 ２期目４年間の目標、施策については以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）今回、早速３０年度予算の中に、結構攻めた内容になったんじゃ

ないかと思います。例えば保育の軽減というのは、豊前の国一優しい保育料というこ

とでかなり減額されております。そういった中で、当然、今現在、払っている方とい

うのは实感すると思いますね。例えば４万円台の人が３万円台になったら、ああ、安

くなったと实感すると思いますが、例えば安くなったのからスタートした人というの

は、これが当たり前になってしまうと思うんですね。そういった中で、やはり上毛町

はこのように頑張ってるんだぞとか、豊前の国一優しいんだぞというのをやはり知っ

ていただかなければ、町民の方というのはそれが当たり前になってしまうと思うんで

すね。 

 そういった中で、そういった取り組みというのは、ただ金額安くなったではなくて、

他町村と比べるとか、近隣と比べるとか、そういうわかりやすい数字を提示して、町

民の方に知らせていただきたいと思いますが、その辺はいかがですか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）議員御指摘のとおり、要するに、いい施策を打っても、コマ

ーシャル下手では、なかなか広く他の市町の方々に納得をいただいて上毛に住んでい

ただこうという契機にはならないと思いますので、それについてはしっかりと担当課、
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それから情報政策担当課を含めて、情報戦略の向上というのが最大の課題であると思

っておりますので、その辺は頑張っていきたいと思っています。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）やはり住民の方々に、どうしてもあれしてくれ、これしてくれと

いうような話が多くあると思います。そういった中で、こうするためにはこのような

お金が要るんだぞ、ただ単に、ただにするにはこれぐらいのお金は要るんだというよ

うな、そういった住民に対する教育というか、わかっていただくということを今後進

めていく必要があるのかなと思います。午前中にもありましたが、そういうのが、要

するに、社会人に対する教育、この社会のあり方を知ってもらうという社会の教育か

なと思います。 

 例えば千葉市でございますが、千葉市は当初、小学校３年生まで３００円上限で医

療費負担というのをやっておりましたが、３００円でもただにしてくれという声があ

ったらしいです。ただにすると、千葉市は人口多いですから３億かかるそうです。そ

ういったことをしっかりと住民の方にお知らせして理解してもらうと。それだったら

納得したよと、納得した今では５００円負担になったらしいです。５００円負担にな

って、中学校３年生までが医療費の補助を受けられるということになったと。要する

に、普通だったら３００円が５００円になるのは住民の人は嫌だと言うと思いますけ

ど、そのサービスが向上することで、高い負担を受け入れるということもできていま

すので、ぜひ財源のあり方とか、そういうのを含めて、それも一つの社会教育だと思

いますし、午前中の岩花議員の社会教育にもつながると思いますが、その辺はいかが

でしょうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）おっしゃったようなことは当然大事だろうと思います。です

から、今回、例えば学校の給食食材に上毛町産の部分は、米については全額助成を行

うような制度を入れておりますが、その辺を、例えば給食袋をそれぞれ学校のほうで

配付する際に、わかりやすく、あくまでこの部分は町から入ったので２月分がゼロに

なったんですよとか、そういった表記をしっかりしていただいて、住民の皆様に伝え

ていこうというような動きを進めております。さまざまな政策の中で、そういった部

分をうまくコマーシャルしてまいりたいと思っています。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 
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○６番（宮崎昌宗君）今回、３０年度でもかなり攻めた内容になったと思いますけど、

なかなか言いにくいかもしれませんが、今回見送った取り組みとか、本当はしたかっ

たんですけど、ちょっと時間的な都合だったり、財源的な都合でできなかった、でも

これはやりたいんだというような施策というのはございますか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）午前中の御質問の中にも尐し出ましたけども、例えば高校生

から社会人までのさまざまな研修の機会に助成をやったらどうかという部分は、町長

から検討の課題をいただいておりましたが、しっかりした制度設計をしないと、本当

にただの遊びにお金を使ってしまったようになってはいけないので、ちょっとそこら

辺でお時間をいただいている部分と、企画情報課長が同じように答弁した中で、定住

に結びつくためのさまざまなパッケージで政策を考えていって、移住するきっかけに

なる取り組みのところから、結婚、出産、そして、その後の住宅取得あたりをパッケ

ージとして何らかの、ばらまきでない助成制度ができないかという宿題もいただいて

おりますが、いかんせん複数の課にまたがる部分の課題がございましたので、やっぱ

り課題をしっかり整理した上で、単純なばらまきではない定住に結びつく政策をパッ

ケージとしてつくるのに尐しお時間をいただいているというところがございます。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）それでは、つまり３１年度はもっと期待していいということでし

ょうか、町長。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）御期待に沿えますよう、しっかり結果を出してまいりたいと思い

ますけれども、やはり教育の基本、午前中も教育ありましたけれども、やはり我々が

それだけの背中を見せることだろうというふうに常々申しておりますし、ふるさと納

税もそうですけれども、その裏には努力があって、これは数字が突然１２億に行って

るわけじゃないんですね。それぞれ、みんな職員が苦労して、努力してなっているの

で、それに対してどうのこうのとかおっしゃるんじゃなくて、頑張っているところを

もう尐し、ＰＲも足りないんでしょうけれども、これからはふるさと納税に限らず、

いろんなもので、行政が民間に負けないように攻めていくということで、しっかりと

質の向上を示してまいりたいと思ってます。産学官連携して、我々がまず背中を見せ

るということで教育を考えてもらいたいと考えておるところでございます。期待して
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ください。 

○６番（宮崎昌宗君）それでは期待していきたいと思います。 

 その中で、やはりこの小さな町でございます。財源も限られ、いろんなマンパワー

も限られております。そういった中で、国の施政方針に沿った施策に取り組むという

のが一つのこの地域が浮上する手段ではないでしょうか。先ほども答弁していただき

ましたが、特に地方創生分野、農林水産新時代、地方大学の振興、観光立国というの

が安倍総理も言われております。 

 そういった農林水産新時代の中で、町として、すぐ効果が出てくるというのは森林

バンクではないでしょうか。今時点で九州各県に森林環境税というのがあります。そ

れに似たような制度と聞いておりますが、今の段階で森林バンクを創設し、そういっ

た関係で町にどれくらいの財源が来るのか、また、町にどのような仕事が生まれるの

か、把握してる状況がありましたら、お答えください。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）その部分につきましては、１月２２日の首相の所信表明にも

細かく、若干書いておりますが、そういった部分の中で当町への影響までは試算はし

ておりません。例えば森林バンクにつきましても、大きくぼんと出た後の事業の詳細

というのになってくると、かなり様相が違っているケースがございますので、その辺

は尐し検証させていただきたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）議員の中でも、この森林に対する関心というのは大変高くて、今、

特に竹が生え放題で、その管理をどうするとかいうことも議員の中でも話が行われて

おりますので、ぜひそういうことを活用して、特に上毛町というのは山も多いですし、

町長も新しく林業を振興していくんだとおっしゃっておりますので、ぜひ取り組んで

いただきたいと思いますし、議員も勉強して、いい提案をしていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 次に、地方大学の振興の分ですけど、やはりこれも地方への若者の流れを生み出す

ということを国が言っております。当然、土地等必要だと思います。農地転用の話が

前にありましたが、農地転用をするのは大変難しいと、商業施設にしろ工業施設にし

ろ、大変難しいということが改めて理解できましたが、そういった中で、公共的な施

設、学校や病院とかは割と転用しやすいというふうに私は理解したんですけど、そう
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なったら、まさにこの地方大学こそ、狙いを定めて誘致していくべきじゃないかなと

思います。というのは、土地がないと言っても、こういう公共的な大学、学校施設で

あるなら転用しやすいのであるならば、それをターゲットにして、一点集中でいくの

もいいんじゃないかと思いますが、町長、いかがですか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）まさに教育のだいごみというのがこの大学の誘致だろうと思って

おりますし、先ほども申し上げましたが、観光立国、観光で盛り上げていこうという

ような部分も、交流ゾーンと位置しております大池公園周辺、このあたりと絡めて、

私は大学の誘致は不可能じゃないと思っておりますし、また、その大学のあり方です

よね。 

 これまでは卒業証書をもらうまでが大学のあり方だったのかもしれませんけども、

それから、またゼロからスタートするんではなくて、即戦力を育てていくためには、

やはり失敗をしていかなければならんというふうにいつも思ってます。商売もそうで

しょうし、失敗の中から成功をつかむというのが成功者の共通する意見だろうと思っ

ております。 

 そういったことを勘案しながら、学生にまちづくりに参画してもらうと。例えば大

池公園の開発であるとか、そういったものを学生と一緒にやっていこうと。そして、

失敗をしなさいと。そのかわり、必ず成功をつかめと。それが僕は一番の卒業証書だ

ろうと思っておりますし、そういったことを学びながら即戦力を育てる大学を誘致し

たいと思っています。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）ぜひこの地域が浮揚、浮上するためには、そういった大学であっ

たり、若い力が必要だと思いますので、頑張っていただきたいと思います。 

 その次の観光立国でございますが、今、本当に日本への観光実というのが海外から

ふえてきております。そういった中で、いろいろ議会としても研修に行きますけど、

上毛町にこれがないなと思うのは、やはり観光協会じゃないかなと思います。上毛町

の規模とか観光資源を考えたときに、観光協会を設立するのはちょっと難しいのかな

というふうに思いますが、その辺のお考えはいかがですか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）商工会の会長もお見えいただいておりますけれども、なかなか商
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工の分野が非常に弱い地域でございますし、そういったところを今からつくっていく、

人を集めていかなければならんというふうに思っております。そういう中で、しっか

りとしたビジョン、そして、より鮮明な施策というのを打ち出していって、そして、

モデルをつくりながら、これから育てていく商業というものをつくりながら、そうい

った交流ゾーンである人が集まるゾーンというのをつくってまいりたいと考えておる

ところでございます。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）そういった観光協会がいずれできればなとは思うんですけど、現

在、中津市はもちろんですけど、豊前市とかも観光協会ができております。 

 そういった中で、先日、福岡の周防灘周辺の物産展に私も行ってきたんですけど、

隣の豊前市さんの観光協会の会長さんから、ぜひ上毛もいろいろ連携してやっていき

たいと。要するに、豊前市だけでは観光資源が足りないと。当然、上毛町は観光協会

すらないと。だけど、やはりこの地域を連携して、民間の力で売り込んでいきたいん

だというようなことをお話しいただきました。上毛町であるなら期間と場所を限定し

て、例えば蛍のときだけは来てくださいとか、そういうピンポイントの観光というの

をＰＲできていくんじゃないかなと。近隣町村と、例えば周防灘地域のような形で連

携して、この地域の観光を振興していくことも必要じゃないかと思いますが、その辺

の広域的な連携というのはいかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）もちろんうちのインターを見ても、中津に一番近いインターでも

ございますし、中津市との連携、豊前との連携というものも十分必要になってくるだ

ろうと思っております。しかしながら、悲しいかな、やはりうちはたまりがないと、

顔がないというような状況でございますし、そういったものをしっかり整備しながら、

お金も落としていただいて、また、喜んでいただいて帰っていただくということは基

本になると思っております。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）それでは次の、地域づくり協議会について質問いたします。 

 まず、この地域づくり協議会の設立の経緯と町における位置づけというのをお答え

ください。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 
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○企画情報課長（福田正晴君）それでは、地域づくり協議会の設立経緯と町における位

置づけでございます。 

 設立の経緯については、平成１９年度に町民が主体となって総合計画を補完する上

毛町コミュニティ計画が作成されております。翌年の平成２０年度には、コミュニテ

ィ計画の８８プロジェクトを实際に实行する組織として地域づくり活動団体が公募さ

れました。３年間に限り、町が活動費の支援を行ってきております。 

 この事業により、住民がまちづくりに参画できる体制が整備され、地域が抱える問

題の解決や身近にある資源を生かした地域の活性化など、町民みずからがまちづくり

の主体として地域に貢献できるようになりました。その中、各団体の支援期間の３年

間で、それぞれ自立に向けた取り組みを行っていますが、自主運営できるまでに至っ

ておらず、支援なしでは現行の活動を維持していくことは困難な状況でした。 

 そこで、各団体の代表者が集まり、今後も活動を継続し、地域に貢献するために、

各団体が協力、連携することにより財源不足を補い、活動の継続を図ろうと上毛町地

域づくり協議会が設立されました。 

 地域づくり協議会はコミュニティ計画を推進する上で、今後も町と連携して取り組

みを進めていくことをもちろん期待している団体でございます。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）そういった中で、協議会としての活動内容と運営の实態というの

はどのように把握されていますか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）活動内容と運営自体でございます。 

 主な活動については、協議会主催のイベントの開催、先進地の視察、地域づくり活

動事業成果発表会における審査など、いろんな分野で活動をしていただいております。 

 運営については、会長以下副会長、幹事、会計、事務局のほか、安心安全部会、文

化伝承部会、交流活動部会、情報発信部会の４部会で構成されており、それぞれの部

会においてさまざまな事業が展開されております。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）協議会として新たにできて、１９年ですので、１０年ぐらいです
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ね。そういった中で、課題とか問題点とかいうのは、その間で何か見つかりましたで

すか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）皆それぞれ各分野で活動していただいております。すば

らしい活動を皆さんしておりますが、基本的には自立する団体になってほしく、町の

ほうで期待しているところでございますが、なかなか自立して活動できるところまで

成長できてない状況でございまして、今後も町のほうで支援をしながら、自立活動で

きるような団体になっていただきたいと思っております。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）地域づくり協議会という名目の団体って、結構ほかの市町村にも

あるんですね。その協議会の役割というのは、ほとんどが自治会的な役割が多いとい

うように、私もいろいろ現地に行って見たりしたんですけど、例えば北九州市あたり

は、人口何万人かの中で協議会をつくって、そこで自治会的な役割、常設のスタッフ

を置いてあったりするわけですね。宗像市においても、同じようなのをつくって、自

治会的な、要するに公民館を拠点にして地域づくり協議会というのをつくってやって

いるんですね。 

 そういったところを視察して感じたんですけど、上毛町の地域づくり協議会という

のは、地域づくり団体連絡協議会的な形かなというふうに私は思うんですね。本来、

この地域づくり協議会というのは、自治会的な役割のところが多いので、尐し研修に

行ってとか現地を見て、ちょっと違和感を感じるところもあるんですね。そういった

中で、将来的にはそのような自治会的な、行政のある程度の部分を補完するようなこ

とを目指しているのか、それとも、現状の団体の連絡協議会のままでこのままずっと

行くのか、その辺のビジョンとかありますか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）今の段階では、このとおり、各団体の連絡協議会という

实態でございます。将来的に、今、自治会等のほかの組織となりますか、そういうふ

うな状態になればベストでございますが、今後、新しくコミュニティ計画もできまし

て、その中で、来年度、いろんな活動方向性について、１年かけて協議する期間を設

けております。それを含めたところで協議を行うタイミングであるのかなと思ってい

ます。 
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○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）そういった中で、町の総合計画とか、観光を伸ばしていこうとか、

交流人口をふやしていこうということが書かれております。そういった中の受け皿と

いうのは、これ、間違いなく、そういった協議会に加わってる団体さんとかメンバー

さんになるんじゃないかと思いますけど、観光や交流人口を推進していく上で、今後、

町とのかかわりはどのようになっていくべきだとお考えですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）協議会とのかかわりについては、先ほど言いましたが、

今、策定しております第２次コミュニティ計画を推進の上で、町と連携をとりながら

進めていくことが必要だと考えております。また、住民との協働を進める上で、協議

会の果たす役割は大きく、町と協力することで効果的な推進ができるものと思ってお

ります。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）私なりに今時点の問題点が二つあると思っています。一つは、や

はり持続可能な組織なのかなというのが問題点と思ってます。というのは、特定の人

物とか能力に頼って協議会の運営を、どうしても町がちょっと目を離し、手を離し過

ぎてしまってるのかなと思います。いろんな他の団体の協議会等を見てると、やはり

常勤のスタッフなどを整え、もっと公的な位置づけに昇華させるというか、レベルア

ップさせる必要があるんじゃないかなと思います。そうしないと、今後、町が交流人

口をふやしていこうとか、そういったときに、うまく機能しないんじゃないかと思い

ますね。例えば地域づくり協力隊をスタッフとして入れて、常設機関として置いて、

事務機能を向上させていくとか、そういうふうに、特定の人物、特定の能力に頼る組

織というのは、余り持続可能性がないと思うんですね。 

 そういった中で、本当を言うと、役場のどこかの課が事務局をやってくれたりした

らまだいいと思いますけど、それも難しいと思いますので、地域おこし協力隊などを

活用して、常勤スタッフを整える必要があるんじゃないかと思いますが、いかがです

か。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当町の地域づくり協議会のありようというのは、当然、第２

次コミュニティ計画を現在策定しておりますので、その辺とどうミックスしていくか
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によって、議員のおっしゃるような今後のあり方という部分が出てくると思います。 

 ただ、宗像あたりの地域づくり協議会というのは、恐らく合併後の地域協議会がそ

ういうふうな変遷に至っているので自治会的機能を持ってるんじゃないかなというふ

うに思ってるんですが……。済みません、そこら辺はそういうふうな感じでおります

が、ただ単に地域おこし協力隊員をそこに入れてということになるのかどうかは別に

して、継続をしていく部分の役割は当然あると思いますので、そういった部分、企画

情報課としても行政でどこまでは補完できるのかという部分は、今後の第２次のコミ

ュニティ計画とのかかわりようによっての検討課題であると認識をいたしております。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）地域づくり支援協議会の他市町の例なんですけど、ほとんどが、

例えば中学校校区に一つあったりするわけですね。校区が四つあれば四つの協議会が

あるわけです。そういった中で、ほぼ自治会的な役割として地域の、いろんな行政が

やらなくてもいいような仕事をその人たちが担っているというのが大体地域づくり協

議会では一般的なんです。 

 上毛町というのはそうじゃなくて、地域づくり団体の連絡協議会的なものでしかな

ってないというので私はちょっと指摘したわけです。そういった中で、今後、観光分

野なり交流人口をふやしていく上で、今のような目も離し、手を離していると、やは

りそれができていかないんじゃないかなと思います。特に、灯篭祭り等でかなり動員

をかけて手伝ってもらったこともあると思いますので、今後、町のイベント等を考え

たときに、やはりどっちかに進まないと持続可能性がなくなるんじゃないかなと思い

ます。 

 特に今、よくメンバーの方が言われるのは事務所の問題ですね。先ほどの質問でも

出ていましたが、事務所がこの支所の裏の２階建てか平屋かのプレハブ小屋に移ると

いうことで、大変、皆さん残念に思ってます。というのは、やはり交流人口をふやし

ていく受け皿であるのに、あのような隠れた場所というか、物陰にあるような事務所

で、果たしてこれから交流できていくのだろうかというようなことを皆さん思ってい

ます。こんな扱いならもう解散しようかみたいな声まで出ておるのが实情でございま

す。 

 行政としても事務所の場所の確保というのは難しいと思いますが、私がちょっと提

案したいのは、げんきの杜がありますが、げんきの杜のお風呂のほうに事務所の跡地
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みたいのがあります。カウンターがあってですね。そこに移したらどうかなと思うん

ですね、事務所を。というのは、げんきの杜というのは、当然、社会福祉協議会が指

定管理ということで受けておりますが、社会福祉協議会というのは人に対する福祉だ

と思うんですね。地域づくり協議会のメンバーさん、団体、各種団体さんというのは、

これ、地域に対する福祉を担っていると思うんですね。そういった中で人や地域に対

する福祉は一つに集まると、より大きな力出すんじゃないかなと。つまり、げんきの

杜が福祉とボランティアの拠点となっていくんじゃないかと思いますので、ぜひ、げ

んきの杜の活用とか拠点整備とか、福祉やそういうのの一体化ということを考えてい

ただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）今、まさにげんきの杜、社協も含めて大改革をやろうとしている

ところでございますし、地域づくりは、それとは別だと私は思っております。 

 そういう中で、これは何案かあるわけでございまして、この近くのプレハブという

のもあるんでしょうけれども、役場の裏にもありますし、いろんなところが私はあっ

ていいんだろうと思っております。ただ、その団体がここじゃ活動できないとかいう

ことは私はおかしいと思いますし、それと、地域づくり協議会も変わらなければいけ

ないというのがやっぱり温度差がある。頑張っているところとそうじゃないところも

あるんだろうと思います。その辺の思いというのは、しっかり変えていただくところ

も必要なんだろうと思うし、頑張るところは応援する、全面的に支えるということで、

皆さんにもう一度あり方を問うてまいらねばならんと思います。 

 今、ＮＰＯと一緒になってる部分で言えば、一回整理をして、それでまた再スター

トをするぐらいの思いで、いい組織にしていただければと考えているところです。宮

崎議員さんもその協議会に入られて、いろんなことを気づくだろうと思いますし、ま

た、連携していただきながら、教えをいただければと思います。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員。 

○６番（宮崎昌宗君）町の総合計画等の实行を考えたときに、やはりこの地域づくり協

議会がしっかりと機能していかないと厳しいんじゃないかなと思いますので、ぜひ、

いろんな再構築というか、リバイバルというか、そういうのを含めて、もう十年一昔

というか、いい区切りだと思いますので、移転を機に再構築していただければと思い

ます。 
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 以上で質問を終わります。 

○議長（安元慶彦君）宮崎議員の質問が終わりました。 

 ここでトイレ休憩にしましょう。ここの時計で３時から再開します。 

 暫時休憩。 

                           休憩 午後 ２時４７分 

                           再開 午後 ３時００分 

○議長（安元慶彦君）休憩を解き、休憩前に引き続いて会議を開きます。 

 茂呂議員、登壇ください。 

○１０番（茂呂孝志君）私は、ふるさと手づくり村、旧ビール館跡及びその周辺エリア

の今後の運営について、今後の大池公園開発計画について、町長の２期目の政策につ

いて、小中学校の入学準備金の入学前支給について、国保加入世帯の子供の均等割減

免で子育て支援についてを町長に質問いたします。 

 まず、ふるさと手づくり村、旧ビール館跡及びその周辺エリアの今後の運営につい

て伺います。 

 昨年１２月議会では、このエリアは今後も企業誘致や指定管理などを検討している

と答弁していたが、ことしの２月１５日の全員協議会では、ふるさと手づくり村につ

いては企業誘致にすぐ対応できるようにしたいという説明がされました。第２次上毛

町総合計画では、このエリアは交流レクリエーションゾーンとなっています。町はこ

のエリアを企業誘致のゾーンと考えているのか、交流レクリエーションゾーンと考え

ているのか、お伺いいたします。 

 また、このエリア内の建物を使用している民間業者や団体などに、ことしの３月末

での建物の明け渡し請求を行っているようですが、この民間業者や団体などが町の施

設から退去しなければならない合理的な理由があるのですか。あるとすれば、その説

明を求めます。また、町は関係者に対し、いつ、どのような理由で建物の明け渡し請

求を行っているのですか。 

 次に、今後の大池公園開発計画について伺います。 

 昨年６月議会で、大池公園と高速道路との連結は企業と話し合い、連結はお金がか

かり過ぎるので、今のところ、連結は白紙だと理解してほしいと答弁しています。民

間会社から連結にお金がかかり過ぎると言われ、簡単に連結を白紙に戻したが、大池

公園と高速道路との連結は誰と協議して決められてきたのか。また、今後の大池公園
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開発計画について、町長はどのようなお考えをお持ちでしょうか。 

 次に、町長が２期目で目指している政策について伺います。町長は２期目の公約で、

具体的政策は所信表明で話す、所信表明では、今年度の当初予算の中で反映させると

言われました。そこで町長に、①若者対策について、子育て支援の重点政策、②高齢

者対策としての重点政策、③住民の健康を守るための重点政策、④地域振興のための

重点政策、⑤災害対策のための重点政策、⑥交通弱者のための公共交通体系の見直し

について、町長の考えをお伺いいたします。 

 次に、小学校・中学校の入学準備金の入学前支給について伺います。文科省調査の

就学援助实施状況等調査の結果について、平成２９年１２月２５日の通知によると、

準要保護の入学準備金について、２０１８年度入学分の入学前支給を实施または实施

予定している市町村の割合は、小学校で４割、中学校で５割まで広がりました。一方、

検討してない自治体も残されています。この制度は２０１８年度に向けて急速に広が

り、今後も急速な広がりが予想されます。町も一刻も早く、入学準備金の入学前支給

の实施に踏み切る必要があると思いますが、町としてのお考えをお伺いいたします。 

 次に、国保加入世帯の子供の均等割減免で、子育て支援の強化を図ることについて

伺います。国保の均等割をめぐって、サラリーマンなどが加入する被保険者は、子供

の人数がふえても保険料は変わりませんが、市町村国保は世帯内の加入者数に応じて

賦課される均等割があるため、子育て支援に逆行しています。町は１８歳未満の子供

がいる世帯の均等割の負担軽減の实施に踏み切るべきと思いますが、町長の見解をお

伺いいたします。 

 以上、５項目の質問に対し、明確なる答弁を求めます。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）それでは、１番のふるさと手づくり村、旧ビール館跡及

びその周辺エリアの今後の運営についての①。このエリアは、企業誘致にすぐ対応で

きるようにしたいとの説明がされたが、町はこのエリアを交流レクリエーションゾー

ンとして考えているのか、それとも企業誘致のゾーンとして考えているのかでござい

ます。 

 まず、第２次総合計画の基本目標４、輝くまちの基盤づくりにある、生活インフラ

の充实の主要施策⑤の計画的な土地利用を進めるの中に、まちづくりのゾーニング図

がもちろんございます。当エリアにつきましては、交流レクリエーションゾーンとい



-83- 

うことで認識しております。 

 続きまして、町はこのエリアの建物を使用している民間企業者や団体に、今年度末

までに建物の明け渡し請求を行っているようですが、民間業者や団体が町の施設から

退去しなければならない合理的な理由がありますか。また、町は関係者にいつ、どの

ような理由で建物の明け渡し請求を行ったのかということでございますが、１番の廣

﨑議員の答弁と重なるところでございますが、昨年度末に指定管理者に対して、指定

管理制度による管理を終了し、平成３０年４月１日より町が直接管理する旨を通知い

たしました。通知だけでなく、直接お話をしております。平成３０年３月３１日をも

って、当該施設を町に明け渡していただくようお願いいたしました。 

 また、指定管理期間の終了に伴い、指定管理者が当該施設等を貸し付ける権利も消

滅するということになりますので、施設利用者に対しても、３０年３月３１日をもっ

て施設を明け渡していただくよう文書で通知するようお願いしたところでございます。 

 基本的には入居者、テナントさんに対しましては指定管理者、要するに賃貸者契約

者からの撤去の申し入れを行うこととなると認識しております。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）開発交流推進課長。 

○開発交流推進課長（永野英憲君）それでは、私のほうから２項目め、今後の大池公園

開発計画についての２０１７年６月議会で、大池公園と高速道路との連結はお金がか

かり過ぎるので、今のところ連結は白紙だと理解してほしいと答弁していると。民間

の業者から連結にお金がかかり過ぎると言われ、簡単に連結を白紙にしたが、一体誰

と協議して連結の話が持ち上がったのかということにつきまして、御答弁をさせてい

ただきます。 

 高速道路との連結につきましては、過去の一般質問でも答弁をさせていただいてい

るように、平成１７年の合併時に策定された新町建設計画に、東九州自動車道の開通

によって本地域が単なる通過点となる危険性があります。新町が東九州軸の単なる通

過点とならないよう、既存の観光施設を活用したハイウエーオアシスを初めとする地

域の活性化に資する高速道路の戦略的利用を検討しますと記載をされており、我々と

いたしましても、この新町建設計画に沿いあらゆる可能性を検討する中で、高速道路

との連結につきまして計画をさせていただいたものでございます。 

 以上でございます。 
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○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）２番目の、今後の大池公園開発計画についての一番最後の行にな

りますけども、私からは、大池公園の今後の開発について町長の考えはについて御答

弁をさせていただきます。 

 大池公園の今後の開発計画ということで申し上げれば、昨年の町政懇談会で住民の

皆様にお示しした整備方針にのっとり計画を推進していくことになりますが、今、私

がやらなければならないことは、ただ施設をつくるだけではなく、将来に継続してい

くような、２０年、３０年先を見据えたまちづくりを行うことで人口減尐に歯どめを

かけ、人口をふやしていくことを考えねばならんと思っております。この大池公園整

備もその一つの手法として捉えておりますし、今後の整備については本物を集めなけ

ればならないと思っており、また、しっかりとした整備をやらなければならないとも

考えております。 

 具体的に企業誘致ということで言えば、企業ならどこでもいいというわけではなく、

辻口シェフなどの一流、实績のある企業と連携を図り、九州また全国から人が集まっ

てくるような施設誘致を行うとともに、町の負担を極力抑えた整備を考えております。 

 この件に関しましては、今までもそのような考えで行ってまいりましたし、今後も

引き続き行ってまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）それでは３点目の、町長が２期目で目指している政策につき

まして、私のほうから御答弁させていただきます。 

 まず、①若者対策として子育て支援の重点政策はという問いでございますが、初日

の提案理由の中で町長より御説明がありました。平成３０年度はまず、豊前の国で一

番保護者に優しい保育料の設定による負担軽減策、それから、企業主導型保育の補助

創設等を行っておるところでございます。今後についても、地域の子育て力向上のた

めの人材育成や相談体制の充实、それから放課後児童クラブ等の組織強化等を考えて

おりまして、年々進めてまいる考えでおります。 

 それから、高齢者対策の重点施策、介護などはということの問いでございますが、

高齢者対策としても提案理由で町長のほうがお話をされましたが、住みなれた地域で

生き生きと暮らせるためのプログラム、フレイル対策等を含めました上毛生き活き塾
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や買い物弱者支援を３０年度予算に計上いたしております。今後は、げんきの杜を福

祉の拠点と位置づけまして、社会福祉協議会の体制の強化や包括支援センターをげん

きの杜に移設する方向で、高齢者福祉の強化を図ってまいりたいと考えておるところ

でございます。 

 ３点目の、住民の健康を守るための重点施策はということでございますが、保健指

導、栄養指導の強化のため、３０年度から管理栄養士の嘱託での採用を予定しており

ます。胃がんリスク検診や乳がんエコー検診等、他市町に先駆けた政策とあわせて健

康づくりを推進してまいる考えでございます。 

 それから４点目、地域振興策はということでございますが、地域振興策としては、

田舎暮らし交流研究サロンや西友枝体験交流センターゆいきらら等で、さまざまな活

動による東上地域や西友枝地域の振興を図っておるところでございます。また、３０

年度より、試行期間として地域担当職員の配置を検討いたしておるところでございま

す。きめ細やかな地域振興の展開を図ってまいりたいと考えておるところでございま

す。 

 それから、５番目の災害対策でございますが、これまでも行ってまいりました消防

団、防災行政無線等の機能充实や防災備蓄等に加えまして、各種事業者との災害応援

協定の締結による災害復旧への協力体制の構築も図ってまいろうと考えておるところ

でございます。 

 それから、交通弱者のための公共交通体系の見直しはというところでございますが、

平成３０年度中に大きな方向性を出すよう担当課に指示をいたしております。デマン

ド方式等さまざまな方式が世上にうたわれておりますが、上毛町にふさわしい方式に

つきましては、十分に検討を図った上での事業化を図ってまいりたいと考えておると

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）それでは、私のほうから４項目め、入学準備金の入学前支給

についてということで、議員御質問の以前の質問後、入学準備金を入学前に支給する

自治体がふえてきていると思うが、町も实施に踏み切るべきではないかについて御答

弁させていただきます。 

 入学前の給付につきましては、近隣の状況や本町の現状を踏まえ検討をしておりま
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す。ただ、課題として、入学前給付を行った後に、町外へ就学先を変更した場合の返

還手続事務が発生することが考えられます。今後につきましては、課題を一つ一つク

リアし、实施に向けた方向で検討を進めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（佐矢野 靖君）それでは私のほうから、国保加入世帯の子供の均等割

減免について、サラリーマンなどが加入する被用者保険は子供の人数がふえても保険

料は変わらない。市町村国保は世帯の加入者数に応じて保険料がふえる。町は１８歳

未満の子供がいる世帯の均等割の負担軽減（所得制限なし）の实施に踏み切る考えは

ないかについて御答弁させていただきます。 

 まず、国民健康保険税、これは所得割、均等割、平等割の３方式を上毛町は採用し

ておりますが、均等割というのは、応益原則を端的にあらわしているものと考えられ

ます。国保の受益者というのは一人一人の被保険者であり、被保険者が多ければその

分受益も大きいということは明らかで、その受益に見合う負担を行うのが合理的であ

ると考えております。そのため、被保険者数を基礎として、その人数によって算定す

るものが均等割額です。その被保険者数の多い世帯の負担が過重となるのを緩和させ

る方法として、世帯ごとの平等割というのが設けられております。このようなことか

ら、御質問にあるような理由により国保税の減免を行うことは、税負担の公平性の面

から適当ではないと考えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）まず１点目の、ふるさと手づくり村、旧ビール館跡及びその周

辺エリアの今後の運営についてお伺いいたします。 

 このエリアは、あくまでも交流レクリエーションゾーンであると答弁がされました。

それで、町長はここを将来的に商業施設の誘致にしたいんだというような方向で、今、

使われている方の３月までの明け渡し請求と、今後、町がこのエリアを運営していく

というお考えではないでしょうか。まず、その点をお伺いいたします。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）当エリアにつきましては、先ほど言いましたが、第２次

総合計画のまちづくりのゾーニング図にもありますように、交流レクリエーションゾ
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ーンとしてのエリアとして位置づけております。 

 今後、前からも言っておりましたが、企業誘致等も含めさまざまな対応が可能なエ

リアということでございまして、上毛町の玄関口でもございます。町としてもその認

識をしておりまして、各事業に対してスムーズな対応ができるよう、町のほうが管理

を行っていきたいという理由でございます。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）将来的にはあのエリアに企業を誘致したいというお考えのよう

ですけれども、そうした場合、企業誘致とその企業と住民の接点というのはどこにあ

るんでしょうか。あくまで交流レクリエーションゾーンというのであれば、そこに住

民、企業、また、地域外の人たちの接点があると思いますが、どういうお考えのもと

にそういう計画を進めておられるのか、お伺いいたします。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）先ほど言いましたが、企業を誘致する場合、基本的には

交流レクリエーションゾーンに合致する企業なり、業種の形態の誘致という状況にな

ると思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）ですから、そういう業種になると思うんですよ。住民、地域外

の人、それから企業、こういう三つのことが接点になって、やっぱり交流が生まれる

わけですよね。ですから、实際にそういうお考えであれば、どういう分野の企業を呼

ぼうとしてるのか、せめてそれくらいの構想はあるんではなかろうかなと思いまして、

このような質問をしたわけでございますが、計画があればお答えください。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）計画というよりも、町内外からいろんな形でお声はいただいてお

りまして、お金を払って貸していただきたい、あるいは土地を興隆させてほしいとい

う声は幾つかいただいております。名前は今は出せません。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）企業名はいいですよ。ただ、住民、地域外の方、企業とが接点

がなければ交流にはなりませんから、どういう分野の企業を呼びたいなと、どういう

分野の企業から手が挙げられているのかお尋ねいたします。 

○議長（安元慶彦君）町長。 
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○町長（坪根秀介君）どういう企業と言えば限定される分も出てきますので、あくまで

担当課長が申し上げましたように、交流レクリエーションゾーンと合致する企業、業

種になるというふうに答弁したわけでございます。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）今、町も、この地域は上毛町の玄関口であると言いましたよね。

個人の家では、玄関口というのは人に貸しませんよ。やっぱり自前で何かしますよね、

一番いいところはね。 

 上毛町も、ここのエリアは合併する前から交流レクリエーションゾーンであります

し、また、上毛町になってからも交流レクリエーションゾーンであります。そして、

あくまでもここは上毛町の玄関口であります。玄関口であり、一等地であります。そ

ういうことを利活用するための一等地であります。そうであるならば、住民とよく時

間をかけて、このエリアをどういうふうに活用していくかというような協議会をつく

って、数年かけて協議するというお考えはなかったのですか。お尋ねいたします。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）このエリアにつきましては、議員おっしゃるように上毛町の

玄関口で、交流レクリエーションゾーン、しかし、さまざまな課題があったことも事

实でございます。地ビールもやっと町のものになったと。そういった部分の轍を踏ま

ないためにも、さまざまな方法を町で現在検討しておりますので、その中で、当然、

企業誘致も一つの選択肢ですと申し上げておるわけです。そういういった形でいかな

いと、いかんせん過去の轍を踏まないような形の開発を考えていきたいということで

御理解ください。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）旧ビール館のことを言ってるのだと思いますけれども、そうい

う意味では、賃貸契約とか、今後土地を貸すときには十分検討する必要があると思い

ます。こういう経験をされたので、二度とこういう失敗は犯さないと私は思いますけ

れども、私が言いたいのは、玄関口であるならば、今後時間をかけて、議会、住民と

十分時間をかけて、今後このエリアをどうやって利活用したらいいか、そういう協議

をする場を持ったらどうかということのお尋ねでありますが、こういうことは全く視

野になかったのかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（安元慶彦君）町長。 
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○町長（坪根秀介君）企業とかそういった業種の誘致になると、タイミングもあります。

天の時、地の利というものがありますので、そういうものにしっかり時間をかけてい

る暇はないと私は思っておりますし、それで逃げるようなことがあったらこれは意味

がないことだと思いますので、あくまで議員さんとは見解の相違ということになるだ

ろうと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）普通であれば、玄関口は人に貸しませんよ。私はお話しさせて

いただきますけれども、やっぱり今後も住民とよく協議しながら、時間をかけてこの

エリアをどうやって利活用したら一番いいか、そういう場を設けるべきだと思いま

す。 

 それから、明け渡しの問題ですけれども、指定管理は終了ということを言われまし

たよね。指定管理は終了で、そういうことがされるということも理解できるわけであ

りますけれども、一つ私が疑問に思うのは、陶芸教审がこれに当たるかどうかですね。

その点、どのようなお考えでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）陶芸教审も指定管理者の賃貸者契約による家賃収入の施

設でございますので、対象施設でございます。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）ここを指定管理するとき、陶芸教审にそういう話を十分してい

たのですか。そういうことの相談がされていたのかどうかですね。今のＮＰＯは、当

然当事者ですからしていると思います。その後、いろんな民間の業者が入ったと思う

んですが、この陶芸教审は合併前からここを使って陶芸教审を行っていましたよね。

そのときに、こういうふうに変わりましたという説明が十分されたのかどうか。そう

いう説明がされていなかったのではないかなと私は思うんですが、どうなんですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）陶芸教审につきましても、先ほど言いましたが、指定管

理者との賃貸契約を結んでおりましたので、こういう状況が発生しますということは、

最初にＮＰＯ法人さんのほうから、指定管理者のほうから通知をしていただきまして、

その後、行政も、今までの大平村からの流れがございますので、話には行っておりま

す。 
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○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）この陶芸教审とこういう話を進めていくと、補償問題に発展し

ていくということが起こらないですか。そういうことが予想されないですか。私はそ

ういうことが予想されると思うんですが。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）今の時点では発生するかどうかはっきりはわかりません

が、当事者とのお話はしております。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）仮に先方からそういう話があったときには、指定管理が終了し

たから出ていってもらいますということで単純にいかないと思いますけれども、補償

問題の話には乗るというお考えがあるのかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（安元慶彦君）ちょっと待って。仮定の質問をやってるの。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）ここは前のいきさつがありますから、そういうことが起こらな

いだろうかと思いまして、今、お尋ねしているわけです。 

○議長（安元慶彦君）仮定の質問には答えられんじゃろう。 

 総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）まず、現在、極端に言うと指定管理者が大家で、大家とたな

子の協議の段階であるという部分でございますので、今、ここでする部分ではないと

思っています。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）今お答えする時期ではないということでありますので、今後の

推移を見守りたいと思います。 

 次に、大池公園の開発の問題ですけれども、当初、町長も言われましたが、新町建

設計画にあったんだと。だから、私はこれに取り組んだという説明を私も受けていま

す。私も新町建設計画にずっと目を通しましたけれども、ハイウエーオアシスがあり

ましたよね。私はこれを見て町長はいい案だと思ってこの計画を提案されたんだと思

いますが、その点お伺いいたします。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）オアシスハイウエーのことをおっしゃっているんだと思いますが、
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先ほど１０号線の話もしましたけども、やはり高速道路は通過点にならないように、

どこも全国、連結させたいという思いがあるんですね。そういう場所がないというこ

とで、うちは千載一遇のチャンスだということで、大池公園もあるしということで、

連結すべきだと。これは商売をやられてる方、ほとんどみんなが連結するべきだとい

うふうに考えると思うんですが、従前より茂呂議員さんの質問で、みんなが反対して

るとおっしゃったので、ゆっくりじっくり考えたわけでございます。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）このハイウエーオアシスは、当時、大平村のときになかったわ

けじゃないんです。まだ表には出ていませんでしたけれども、水面下で話されたであ

ろうということは私も聞いています。これは連結ですから、工事が始まる前にこうい

う話をしておかないと、高速道路が通った後、大平楽のほうと連結してくれと言って

も、それじゃあスムーズにいかないと思いますよ。 

 町長がこの新町建設計画をごらんになって、こういう計画を考えられたんだと思い

ますけれども、高速道路ができた後、この連結はスムーズにいくというお考えのもと

にこの計画を進められたのかどうか。私は、最初からこの構想は困難だろうとは思っ

ていましたけれども、これは見通しがあってのことだったのかどうかお尋ねします。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）もちろん、簡単にはいかないだろうと思っておりましたけれども、

絶対に必要な分だというふうにも思っておりましたし、普通に考えて、茂呂さん、よ

く費用対効果と言われますけれども、お金を落としてもらうのに、１回おりてぐるっ

と回って来てくれなんていうことはあり得ないと思うんですね。ですから、やっぱり

横まで駐車場を連結させて、それで１回とまってもらって、その場でお金を落とすと

か、また次回、いいところだから来てみようというふうなリピーターにつながってく

ることだろうと思いますので、当然それはやるべきだと判断しました。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）ですから、事前の話を国ともして、「こういうことをやりたい

んですけれどもできますか」と、できるというある程度の見通しのもとにやられたの

か、全くその話がなしにこの話に取りかかったのかどうか。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、ある程度高いハードルではあっても、越えられるとい
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う見通しのもとに事業化を進めておるわけです。議員おっしゃるとおり、本来は、ス

マートインターのときに一体的にという部分があるのかもしれませんけれども、あく

まで町長が就任されたのはその後でございますので、そこら辺は時間軸をちゃんと確

認の上、御質問いただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）連結は坪根町長のときに始まったんです。このハイウエーオア

シスというのは旧大平村のときに、表には出ていませんでしたけれど、こういう構想

があったのは私も聞いてます。高速道路ができるということはわかっていましたから、

高速道路に取り込もうという考えだったと思います。その話はここに置いときまし

て。 

 それで、これをする前に、町長はよく、これは民設民営が基本だと言われますよね。

私は当初、これは公設民営と思ったんですよね。民設民営であれば、最初からゲスト

ハウスとかは公金を使って、それを民間に引き渡すという考えのもとにこれをやった

のかどうか、その点お伺いいたします。 

○議長（安元慶彦君）副町長。 

○副町長（川口 彰君）ちょっと１点だけ説明させていただきます。 

 先ほど、ハイウエーオアシスが旧大平時代から計画があったんではなかろうかとい

うことでございますが、旧大平時代からあった計画は、サービスエリアを誘致したら

どうかということで計画を要望等しました。結果的にはサービスエリアは無理やろう

ということで、ＰＡ、なおかつＳＩＣという形になったということで、そこは整理を

していただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）連結に当たって、やはり保安林解除というのが一番の課題になっ

てきますので、そのときに公共性というのが求められるわけですね。ですから、公共

性というのが、町が整備する、そういった箱物が要るということでございます。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）ですから、ゲストハウスをつくった場合、私は当初、公設民営

かなと思っていたんですが、町長の中では、もう民設民営であるという構想のもとに

当初の計画を始められたのかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 
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○総務課長（岡﨑 浩君）連結施設に連なる一部の施設については、当然公設になろう

かと思います。それから、さまざまな商業施設等は、町長がおっしゃったとおり民設

民営を基本として考えられてるという部分で、尐し区分けをして考えております。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）このゲストハウス、それから駐車場、人道橋も入るかどうかわ

かりませんけれども、こういうのは民設民営でやるという構想のもとに計画を立てら

れたのか、町長の考えをお伺いいたします。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当初の基本構想の初期の段階で言うと、ある程度のものは公

設で必要だろうと。ただ、さまざまな相手様とのお話の中で、民設民営でやれる部分

がかなり膨らんできたという部分で御理解をいただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）ですから、私がお尋ねしてるのは、特にゲストハウスは民設民

営ということが当初から構想にあったのかどうか、そこは町長じゃないとわかりませ

んから町長にお尋ねしているわけです。建てるときには公金を使うけれども、最終的

には民設民営だという構想のもとにやられたのかどうか、お尋ねいたします。 

○議長（安元慶彦君）ちょっと待って。茂呂議員、何年前の話をしよんのかね。 

○１０番（茂呂孝志君）議長。 

○議長（安元慶彦君）ちょっと待って。これを今、町がどんどん現在進行形でやってる

というのならいろいろいきさつもあるかもわからんけど、今、そういうところ当たっ

てないでしょう。そういう質問をどうしてするんかね。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）私も当初はゲストハウスというのは公設民営が基本だと思って

いました。しかし、議論をする中で、町長は民設民営が基本だということで、最初か

らその考えだったということを言われたもんですから、じゃあゲストハウスも民設民

営でやろうという考えが最初からあったのかどうか、その点をただしているわけであ

ります。 

○開発交流推進課長（永野英憲君）茂呂議員、何度も言いますけど、当初の計画のとき

は公設民営みたいな形で、先ほど町長が言いましたように、連結を行うには公設の施

設が必要という考えでございましたが、先ほど総務課長が言いましたように、いろい
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ろな企業と話をする中でそういう話が上がってきたということで、当初から民設民営

という考えはありません。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）じゃあ、当初は公設民営ということで言いましたけれども、最

初から、将来は民設民営にしようという考えであったのかどうか。 

○議長（安元慶彦君）開発交流推進課長。 

○開発交流推進課長（永野英憲君）そういう話の中で２６億という数字が出ました。茂

呂議員さんたちはかなり反対をされました。その中で、まず１回目は民間による連携

を考えようということで、これは宮崎議員からも質問がございましたが、ＰＦＩ等の

検討をしてみようということで我々も動いておりましたが、先ほど言いましたように、

企業との話の中でそういうことになったということでございますので、茂呂議員、最

初からそういうことで２６億とか言って反対されよったやないですか。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）私は公設民営でも民設民営でも反対しますよ。 

 それで、次に行きますけれども、ゲストハウス、西側の駐車場、この人道橋の計画

は今後取りやめるわけですか。連結ができなければ取りやめるわけですか。 

○議長（安元慶彦君）開発交流推進課長。 

○開発交流推進課長（永野英憲君）人道橋につきましては、茂呂議員、大変申しわけな

いんですけど、我々が町政懇談会でお配りした資料をごらんください。人道橋につい

ては、第２段階等の整備状況を見ながら、その必要性を十分検討しながら、やるかや

らないか検討するということでしてますので。やる、やらないというようなことは今

言えません。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）それでは、一流企業が誘致できれば、今後、人道橋、それから

西側の駐車場、ゲストハウスもあり得るということですね。 

○議長（安元慶彦君）課長。 

○開発交流推進課長（永野英憲君）ですから、何度も言うように、我々は今、民設民営

というのを基本にして、極力町のお金の負担がないようなことで推進させていただい

ているということでございます。先ほど茂呂議員の言うように、「私は公設民営でも民

設民営でも反対をしますよ」というような声が上がれば、来たい企業も来ないように
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なりますので、そこのところについては十分、何回か前の議会でも言いましたが、御

協力をよろしくお願いいたします。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）この件については、私は協力できませんということをはっきり

言っておきます。きょうはもう話をしてもこれ以上前に行かないと思います。ただ、

中止はしないということは言われましたので、その点ははっきりしたことでありま

す。 

 次に、２期目の政策についてお尋ねいたします。 

 いろいろ言われましたけれども、普通、立候補される方でありましたら、当初予算

に具体的政策が出ていますよね、その幾つかでも、「私はこれをやります」と。例えば

「保育料の引き下げやります」とか、普通の候補者は何らか言いますけれども、何で

それが言えなかったのかお尋ねします。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）これは私がお答えしていいかどうかわかりませんけれども、

さまざまなタイミングを通じて、保育料等の保護者負担の軽減を図ってまいりますと

いうお話はしておりますし、例えば給食費についても、単純なばらまきによる無料化

でなく、農業振興等を考えながらしますというお話は十分してあると認識をしておる

ところで、要は、いろんな文書であったり、町長の発言であったりという部分の、茂

呂議員が聞いておられる部分と我々がお伺いしているところと尐しずれておるのかな

と。我々はその部分をしっかり聞いた上で、今年度、政策に反映しておりますので、

そこは認識違いのないようにお願いをいたしたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）そうであったら、具体的政策については、中には評価できる政

策もありますけれども、職員がつくったという答えはありますか。その点、お尋ねし

ときます。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）たしかこれは１２月の議会でも私は同じことを申し上げまし

た。じゃあ、保育料を５％下げるのを考えれというのが町長の施政方針でしょうか。

あくまで地域の中で、子育てをしやすい環境のために保育料の軽減を考えれという部

分が町長の政策であって、それを具体的に考えるために子ども未来課の職員がおるわ
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けですから。それを町長が一 「々５％下げれ」とか「３％下げれ」と指示を出すのは、

それは政策ではないと。今回、大きな枞で示していただいた部分の中で、職員が創意

工夫をして今回の予算ができていると。そういう部分は、あくまでも町長の政策がし

っかり反映されたものというふうに御理解をいただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）公約と思われる文書には、保育料を引き下げますとかそういう

ことはなかったもんで、具体的な政策は何かということを町長にお尋ねしたわけであ

ります。保育料の引き下げまで職員がつくったのかなということも、過去の総務課長

の答弁の中からそういうことも考えられるので、具体的政策については職員がつくっ

たのかなということをお尋ねしたわけですが、もう一度お答えください。 

○議長（安元慶彦君）総務課長。 

○総務課長（岡﨑 浩君）当然、選挙公報なり、我々があずかり知らない文書ですが、

講演会のお知らせ文であったり、そういった部分の中に十分お考えは出ております。

それから、当然、町長が就任された後に職員全体に訓示をされました。その後に課長

会を開いております。そういった中で、今後はこういう政策を進めていきたいという

部分をしっかり指示いただいたので、我々も細かく検討して今回の予算に反映してい

るというふうに御理解をいただきたいと思います。だから、政策を職員が考えたので

はなくて、政策の骨子を町長から指示をいただいて、我々がそれを具現化したという

ふうに御理解をいただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）次に行きます。 

 入学準備金の入学前の支給の問題ですけれども、私も理由はわかりませんが、２８

年度に向けて急速に全国的にこれが広がりました。福岡県は全国の平均よりも進んで

いるということは御存じでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）福岡県は進んでいると思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）私も今後、この問題が急速に広がるのではなかろうかなと考え

ているわけですが、今後、町は「検討する」ということであります。ただ、町がひっ

かかっているのは、仮に援助するとしても、児童の家族の都合、また、就学援助の対
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象にならなかった場合に返還も生じることがあるということを心配されて、なかなか

实施に踏み切れないということであると思いますが、そうではないんですか。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）先ほど答弁しましたように、課題の一つには、入学前給付を

行った後に町外へ就学先を変更した場合、返還手続が発生するということも課題で、

それは实施する前の課題として予測できる課題です。 

 あともう一つ考えられるのが、实際にそれをやってみて初めてわかる課題というの

もあろうかと思いますので、そういったもろもろのやつがあるということを御理解く

ださい。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）これは急速に広がったわけですから。しかし、もうこれを实施

してる自治体もあるわけですよ。ですから、实際に实施して、そういう課題をどうい

うふうに克服していってるのか、そういうことも調査して、できるだけ早くできるの

であれば、私はできると思いますが、先進地を調査して实態を把握して、早急に取り

組んでいただきたいと思いますが、先進地の实態を調査することも踏まえて考えてい

ただきたいと思いますがどうですか。お考えをお聞きいたします。 

○議長（安元慶彦君）教務課長。 

○教務課長（村上英之君）先進地と实際されてるところの状況等、要は情報収集を図り

ながら、实施に向けて検討していきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）国保の均等割の問題ですが、实際に国保加入世帯で子供さんが

ふえた場合と、また、子供さんだけじゃなくて人数がふえた場合と、サラリーマンな

どが入っている保険と比べると、实際には均等割があるから国保のほうが高くなるん

じゃないですか。同じ５人なら５人でも。 

○議長（安元慶彦君）長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（佐矢野 靖君）社会保険制度と国保制度の違いという形にもなるかと

思いますけれども、社会保険制度は、所得によって会社と折半でという形になってお

りますし、国保の場合は、先ほど言いましたように、所得割、均等割、平等割という

形でしております。その所得ですよね。所得が当然会社のほうが高いですし、ですか

ら、社会保険料のほうがはるかに高いんではないかというふうに考えておるところで
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す。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）私もこの制度よくわかりませんが、均等割で頭数がふえれば高

くなっていくというのは掛け算の式でわかるわけですけれども、そこの家庭内の子供

さんがふえるということになると、１人よりも２人、２人よりも３人ふえると、その

世帯の負担は多くなってくるわけですから、私は人口をふやすという考えからしても

逆作用になるんじゃなかろうかなと思います。 

 ですから、１８歳未満の子供さんがおる世帯に限って均等割の負担を軽減したらど

うかというお尋ねであります。私はそのほうが人口をふやすためには役立つのではな

かろうかなと思いますが、お考えはどうですか。 

○議長（安元慶彦君）長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（佐矢野 靖君）こちらの国保税で、均等割しますと、１８歳未満です

ると、医療費分と後期高齢者支援分の年間２万４,０００円という形になっていくか

と思います。税の減免というのは、これはかなりハードルが高い分です。地方税法７

１７条にもありますけれど、貧困によりとか天災によりとか、そういうふうな場合は

減免できるという形にはなっております。しかも、所得が一定の金額以下であれば、

その７割、５割、２割軽減という分も、これは均等割と平等割ですけれども、そうい

う形にもなっております。 

 ですから、これを子育て支援というふうに考えるのはどうかと思います。こちらは

やっぱり税の公平性と言いますか、それがまず一番に来るのではないかというふうに

考えております。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）町が人口１万人構想を発表していますから、子育て支援を強化

して、若者にこの地域に、この自治体に住んでいただくと、子育て支援で十分サポー

トしていますよということを発信するためにこういうことをしたらどうかということ

をお尋ねしてるわけですが、この制度も複雑のようでありますから、私も十分検討し

ながら、今後、必要があれば一般質問で取り入れていきたいと思います。 

 時間がちょっと早くなりましたが、一般質問をこれで終わります。 

○議長（安元慶彦君）茂呂議員の質問が終わりました。 

 続いて８番、三田議員、登壇ください。 
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 三田議員。 

○８番（三田敏和君）皆様、こんにちは。最後の質問者になりました、８番議員の三田

です。 

 一般質問をさせていただきます。 

 通告書を５時ぎりぎりに出しましたので、今回、私はないというようなうわさがあ

りましたが、その期待を裏切って出してしまいましたので、最後１時間、みっちりで

きるかどうかわかりませんが、最後までよろしくお願いをいたします。 

 坪根町長は、来年度予算の提案理由の説明の中で、国の方針、経済動向をしっかり

見きわめた上で、交付税に恥じない政治をやっていくと。その成果や評価の基準はあ

くまでも人口増だと考えていると。２０４０年、人口増１万人に向けて、各課とも十

分意識をした上で事業化を進めると。前年対比２８.６％増の予算を組んでいますが、

それについては第２次上毛町総合計画の「みんなが輝くまち上毛」を掲げ、人口１万

人を目指していると述べられました。しっかり伝わり、予算執行していただきますよ

う期待をしております。 

 その中で、私もずっと懸案で、一般質問もしてきました光ブロードバンド未整備地

域解消事業として、民設民営で实施するためのサービス提供までにかかる費用の一部

を町が補助する予算が計上されています。これで残り約４００世帯に光が提供され、

情報インフラの整備により、移住定住が進められる上で障害になっていた一つが解消

され、今後の期待が膨らむところであります。 

 ぜひ、皆で可決していただいて、これからも住みやすい、住んでよかったという町

を全力でつくっていただくようお願いいたしたいと思います。 

 そういう観点から、今議会で３点の項目を一般質問させていただきます。 

 詳細は自席で行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）それでは、午前中も社会増ということで、南吉富地域が人口がふ

えたという一つの要因に、コモンパーク彩葉があるというふうに考えております。そ

ういう中で、当初７７ありました区画の販売状況が今どういうふうになってるか、お

知らせをいただきたい。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）コモンパーク彩葉の現在の販売状況でございます。７７
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区画ございまして、３０年２月末現在で６１区画の販売でございます。残り１６区画

でございまして、今、二つ、販売まで行ってませんが予約が入っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）残り１６区画と言われましたね。ありがとうございます。そうい

う中で、平成２５年６月から販売を開始して以来、今日まで至ってると思いますが、

２５年、２６年、２７年、２８年は年ごと、そして２９年はできたら月ごとに販売实

績をお示しください。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）販売实績でございます。平成２５年度１６区画、２６年

度２０区画、２７年度１３区画、２８年度１０区画、２９年度でございますが２区画

でございまして、先ほど申しましたが、一応予約という形で２区画は申し込みがござ

います。販売までは至っておりませんが。全部で販売は６１区画ということでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）定住増で、非常に私も大事な形としてあそこができたなと思って

おります。そういう中で、２９年は今２区画の申請のみだということで、最終的に尻

すぼみをしてるという答弁がありましたが、その要因たるものはどういうものになる

でしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）当初、７７区画販売を始めまして、御存じのとおり、近

回り、住環境にすぐれたエリアでございまして、皆さんに物すごく評判がよく、ある

程度の物件については販売が終わったという状況でございます。残り１６区画につき

ましても、引き続きＰＲを行っておりまして、尐しながらでございますが、尐ないで

すね、２９年度は２区画でございます。販促は常時行っておりまして、完売に向けて

メーカーとともに努力しているところでございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）最後のほう、すべて売ってしまうまでの努力というのはとても大
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きな力が要るんじゃないかなと思っておりますが、そういう販促活動をやっておられ

るということをお聞きしまして、当初、ハウスメーカーに割り当てがあったりしなが

ら販売をしていったという实績があると思うんです。そういう中で、ハウスメーカー

の販売が予定されてたものが、どのような实績になったのかお示しをいただければあ

りがたいです。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）ハウスメーカーにつきましては、当初１３社のメーカー

に参加していただいておりまして、１社２区画の割り当てということで分譲をお願い

しておりました。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）それは、全て予定どおり完売をされたと承知していいんですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）販売を割り当てしても、全て建てられないメーカーさん

もございましたので、今の段階ではそのエリア、全て分譲は終わっております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）その予定以外にも努力をされて数が上がったということだろうと

思いますが、残り１６区画、これを今、ハウスメーカーといろいろ販促をやっている

ということなのですが、できたらハウスメーカーに、今何社あるかわかりませんが、

あてがっていただいて、早急に販売を完了するという方策はとれませんか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）まだ１６区画という数でございます。最終的にそういう

方法も一つかとは思いますが、今の段階では１６区画、全体の２割ぐらい残ってござ

いますので、数を計算してとは言いませんが、そういう状況で判断して、そういう形

も一つの方法かとは思っております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）今、残っているのがフリーと書いている部分と理解をしたらいい

のかと思いますが、そうなんですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）７７区画ございまして、先ほど言いましたが、１３社２

６区の区画だけ限定で、それ以外は全部フリーでございました。昔からフリーです。
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工務店さんがどこに建てても、どこに何棟建ててもいい状況でございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）裏を返せば、対応しなくてもいいというような、ちょっと小ざか

しい言葉になるかと思いますが、逆に言えばそういうことではないんですよね。自信

を持って、どこかのメーカーにきちんとあてがって売っていただくちゅうのが私は早

いと思うんですけど、そういう時期はまだ早いというふうに先ほど答弁されたという

ことなんですかね。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）そのとおりでございます。メーカーさんもこの区画を販

売するために、出資金というかお金を出して営業活動しておりますので、その販促に

期待しておるというか、町と一緒にやっているところでございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）その販促活動の中で、町としては昨年度どういうようなイベント

なり、どういうような形をとられましたか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）一昨年まではある程度エリア、要するに展示会やらそう

いうエリアを確保できたんですが、今、図面がございませんけど、そういう展示場と

してあてがえない分散した宅地の状況になっているので、それができなかったもんで

すから、ＰＲ、要するに広報の部分で力を入れてまいりました。フリーペーパーやそ

ういうものにどんどん情報を上げて、各メーカーさんの建てた家とか、メーカーのコ

モンパークで扱ってきた記事等を載せて、彩葉を宠伝するとともに、メーカーの实績

等をＰＲしていただいて、彩葉に興味を持っていただくような展開を去年は主にして

おります。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）それはそれでとても大事なことですが、もう一手打つべきかなと

思いますので、ぜひ積極的な販促活動を行っていただきたいと思います。 

 そういう中で、今、６１区画のものが建ってる中で、コミュニティー施設の建設予

定場所が確保されておりますが、そのことは今、どのような状況下にありますか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）コミュニティー施設については、当初、コモンパークの
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住民だけのコミュニティー施設を想定しておりましたが、現在、コモンパークは宇野

東区の一部として位置づけております。先ほど言いましたが、他の地域から移住して

きた方がたくさんおられまして、住民との乖離が起こらないようにするためにも、現

在の位置づけを維持するほうがよいのではないかという考えもありまして、将来的に

は宇野東区との位置づけを維持するのであれば、現在の公民館では手狭となるため、

別途土地を求めてコモンパークと合同で使用できる集会所等が必要になってくると考

えておりまして、コミュニティー施設の建設予定地につきましては、別途の用途で活

用できればと検討しているところでございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）東区の公民館ということであれば、距離的にあそこはどのくらい

ありますかね。今、コモンパークの方々がそこを利用しているのですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）コモンパークの方もいろいろ班決めもされて、班長さん

とか、よく東区の集会に御参加いただいておりますが、歩いて二、三分のところに東

区の集会場がございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）数が７０以上になるわけですから、そういう数をあそこの東区に

足せば、もちろん言われるように狭い公民館になると思うので、歩いて二、三分だっ

たら、私は用地が確保されているのであれば、今の予定地がエリアとしてはいいのか

なと思うんですけど、今、コモンパークの中にエリアがある。今のところから歩いて

３分であればですよ、コモンパークの方々が歩いて３分のところに手狭なところがあ

るようであれば、もともとの予定地が広さとして十分あるんではないかなという気が

しますが、その辺はいかがなんですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）今、議員さん言われているのは、東区の公民館をコモン

パークのところに建てるという御意見じゃなかったんですかね。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）コモンパークから歩いて３分ぐらいであれば、東区全体としても

そこのエリアで十分いけるんかなというふうに理解をしたんですけど、そうじゃない

んですか。 
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○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）私の説明をもう一度言いますと、東区の公民館がコモン

パークから二、三分のところにございまして、現在、コモンパークの班長さん等も集

会に参加しておりますということで、今、東区の公民館の位置をお知らせしたという

ことでございます。 

 今後、東区も結構大きい所帯で、コモンパークも７７世帯で、人数にすると百何十

人の世帯でございます。今のこの建設予定地に建てる計画がございましたが、別にす

ると、地区から離れて転入者、新しい人だけのエリアになるので、東区の中に一緒に

コモンパークの方も入っていただくためには、別途公民館等を建てて、一緒に地域活

動ができる建設物を建てたほうがいいんじゃないかという考えがあるもんですから、

今言いましたコミュニティー施設エリアについては、ほかの使用方法といいますか、

活用方法を検討しているところでございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）それはそれですてきなことというか、前向きなことで私はいいと

いうふうに思いますが、せっかくそういう予定地をつくって、そこにできると思って

いる方々もいらっしゃる中で、そういうことについては全体的な構想を考えて、コモ

ンパークだけ、宇野東だけということじゃなくて、全体を融和する形のものをという

ふうに言われたのであれば、ぜひ期待を裏切らないように、コモンパークの方々にも、

前向きなお知らせができればと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）コモンパークの総会が毎年４月にあるので、今回もそう

いう意見も事前にはいただいておりますので、事前に役場のほうで協議した内容を御

報告できればとは思っております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）ぜひ、お願いをいたします。 

 それから、今、１６区画ですが、私は積極的に前向きにということで、ハウスメー

カーの方々にそこにもっと参画していただいて、もっと早目なということを思って御

質問したんですが、結局、人口増に対しては、非常にいい方向な分譲地適地であって、

今回第１次ができたわけですが、コモンパーク第２次的なところを私はつくるべきと

思っているわけですが、例えば、残り何区画になったら新しい場所をというような構
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想はおありですか。 

○議長（安元慶彦君）企画情報課長。 

○企画情報課長（福田正晴君）こちらの総合戦略のほうにも新しい住宅地ということで

うたっておりますが、この計画に基づきまして進めていくということになるので、新

しい分譲地は必然的に考えなくちゃいけない時期に来ていると思います。 

 何棟売ればということで言われておりますが、最低でも８割の終わりから９割ぐら

い売れたぐらいからじゃないと、なかなか。今、２割ぐらいまだ残っておりますので、

その時期ぐらいといいますか、目安としてはそのぐらいかなということで、こういう

会の中では話しております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）数字的にはなかなか言いづらいし、難しいかもしれませんが、町

長、ぜひ前向きに新しいところをつくっていくべきことだと思いますので、そこをぜ

ひお願いします。町長、一言。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）非常に若い世代が入ってきて、宇野地区というのは活気にあふれ

ていますし、南吉野小学校も非常に子育てがしやすいというようにも聞いております

ので、そういったエリアをできることなら今後も考えてまいりたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）ぜひ人口増の一つとして、そのことも前向きにお願いをいたしま

す。 

 それから、２番目に、平成３２年から新学習指導要領が改訂されます。今回の３０

年度の予算の中にも人づくりは教育だということで、町長はいろんな面で前倒しな予

算を組んでいただいておりますが、教育長、３２年からどんなに大きく変わるのかな

と。ぼやっとしてるところが私もたくさんあって。英語がふえるというのは理解をさ

れますが、私も２番目に理数教育とか伝統文化とか書いているんですが、これを言っ

てしまうと１時間あっても終わらないんじゃなかろうかと思いますが、大きく何がど

のように変わるのか、御説明をいただきたい。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）何がどのように大きく変わるのかということでございますけど

も、いわゆる教育の継続性という観点から言えば、平成３２年になって、今の学校と
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がらっと変わってしまうということはない、また、あってはいけない部分もあろうか

と思います。 

 ただ、変わるというのが、学校が今の教育の枞組みの中で変わらなければいけない

点、たくさんあろうかと思いますが、主に３点、私のほうでは考えております。 

 その第１点目が、今回の学習指導要領の改訂の大きなポイントとして、これまでの

学習指導要領は教える内容の部分を中心に書かれていましたけど、今度は教え方、何

をどのように学んでいくのかという学び方の部分が入ってきました。その視点で、い

わゆる教師の側の授業改善を図っていかなければならないと。そのことが喫緊の課題

だろうと考えています。 

 いわゆる主体的、対話的で深い学びというふうに、以前、アクティブ・ラーニング

という言葉にありましたけれども、そういった指導のあり方を今から身につけていく

ことが一つ大事ですし、３２年の時点でそういった学び方が町内のどこの学校でも行

われているのが望ましい姿かなと考えているところです。 

 ２点目は、先ほど議員おっしゃったように、新たな教科、英語科です。これへの対

応だと思います。これまでの「聞く・話す」から、「読む・書く」まで入った外国語、

教科としての英語科になりますので、そこは現段階では、現在の教員は大学等で英語

の指導力の専門性のある授業等は受けていませんので、そのあたりの力をつけていく

ことがこれから大変重要になろうかと思います。したがいまして、３２年度、英語科

の实施段階でできるように先行实施を来年度から行いますし、それに向けての予算計

上もさせていただいているところです。 

 それから３点目、これは学校がというよりも、学校と家庭と地域、３者に共通の部

分だろうと思いますが、地域とともにある学校づくりという、いわゆる開かれた教育

課程の实現を目指した体制づくりが大変重要だろうと考えています。 

 そういった点で、今現在、本町では、コミュニティ・スクールを推進しております

けども、これまで家庭や地域の教育力が低下してきたと盛んに言われておりましたけ

ども、これまでは低下した部分の受け皿を学校が担ってきた。その結果として、子供

と向き合う時間が削られてきたという反省点に立ち、今回、３者がそれぞれの役割を

分担するとともに、協同して子供たちを育てていく、そういった取り組みをしていこ

うということで、現在、町内の小学校ではコミュニティ・スクールが進んでいるとこ

ろです。また、来年から中学校もこのコミュニティ・スクールになりますので、町内
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全部がなって、横の連携も含めて積極的に推進していきたいと。 

 そのような体制が整った学校に３２年度はよりなっていけばいいなというふうに考

えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）教育長が３点ほど、変わっていかなければいけないことの要点を

述べられまして、何をどのように学ぶかということで、授業の改善が求められる、そ

れは言いかえれば教師の資質というか、そういう新しい部分のスキルをアップさせる

ということにつながっていくんだろうと思うんですが、それを３２年からやるために、

学校現場としてどのようなスキルアップを授業に対応しながら、どういうふうにやっ

ていかれるんですか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）既に新学習指導要領に向けての研修は始めております。昨年の

１１月１０日に、友枝小学校の研究発表会を開催いたしました。議員の皆様にも御案

内を差し上げて御参加をいただいたところですが、各学校ともこういった新学習指導

要領に対応したところの主題研究、いわゆる研究テーマを決めて校内研修を行ってい

ます。友枝小学校で発表した内容は算数科を中心にしておりましたけども、町内のほ

かの学校では国語科であったり、他の領域であったりしておりますが、そういったと

ころで研修をしてるというのが１点。 

 それから、県の教育事務所と県主催の研修会も、当然３２年に向けての研修内容を

組んで既に实施をしておりますので、そういった研修会とか、県内外の先進校と言わ

れる学校への研修会への参加も町内の学校の職員はしております。 

 それとあわせて町の教育委員会としましても、昨年の８月に町内の全ての教員を対

象に、県の教育センターから指導主事４名を招きまして、演習形式によって、新たな

指導要領に対応する授業改善をどのようにしていけばよいのかというような研修の实

施をしたところでございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）非常に多岐にわたり、もちろん児童生徒も入った中で学びがどの

ように深まっていったかということの内容を校内研修で話され、そこにいろんな先生
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方の話し合いが行われていると思うわけですが、あと２年ですよね。２年の中でやる

ために、午前中でも教師の時間が足りないというような中で、本当にそれが行われる

のかちゅうのは非常に心配というか、やらなくちゃいけないという先生方の意欲と、

实際にやれるだけの時間というものを考えていくと、ただやれる、やれるだけの押し

つけじゃ、私はどうしても無理じゃないかなと思うんですよ。そこを教育長としてど

のようにフォローして考えておられますか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）議員おっしゃるように、本当に学校の教員、現場段階では時間

がないというのが共通して職員が持ってる認識ですが、ただ、時間を生み出す工夫と

いうのは当然必要だろうと思います。 

 教育委員会としてできることというのも幾つかあろうかと思いますが、その一つに、

今回の予算でも計上させていただいておりますが、ＩＣＴを活用した教育を推進する

ということですね。例えば授業準備等にさまざま時間を費やします。そういったとこ

ろにＩＣＴ、デジタル教科書等も含めてなんですが、そういったものを活用すること

によって時間の短縮ができ、研修等の時間に充てることができるということを考えて

おりますし、そのほかにも、校長等に話をしている内容としては、校務支援システム

等々含めて総合校務支援システムというのがございますけれども、成績処理等も行う

ようなパソコン用のソフトがございます。そのあたりも今後、検討していきたいと。

さまざまな情報収集も行いたいという話もしております。 

 そのほかにも教育委員会として、時間を生み出すための施策として、今後、教育委

員会の中で話をしていかなきゃいけないのが、いわゆる長期休業期間中に時間を生み

出せる工夫を考えていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）そういう意味では、私が前々回か質問した夏休みの時間を短くせ

いというようなことは、逆に無理な方向に行くのかなというふうな感じを今受けまし

た。確かに、いろんな今の新しい機能を使って時間短縮はもちろんできるかもしれま

せん。それを活用することによって、ますます次の段階まで進むことはとてもいいこ

とだと思うんですが、それを習熟するための時間もやっぱりあるということは理解を

した上で、ぜひ全ての先生が心身ともに充实して前向きに進むようにしていかないと、
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私は「そのはずだった」というふうになってしまったら、結果的にいけないというふ

うに思うので、その辺は十分フォローしていただきたいと思いますが。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）その辺も十分認識した上で、教育委員会としての取り組み、そ

れから学校長への指導等も行ってまいりたいと考えております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）ぜひ、教育長まで担任というか教師の心根、意見が伝わるように、

スリムな体制を構築していただきたいと思います。 

 そういう中で、時間数、コマ数がふえるんですよね。それは現行と比べてどうなる

のかお知らせください。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）時間数につきましては、標準授業時数、教科等の時間数です。

これが小学校３、４年生では、これまで５、６年生で行っていた外国語活動の時間が

前倒しになるという予定、それから５、６年生では、御承知のとおり英語が教科化さ

れると。それに伴って３５時間増加します。今回の改訂で３年生が９８０時間、これ

までは９４５時間でした。それから、４年から６年生については、１,０１５時間と

いう数になります。１年生から６年生まで小学校で言えば、６カ年間に学ぶ時間とい

うのは、これまでの５,６４５時間から１４０時間増加して、５,７８５時間という時

間になります。 

○８番（三田敏和君）ちょっと待ってください。済みません、ちょっといいですか。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）９８０時間というのが３年生。９４５が９８０時間になると。 

 どうぞ、済みません。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）ただ、これはいわゆる特別の教科道徳とか、外国語という時間

で、それ以外にも学校では学校行事とか、あるいはその他の補充等の時間も見出しま

すので、それぞれの学校には、この時間プラスの時間で計画をしております。 

 なお、中学校については、今回の改訂では時間数は変わっておりませんので、その

まま全ての学年１,０１５時間ということになります。 

 以上です。 
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○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）それは先ほど言ったように、道徳とか総合的な学習の時間とか、

それも入ってですか。別ですか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）先ほど申し上げた９８０並びに１,０１５というのは、それが入

っての時間でございます。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）その中で、３、４、５、６年生の英語の時数は何時間になります

か。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）３、４年生の外国語活動については３５時間、そして５、６年

の英語科、外国語科という時間については７０時間というのが平成３２年からの予定

です。 

 ただし、来年度から先行实施するのは５０時間で計画をしたいと考えております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）そういうふうになると、一日の時間割りから言うと、週５日です

から、６、７時限が出てきませんかね。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）本町の小学校について言いますと、全ての学校が１日当たり６

コマつくるように、ギャザータイムといって、１５分合わせて１コマつくってる学校

もございますが、週３０時間という時間を使っております。文科省が示しているのは

２８コマということになりますので、プラス分があります。それで、文科省が７０時

間にすると申しましたけども、先行实施のこの２年間については、総合的な学習の時

間の７０時間から１５時間を使ってもよろしいということになりましたので、その１

５時間。じゃあ残り２０時間はということで、先ほど申し上げましたうちの町内の場

合は余分にとってますので、それで対応できると。だから、７時間目までつくる必要

はないと考えております。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）先行することはとても大事なことですが、３２年から完全に实施
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された場合、７０時間で、そのときは総合的な学習の時間も変わらないと入らないよ

うな気がしますが、後で答弁ください。 

 そういう中で、今の教師の数では私は足らないと思うんですが、一つは質と量とい

う中で、そういう質を持った教師をプラスしていかないといけないと思いますけれど

も、今はＡＬＴとかいろんな方々を採用するとかいうところが出てくると思うんです

が、教師の定数配分というのはどのようになるんですか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）本年度、国が人員増ということで要望している内容で聞いてい

る内容は、英語の専科教員１,０００人増を求めているという話は聞いております。

ただ、１,０００人というのは全国で１,０００人ですので、単純に小学校２万校ござ

いますので、２万校に１,０００人ということになると、当然、可能性としては非常に

低いということになります。 

 それで、本町は本年度の予算で、先行实施のこの期間に、先ほど申し上げましたよ

うに、教員はその研修を受けていない、力量がない中で急にやれということは難しい

だろうということで、そういった専科教員、専門の指導ができる人を外部から委託し

て来年度はやっていこうと考えています。 

 それとあわせて、国、県も学校現場の、英語科に対して非常に難しい不安感がある

という状況を知っておりますので、それに向けての研修の充实を図っているところで

す。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）３２年度に入って、学校現場でそういう専科の人は何名必要にな

るんですか。要するに１,０００名は来年度の話だと思いますが、それを徐々にふや

していくというふうに思いますけど、さっき言われたように２万校の学校で１,００

０人では、上毛町には誰も来ないというような現況になるんじゃないかなと思います

が、そこはどうなんですか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）これは国のことなので予測は難しんですが、ただ、専科教員の

必要性というのを国も認識していますので、来年度予算の１,０００人が、さらにそ

の次の年ふえていくという可能性は高いのかなと、また、高くなってほしいと思って
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おります。 

 私ども県内の教育長が集まった福岡県教育委員会連絡協議会という会がございます

が、その会でも、県等に対してそういった要望活動も行っておるところです。ただ現

状としては、各学校に何名専科教員を置くというような話は出ておりません。 

 あわせて、町内に何人いたらいいのかという御質問ですけども、単純に本町の場合

は単式の学級ばかりですので、５、６年生の２コマと、そして３、４年生の外国語活

動もその方でということになるとすれば、時間数にしたら６時間になりますかね。だ

から、各学校に一人の人間がいれば、それは十分だろうと思います。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）今、各学校に一人いれば十分だということは、４名要るわけです

ね。とりあえず１,０００人の数から言ったら４名というのはとてもできる数ではあ

りません。そういう中で、６コマであれば、Ａという学校とＢという学校を受け持つ

とか、市町を超えて受け持つとかいうふうにしないと、数は足らないんじゃないかな

と思うんですが、そういう仕組みというのはできないんですか。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）今、その辺も考えているところです。今後、国の動きがどうな

るのか、県の動きがどうなるのかというのが見通せない中で難しいところなんですが、

やはりそういった専門のスキルがなかなか高くならない。３２年度に向けて難しいと

いうような状況になれば、そこあたりも考えていかなくちゃいけないところなんです

が、まずは先ほど申し上げましたように、来年度はそういったスキルを持った方に委

託して、町の予算で来ていただいて、その指導を实際に担任も入ってする中で、教員

の力量を上げていきたいと考えているところです。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）前向きに御発言いただきありがとうございます。そこが町長が考

えた人をつくる教育という部分の予算配置じゃないかなと思います。ぜひ、そういう

スキルを持った方を招聘していただいて、十分、前倒しの予算配分で实績を生むよう

にやっていただきたいと思いますし、３２年度入って以降はそういうことも考えなが

ら、私は教科という以外に美術とか家庭とかいう特化されたところでも、やっぱり一
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つの学校に一人いるというような状況の中から、スキルを持った先生方がいろんなと

ころを回ってでも、特別な免許を与えるわけではなくて、その免許を持った方が教え

ていただくということがとても大事なことで、そういう面でもそれが生かされたらい

いなというふうに思うんですが、その辺の見解をお願いします。 

○議長（安元慶彦君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）今、英語の特別な免許というのを国のほうでもつくろうという

ことで動いています。そういった免許を持たれた方がいれば、非常に学校現場として

も心強いだろうと思いますし、そういった方の定数の配置等については、最終的には

県が教育事務所のほうで配置当分を考えますので、そのあたりに期待をしたいと思っ

てますが、それができない部分については、町のほうで何とか考えていきたいという

ふうに考えています。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員、質問の論点を尐しまとめてください。この教育関係、

やりとりされていますけど、なかなかわからない。ですから、学習要領の改訂によっ

てこれから先の学校現場がどうなるのか、それによる生徒の落ちこぼれちゅうか、つ

いていけない子があるのかないのか、その辺を聞いてください。どうもやりとりが難

し過ぎて、皆さんわかるのが難しかろうと思うから、絞ってください。 

○８番（三田敏和君）私は、もちろん教師がそこまで本当に対応できるかというのが非

常に心配で、そこを行きつければ、ある意味生徒の落ちこぼれが出てくるというふう

に思いますけれども、第一義的に、教師そのものが本当に対応できるかなというのが

とても心配なんです。今、時間がないという中で、そういうことを前倒ししてやるた

めには、しっかりした予算をつけて、人員配置をやっていただくちゅうのがとても大

事なことだと思ったので、今回質問させていただきました。 

 町長、その点よろしくお願いします。 

○議長（安元慶彦君）町長。 

○町長（坪根秀介君）御指摘、ごもっともなことだと思っておりますし、私も声なき声

を聞く中で、いろんな父兄から意見を聞いております。その中で、「町長、給食費を

無料にしてくれるな」と。「そんなのは自分たちで払うんだ」と。「だから、専科教

員をつけてくれ」というような声も結構上がってました。そういう中で、やはり今、

マンパワーが足りないということもあるでしょうし、そういう質、スキルの高いよう
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な先生というのも尐ないと思っております。それは教育委員会と十分協議しながら、

いい先生を獲得するために何か知恵を絞っていきたいと思っておりますので、今後も

見守っていただきたいと思います。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）教育委員会のあり方も含めて、町長と歩調を合わせてぜひやって

いただきたいなと思います。 

 そういう中で、幼稚園教育も新しい要領の中に含まれると思っておりましたが、幼

児期が終わるまでに育ってほしい姿というのがその中にあるわけですけども、保育所

という絡みから、この点はどのように考えたらいいのでしょうか。 

○議長（安元慶彦君）子ども未来課長。 

○子ども未来課長（垂水英治君）本町所管の部分で、子ども未来課より御説明いたしま

す。 

 前段で、国の動向としまして、昨年の３月に幼稚園教育要領、そして厚労省の保育

所保育指針、そして内閣府の幼保連携型認定こども園教育・保育要領、三つの法律が

同時に改定されまして、先行してことしの４月から施行が始まるという節目の年とな

っております。 

 町内の認可保育所での対応についてですが、昨年３月に指針が公布された後、その

解説本やガイドブック等さまざまな資料が整いましたので、それぞれの園がそれぞれ

に学習はなさっていることと思われますが、公立大平保育所においては、保育指針の

原文を初め、改定された３法令の比較本や保育士用の保育指針ハンドブックを通じて

の学習を始めております。関連する研修への参加も指示いたしております。ようやく

県下や管内での保育士研修の場でも、徐々にその内容が計画・实施されているところ

でございます。 

 御質問の、幼児期が終わるまでに育ってほしい姿ということでございますが、これ

は教育の部分と非常に共通する部分がございまして、１０の項目、多分、議員さん御

存じだとは思われますが、育んでいきたい三つの資質や能力、五つの発達の領域、保

育の狙いを踏まえまして、先ほど申しました５歳児が修了するときまでに育ってほし

い１０の姿、項目というものが示されております。この内容を保育士自身が十分学習

して、認識を深めていくことが重要でございますし、保育現場でそういった認識を共

有し合って、今後、保育サービスにつながるよう取り組んでまいりたいという段階で
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ございます。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）ありがとうございます。いろんな保育所と幼稚園という形で大変

な中で、小学校で求められる姿というのは一つなわけで、ぜひそこは十分やっていた

だきたいと思います。 

 次に行きます。 

 減反政策が平成３０年度から変わるわけですが、今、その取りまとめをしていると

思いますが、そういう中で、昨年度の数値よりも増やしたところ、減したところはな

いかもわかりませんが、ふやしたところがある中で、福岡県、上毛町はどのようにな

っていますか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）平成３０年産米の作付計画数量、米の数量ですが、福岡

県は昨年と同じ１７万８,５８２トン、上毛町も昨年と同じく２,４３２.７トンでご

ざいます。転作面積で言いますと４４８.３ヘクタールで、前年比４.８ヘクタールの

マイナスで、転作率は４７.８％で、前年比マイナス０.３ポイントとなっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）ほぼ変わらないというか、横ばいだというふうに思うんですが、

近郊でふやした県というのは、たしか熊本がふえていると思うわけですが、考えてみ

ると福岡県は生産県じゃなくて消費県だというふうに思いますが、もっと売れる米を

ふやしてもいいのかなと思います。その辺の狙いというのは、米の需給見込みだとい

うふうに言われるかもしれませんが、どのようにお考えですか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）全国的に米の需給バランスをとるということが最大の目

的でございまして、今、私の手元にある資料では、平成３０年１月末現在では４７都

道府県のうち、増加傾向にある県としましては６県で、議員が言われました熊本は横

ばいで、昨年同という形でございます。前年並み傾向が３６県で、ほとんどの県は前

年並みと。減尐傾向が５県というデータがございます。 
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 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）そういう中で、私が住む地域も中山間地域でございますが、本当

に作業している方たちは高齢化して、今にも耕作をやめようというような方々もいら

っしゃるんだけど、耕作放棄地にするわけにはいけませんから、そういう中で中山間

地域として同じ減反率じゃなくて、その辺の歩合を変えるなり、うまい米をたくさん

つくるというか、そういうことも中山間地域としてはとても必要じゃないかなと。そ

のためには、担い手に集約するということが必要なのかもしれませんが、その辺、中

山間地域の現状と課題をどのようにお考えですか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）今言われる減反率といいますか、転作率を変えている自

治体というのもあるように聞いております。ですが、うちの場合では、今までそうい

う取り組みをしていないということもございまして、国の政策でもそういうこともご

ざいませんし、全農家に理解をもらうというのは難しいんじゃなかろうかなと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）そういう中で、夢を持てる新たな農業というか、そういうことを

考えていかないと、それがある意味担い手に集約するということになるかもしれませ

んが、やっぱり米をつくって利益が出るというか、生産農家としてプラスにならない

とつくるわけにもいかない話ですし、ただ浪費するだけではとてももたない話の中で、

中山間地域として夢を持てる農業を町を含めて考えないといけないと思うんですが、

その点はいかがですか。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）夢が持てる農業ということでは、やっぱり収益を上げて

いくことが大切なことだと思っております。集落営農組織や認定農家の方には集積化

や効率化を図っていただいて、収益増を図っていただくと。小規模農家といいますか、

高齢者も含めてでございますが、露地野菜などをつくっていただいて、直売所等に出

荷していただいて、やりがいや生きがいといったものにつなげていきたいと思ってお

ります。 
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○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）最近、私のところも鳥獣対策の柵を張って地域を守ろうとしてや

っております。耕作する人も年々歳をとっていく中で、やっぱり放棄地が出ないよう

に、それをうまく利活用できるように地域として工夫をしておりますが、なかなかス

ピードと工夫する力のバランスがとれないというふうに思うわけで、ぜひ農業第一義

の上毛町でもありますし、寒暖の差のあるうまい米をつくって売るということはとて

も大事なことで、農業なくして自給率は上がらないと思うので、ぜひその辺は多くの

力をかりて考えていただきたいと思います。最後、一言お願いします。 

○議長（安元慶彦君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）そういったことも踏まえまして、平成３０年度では、営

農組織の経営診断や勉強会、あるいは町長からの指示もございました新規就農者、営

農組織等の後継者といったところの分も含めまして、制度設計に取り組んでいきたい

と考えております。 

○議長（安元慶彦君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）町長、教育もとても大事だし、農業もとても大事だということで、

ぜひその辺もしっかり目を向けてお願いをしたいと思います。 

 これで終わります。 

○議長（安元慶彦君）三田議員の質問が終わりました。 

 以上で一般質問は全て終了いたしました。 

 ここで、会期日程についてお知らせをします。 

 運営資料会期日程表には、３月９日金曜日を一般質問予備日としていましたが、一

般質問は本日終了いたしましたので、９日は休会といたします。 

 本日はこれで散会します。御苦労でした。 

                           散会 午後 ４時５１分 

   平成３０年３月８日 

 

 


